
     

B5WY-1461-02   Z2

Printia LASER XL-4280

ソフトウェアガイド



このマニュアルの表記について

安全にお使いいただくための絵記号について

このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使用しています。これは本製品を安全に正しく使

用していただき、あなたや他の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止す

るための目印となるものです。その表示と意味は次のようになっています。内容をよくご理

解のうえ、お読みください。

また、危害や損害の内容がどのような種類のものかを区別するために、上記の表示と同時に

次のような記号を使っています。

画面例、イラストについて

・このマニュアルに掲載されている画面例の IPアドレスやホスト名などは一例であり、実

際の入力内容を表すものではありません。

・画面例でプリンタ名を「XL-XXXX」と表示している箇所があります。このときは、お使

いのプリンタ名で読み替えてください。

・機種、ソフトウェアのバージョン、OSによっては、画面例とは表示内容が一部異なるこ

とがあります。

・このマニュアルに掲載されているイラストは、説明の都合上、本来接続されているケー

ブル類を省略していることがあります。

クリック操作について

このマニュアルは、マウスのクリック操作をダブルクリックで記述しています。お使いのパ

ソコンの設定によっては、シングルクリックに読み替えてください。

表：安全にお使いいただくための絵記号

記号 内容

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡する可能性または重傷を負

う可能性があることを示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があること、

物的損害が発生する可能性があることを示しています。

表：危害や損害の内容を示す絵記号

記号 内容

で示した記号は、警告・注意をうながす内容であることを告げるものです。記号

の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるものです。

記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。

で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。記号の

中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。

△
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本文中の記号について

本文中に記載されている記号には、次のような意味があります。

表：本文中で使用する記号

記号 内容

お使いになるときに注意していただきたいことや、してはいけないことを記述してい

ます。必ずお読みください。

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。

→ 参照先を記述しています。

印刷されたマニュアル（紙のマニュアル）を表しています。

CD-ROM/DVD-ROMを表しています。
　



製品などの呼び方について

このマニュアルでは製品名称などを、次のように略して表記しています。

商標および著作権について

Microsoft、Windows、Windows Vista、Windows Server、Internet Explorer は、米国 Microsoft

Corporation および /またはその関連会社の商標です。

Citrix、MetaFrame、MetaFrame XP、Citrix Presentation Server、Citrix XenDesktop は、Citrix

Systems, Inc.の米国およびその他の国における登録商標、または商標です。

QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

その他の製品名、会社名は各社の登録商標または商標です。

Copyright FUJITSU LIMITED 2009-2010

表：製品名称の表記

製品名称 このマニュアルでの表記

Windows® 7 Ultimate（64 ビット版／ 32ビット版） 7 Windows

Windows® 7 Enterprise（64ビット版／ 32ビット版）

Windows® 7 Professional（64ビット版／ 32 ビット版）

Windows® 7 Home Premium（64ビット版／ 32ビット版）

Windows® 7 Starter

Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Standard 2008 R2

Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Enterprise

Microsoft® Windows Server® 2008 Standard（64-bit/32-bit） 2008

(R2以外 )
Microsoft® Windows Server® 2008 Standard without Hyper-V™（64-bit/32-bit）

Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise（64-bit/32-bit）

Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise without Hyper-V™（64-bit/32-bit）

Windows Vista® Ultimate（64ビット版／ 32 ビット版） Vista

Windows Vista® Enterprise（64ビット版／ 32 ビット版）

Windows Vista® Business（64ビット版／ 32 ビット版）

Windows Vista® Home Premium（64 ビット版／ 32ビット版）

Windows Vista® Home Basic（64ビット版／ 32 ビット版）

Microsoft® Windows Server® 2003 R2, Standard x64 Edition 2003

Microsoft® Windows Server® 2003 R2, Enterprise x64 Edition

Microsoft® Windows Server® 2003 R2, Standard Edition

Microsoft® Windows Server® 2003 R2, Enterprise Edition

Microsoft® Windows Server® 2003, Standard x64 Edition

Microsoft® Windows Server® 2003, Enterprise x64 Edition

Microsoft® Windows Server® 2003, Standard Edition

Microsoft® Windows Server® 2003, Enterprise Edition

Microsoft® Windows® XP Professional x64 Edition XP

Microsoft® Windows® XP Professional

Microsoft® Windows® XP Home Edition

Microsoft® Windows® 2000 Professional 2000または

2000 ServerMicrosoft® Windows® 2000 Server

Windows® Internet Explorer® 8 Internet Explorer

Windows® Internet Explorer® 7

Microsoft® Internet Explorer 6.0 以前
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搭載ソフトウェアの IPv6対応について

本製品は、IPv6 Ready Logo Phase1テストに合格しています。
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セットアップ編

第 1章

お使いになる前に

この章では、添付 CD-ROMに格納されているソフトウェアの概

要について説明します。
1 添付 CD-ROMのご紹介 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10

2 ソフトウェアの機能概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12
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1 添付CD-ROMのご紹介

本製品には「Printia LASER プリンタユーティリティ」CD-ROMが添付されています。

この CD-ROMには、プリンタドライバ、ネットワークに接続して使用するために必

要なソフトウェア、プリンタをより快適に使用するためのソフトウェアが格納され

ています。

「Printia LASER プリンタユーティリティ」のメニュー

「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットすると、次の「Printia LASER

プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。ウィンドウの

メニューから、ソフトウェアのインストールなどが行えます。

　　　　　　　　　　　（画面は OSにより異なります）

1 はじめにお読みください

CD-ROMに格納されているソフトウェアの留意事項が表示されます。

2 便利機能ご紹介

XL-4280 プリンタドライバの便利な機能を紹介するコンテンツが表示されます。

3 プリンタドライバ

本製品を使い始めるための設定を、このメニューから行います（USBインターフェースでパソコ

ンと直接接続し、プラグアンドプレイで設定を行う場合は除きます）。次の設定を行うことがで

きます。

・プリンタドライバのインストール

ネットワークプリンタとして使用する場合の設定やインストール方法については、「ネット

ワークを利用したプリンタの接続」（→ P.15）をご覧ください。

ローカルプリンタとして使用する場合の設定やインストール方法については、「ネットワーク

を利用しないプリンタの接続」（→ P.53）をご覧ください。

更新方法については、「プリンタドライバを更新／削除するには」（→ P.106）をご覧ください。
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・共有プリンタの設定

設定方法やインストール方法については、「プリンタ共有の設定」（→ P.69）をご覧ください。

4 FUJITSU LPRユーティリティ（2003/XP/2000専用）

LPR 印刷時に、プリンタの状態を確認したり、ジョブを管理したりするためのツールをインス

トールします。「FUJITSU LPR ユーティリティ」については、「LPR 印刷の管理（FUJITSU LPR

ユーティリティ）（2003/XP/2000のみ）」（→ P.114）をご覧ください。

5 Network Extension

本製品に取り付けられたオプションの情報やプリンタの情報を取得し、プリンタの「プロパティ」

ウィンドウ内に反映するためのツールをインストールします。「Network Extension」については、

「プリンタ情報の管理（Network Extension）」（→ P.128）をご覧ください。

6 PrintBarrierお試し版（Vista/XP/2000専用）

「PrintBarrier お試し版」をインストールします。「PrintBarrier お試し版」の概要については、

「PrintBarrierの概要」（→ P.225）をご覧ください。

7 RepoAgentお試し版（Vista/2003/XP/2000専用）

「RepoAgent お試し版」をインストールします。「RepoAgent お試し版」の概要については、

「RepoAgentの概要」（→ P.226）をご覧ください。

8 かんたんバーコード Lite（Vista/2003/XP/2000専用）

「かんたんバーコード Lite」をインストールします。「かんたんバーコード Lite」の概要について

は、「かんたんバーコード Liteの概要」（→ P.228）をご覧ください。

9 画面で見るマニュアル

「画面で見るマニュアル」を選択するウィンドウが表示されます。

10 終了

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウを閉じます。

・「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されない場合は、「エ

クスプローラ」などを使用して CD-ROMを開き、一番上の階層にある「XLSTART.EXE」をダブルクリッ

クしてください。「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが表示されます。

・Vistaをお使いの場合、インストール前に管理者権限でログオンしてください。

・7/2008/Vista の場合、自動再生時や「XLSTART.EXE」をダブルクリックしたときに、次の「自動再生」

ウィンドウが表示されます。実行されるプログラムが「XLSTART.EXE」であることを確認し、「Xlstart.exe

の実行」をクリックしてください。
添付 CD-ROMのご紹介 11
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2 ソフトウェアの機能概要

「Printia LASER プリンタユーティリティ」には、XL-4280 プリンタドライバと

ネットワーク関連のソフトウェアが格納されています。

ここでは、XL-4280 プリンタドライバとネットワーク関連のソフトウェアの機能概

要を説明します。

XL-4280 プリンタドライバ

動作環境

機能

機能について詳しくは、ヘルプまたは「プリンタドライバの機能と利用方法」（→ P.81）を

ご覧ください。

表：XL-4280 プリンタドライバの動作環境

項目 内容

OS 7/2008/Vista/2003/XP/2000

パソコン FMVシリーズおよび PC/AT互換機

メモリ OSが動作可能なメモリ

解像度 800× 600以上（1024× 768以上を推奨）

ハードディスク容量 空き容量 8MB

（印刷時には、データ作成のため、さらに空き容量が必要です。）

サポートポート ・パラレルポート（LPT*：）

・USBポート

・FUJITSU LPR Port（2003/XP/2000のみ）

・Standard TCP/IP Port
第 1章　お使いになる前に
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ネットワーク関連のソフトウェア

FUJITSU LPRユーティリティ

プリントサーバを介さずに、直接ネットワーク上のプリンタに印刷できるユーティリティで

す。また、プリンタ検索、ジョブ転送、同報印刷も行えます。

■動作環境

■機能

「FUJITSU LPRユーティリティ」について詳しくは、「LPR印刷の管理（FUJITSU LPRユー

ティリティ）（2003/XP/2000のみ）」（→ P.114）をご覧ください。

■セットアップ

「プリンタドライバ」メニューでセットアップを行うと、同時にインストールされます（→

P.21）。

表：「FUJITSU LPRユーティリティ」の動作環境

項目 内容

OS 2003/XP/2000

パソコン FMVシリーズおよび PC/AT互換機

メモリ OSが動作可能なメモリ

解像度 800× 600以上

ハードディスク容量 5MB

表：「FUJITSU LPRユーティリティ」の機能

機能 概要

LAN直結印刷 プリントサーバを介さずに直接ネットワーク上のプリンタに印刷できます。

LAN（TCP/IP）環境での印刷をサポートしています。

ポートの管理 プリンタ検索、ジョブ転送、同報印刷などが行えます。
ソフトウェアの機能概要 13
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Network Extension

本製品に取り付けられたオプションの情報やプリンタの情報を取得し、プリンタの「プロパ

ティ」ウィンドウ内に反映するためのツールをインストールします。

■動作環境

■機能

「Network Extension」について詳しくは、「プリンタ情報の管理（Network Extension）」（→

P.128）をご覧ください。

■セットアップ

「プリンタドライバ」メニューでセットアップを行うと、同時にインストールされます（→

P.21）。

表：「Network Extension」の動作環境

項目 内容

OS 7/2008/Vista（IPv4アドレス環境のみ）/2003/XP/2000

パソコン FMVシリーズおよび PC/AT互換機

メモリ OSが動作可能なメモリ

解像度 800× 600以上

ハードディスク容量 5MB

表：「Network Extension」の機能

機能 概要

ステータス表示 本製品に取り付けたオプションなどの情報を取得し、プリンタの「プロ

パティ」ウィンドウ内に表示します。
第 1章　お使いになる前に



第 2章

ネットワークを利用したプリンタの
接続

この章では、プリンタをネットワークに接続し、XL-4280 プリン

タドライバをインストールする方法を説明します。
1 印刷方法と作業の流れについて . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16

2 IPアドレスを設定する  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19

3 「プリンタユーティリティセットアップ」でインストールする  . . . . . . . 21

4 OS標準のインストーラでインストールする（RAW印刷／ LPR印刷） . 28

5 OS標準のインストーラでインストールする（IPP印刷）  . . . . . . . . . . . 42
15
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1 印刷方法と作業の流れについて

プリンタを LANケーブルでネットワークに接続した場合、お使いの OSや印刷方法

によりインストールや設定の方法などが異なります。ここでは、印刷方法ごとの作

業の流れを説明します。

印刷方法

プリンタに LANケーブルを直接接続して印刷する場合は、次の方法があります。

・RAW印刷

「RAW」と呼ばれるプロトコルを使用し、LAN（TCP/IP）に直接接続されたプリンタに印刷します。

LPR印刷と比較すると、一般的に RAW印刷のほうが印刷速度は速くなります。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」を使用してインストールする方法と、OS

標準のインストーラでインストールする方法があります。

・LPR印刷

「LPR」と呼ばれるプロトコルを使用し、LAN（TCP/IP）に直接接続されたプリンタに印刷します。

- 7/2008/Vistaの場合

OS標準のインストーラでインストールします。

- 2003/XP/2000の場合

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」を使用してインストールする方法と、OS

標準のインストーラでインストールする方法があります。

・ IPP印刷

インターネットを経由して、遠隔地のプリンタ（社外などプロキシサーバの先にあるプリンタ）に

印刷することができます。

OS標準のインストーラでインストールします。
第 2章　ネットワークを利用したプリンタの接続
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作業の流れ

お使いの OSや印刷方法により、一部の作業が異なります。作業の流れをご確認のうえ、該

当ページをご覧ください。

7/2008/Vistaの場合

・Vistaでは、IPv6アドレスを利用できます。

IPv6 アドレスで接続している場合、「Printia LASER プリンタユーティリティセットアップ」を使用した

インストールはできません。OS 標準のインストーラで、Standard TCP/IP ポート、または IPP ポートで

のインストールを行います。インストール方法については、それぞれ次をご覧ください。

・Standard TCP/IPポートでのインストールの場合

「OS標準のインストーラでインストールする（RAW印刷／ LPR印刷）」（→ P.28）

・IPPポートでのインストールの場合

「OS標準のインストーラでインストールする（IPP印刷）」（→ P.42）

『ハードウェアガイド』の「第

2章 プリンタを設置・接続する」

参照

（管理者のみの作業）

「IP アドレスを設定する」（→

P.19）参照

・プリンタドライバとネット

ワーク経由の印刷に必要な

ソフトウェアをインストー

ルする場合：「「プリンタユー

ティリティセットアップ」で

インストールする」（→ P.21）

参照

・プリンタドライバのみイン

ストールする場合：「7/2008/

Vistaの場合」（→ P.28）参照

「7/2008/Vista の場合」（→ P.28）

参照

「7/2008（R2 以外）/Vista の場

合」（→ P.42）参照

LANケーブルの接続

プリンタの IPアドレスの設定

インストール

RAW印刷

インストール

LPR印刷

インストール

IPP印刷
印刷方法と作業の流れについて 17
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2003/XP/2000の場合

『ハードウェアガイド』の「第

2章 プリンタを設置・接続する」

参照

（管理者のみの作業）

「IP アドレスを設定する」（→

P.19）参照

・プリンタドライバとネット

ワーク経由の印刷に必要な

ソフトウェアをインストー

ルする場合：「「プリンタユー

ティリティセットアップ」で

インストールする」（→ P.21）

参照

・プリンタドライバのみイン

ストールする場合：「2003/XP/

2000の場合」（→ P.35）参照

・プリンタドライバとネット

ワーク経由の印刷に必要なソ

フトウェアをインストールす

る場合：「「プリンタユーティ

リティセットアップ」でイン

ストールする」（→ P.21）参照

・プリンタドライバのみインス

トールする場合：「2003/XP/

2000の場合」（→ P.35）参照

「2003/XP/2000の場合」（→ P.48）

参照

LANケーブルの接続

プリンタの IPアドレスの設定

インストール

RAW印刷

インストール

LPR印刷

インストール

IPP印刷
第 2章　ネットワークを利用したプリンタの接続
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2 IPアドレスを設定する

プリンタに IP アドレスを設定する方法を説明します。設定方法は、IPv4 アドレス

環境か、IPv6アドレス環境かにより異なります。

なお、IPアドレスの設定はプリンタの管理者が 1回行えば良く、一般ユーザーの作

業は必要ありません。

IPv4アドレスの設定方法

IPv4アドレスを設定する方法には、次の 2種類があります。

・手動設定

固定の IPアドレスをプリンタに直接設定します。

パソコン側が次の方法でプリンタドライバをインストールする場合は、手動設定で、固定の IP ア

ドレスを設定してください。

-「OS標準のインストーラでインストールする（RAW印刷／ LPR印刷）」（→ P.28）

-「OS標準のインストーラでインストールする（IPP印刷）」（→ P.42）

・自動取得設定

ネットワークが DHCPで運用されている場合は、プリンタの電源を入れたときに、DHCPサーバか

ら IPアドレスを自動的に取得するように設定します。

ご使用の環境に合わせて、いずれかの方法を選択してください。

■設定手順

IPv4アドレス環境の設定は、プリンタ本体のオペレータパネルから行います。

オペレータパネルを使った設定手順については、『ハードウェアガイド』の「第 5 章 オペ

レータパネルの操作」→「代表的な設定項目とその操作方法」→「IP アドレスの設定」を

ご覧ください。

IPv6アドレスの設定方法

IPv6アドレスには、次の 2種類があります。

・グローバルアドレス

グローバルアドレスを利用する場合は、IPv6 アドレスをルーターから取得します（RA：Router

Advertisementと呼ばれるパケットを送信できるルーターが必要です）。IPv6アドレスの取得方法に

ついて詳しくは、お使いのルーターのマニュアルをご覧ください。

・リンクローカルアドレス

ルーターを経由しないネットワークでは、リンクローカルアドレス（IPv6アドレス全 128ビットの

うち、前半 64ビットが「fe80:0000:0000:0000」のアドレス）を使用できます。リンクローカルアド

レスは、自動的に設定されます。

ご使用の環境に合わせて、いずれかの方法を選択してください。
IPアドレスを設定する 19
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■設定手順

IPv6アドレス環境の設定は、プリンタ本体のオペレータパネルのメニューモードで、「ネッ

トワークメニュー」→「IP　バージョン」を設定します。

オペレータパネルを使った設定手順については、『ハードウェアガイド』の「第 5 章 オペ

レータパネルの操作」→「代表的な設定項目とその操作方法」→「IP アドレスの設定」を

ご覧ください。

・ IPv6アドレス使用時の留意事項

・IPv6アドレスでの印刷は、Vistaのみ可能です。

・本製品は IPv4の DNS情報で動作します（IPv6の DNS情報には未対応です）。

・マルチプレフィックス環境（IPv6グローバルアドレスを複数扱う環境）には未対応です。

・自動設定される IPv6アドレスには、運用上使用できないアドレス（サイトローカルアドレス（fec0::・・・）

や文書作成用アドレス空間（2001:db8::/32））が設定されることがあります。
第 2章　ネットワークを利用したプリンタの接続
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3 「プリンタユーティリティセットアップ」

でインストールする

「Printia LASER プリンタユーティリティセットアップ」を使用して、プリンタドライ

バとネットワーク経由で印刷するために必要なソフトウェアをインストールします。

なお、プリンタに IP アドレスをまだ設定していない場合は、「IP アドレスを設定す

る」（→ P.19）をご覧になり、設定しておいてください。

■作業の概要

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」を使用して、プリンタドライバと

ソフトウェアをインストールします。

・7/2008/Vistaの場合

RAW印刷の設定を行います。

プリンタドライバと、ネットワーク経由で印刷するために必要なソフトウェア「Network Extension」

がインストールされます。

・2003/XP/2000の場合

インストール手順の中で、印刷方法として「Fujitsu LPR ユーティリティ」または「Standard TCP/IP

Port」を選択できます。選択した印刷方法によって、次のように設定されます。

-「Fujitsu LPR ユーティリティ」を選択した場合

LPR印刷の設定を行います。

プリンタドライバと、ネットワーク経由で印刷するために必要なソフトウェア「FUJITSU LPR

ユーティリティ」と「Network Extension」がインストールされます。

-「Standard TCP/IP Port」を選択した場合

RAW印刷の設定を行います。

プリンタドライバと、ネットワーク経由で印刷するために必要なソフトウェア「Network

Extension」がインストールされます。

・「FUJITSU LPR ユーティリティ」について詳しくは、「LPR印刷の管理（FUJITSU LPRユーティリティ）

（2003/XP/2000のみ）」（→ P.114）をご覧ください。

・「Network Extension」について詳しくは、「プリンタ情報の管理（Network Extension）」（→ P.128）をご

覧ください。

・Vistaでは、IPv6アドレスを利用できますが、「Printia LASERプリンタユーティリティセットアップ」や

「Network Extension」は、IPv6アドレスに対応していません。

IPv6アドレスでの接続は、OS標準のインストーラで、Standard TCP/IPポート、または IPPポートでの

インストールを行ってください。インストール方法については、それぞれ次をご覧ください。

・Standard TCP/IPポートでのインストールの場合

「OS標準のインストーラでインストールする（RAW印刷／ LPR印刷）」（→ P.28）

・IPPポートでのインストールの場合

「OS標準のインストーラでインストールする（IPP印刷）」（→ P.42）
「プリンタユーティリティセットアップ」でインストールする 21
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インストール

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」を使用して、プリンタドライバを

インストールします。ネットワーク経由で印刷するために必要なソフトウェアも同時にイン

ストールされます。

1 プリンタの電源を入れます。

2 管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

3 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

・「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示され

ない場合は、「エクスプローラ」などを使用して CD-ROM を開き、一番上の階層にある

「xlsetup.exe」をダブルクリックしてください。「Printia LASER プリンタユーティリティ

セットアップ」ウィンドウが表示されます。

・7/2008/Vista の場合、自動再生時や「xlsetup.exe」をダブルクリックしたときに、「自動

再生」ウィンドウが表示されます。実行されるプログラムが「xlsetup.exe」であること

を確認し、「Xlsetup.exeの実行」をクリックしてください。

4 メニューから「LAN でプリンタを使用する」または「プリンタドライバ」

をクリックします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（画面は OSにより異なります）

■7/2008 R2の場合

メニューから「LANでプリンタを使用する」をクリックします。

「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、「はい」をクリックします。インストー

ラが起動し、「ローカル /ネットワーク」ウィンドウが表示されます。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

メニューから「プリンタドライバ」をクリックします。

「プログラムを実行するにはあなたの許可が必要です」と表示されたら、「続行」をクリッ

クします。インストーラが起動し、「ローカル /ネットワーク」ウィンドウが表示されます。
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■2003/XP/2000の場合

メニューから「プリンタドライバ」をクリックします。

インストーラが起動し、「ローカル /ネットワーク」ウィンドウが表示されます。

5 （1）「ネットワークプリンタ」を選択して、（2）「次へ」をクリックします。

6 （1）「TCP/IPプロトコル」を選択して、（2）「次へ」をクリックします。

（1）

（2）

（1）

（2）
「プリンタユーティリティセットアップ」でインストールする 23
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7 次のように操作します。

■7/2008/Vistaの場合

（1）「IPアドレス」に、プリンタの IPアドレスを入力して、（2）「次へ」をクリックします。

プリンタドライバと、ネットワーク経由で印刷するために必要なソフトウェア「Network

Extension」がインストールされます。また、RAWポートの設定が自動的に行われます。

■2003/XP/2000の場合

（1）「IPアドレス」に、プリンタの IPアドレスを入力し、（2）「印刷方法」を選択して、（3）

「次へ」をクリックします。

・LPR印刷を行う場合

「印刷方法」で「Fujitsu LPR ユーティリティ」を選択します。プリンタドライバと、ネッ

トワーク経由で印刷するために必要なソフトウェア「FUJITSU LPR ユーティリティ」と

「Network Extension」がインストールされます。

・RAW印刷を行う場合

「印刷方法」で「Standard TCP/IP Port」を選択します。プリンタドライバと、ネットワーク

経由で印刷するために必要なソフトウェア「Network Extension」がインストールされます。

（1）

（2）

（1）

（3）

（2）
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・「検索するサブネット」を使用して検索を行う場合は、次のアドレスを入力します。

・プリンタがローカルサブネットにある場合：255.255.255.255

・プリンタが別のサブネットにある場合：サブネットのブロードキャストアドレスを入力

します。ブロードキャストアドレスはネットワーク管理者にご確認ください。

8 （1）通常使うプリンタにするかどうかを選択し、（2）「プリンタ名の変更

/共有設定」 をクリックします。

・プリンタドライバを初めてインストールする場合、このドライバが「通常使うプリンタ」

になります。

9 （1）プリンタ名を入力し、（2）プリンタを共有するかどうかを選択してか

ら、（3）「OK」をクリックします。

（1）

（2）

（1）

（2）

（3）
「プリンタユーティリティセットアップ」でインストールする 25
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・プリンタ名に、次の文字は使用できません。

!、,、¥、:、/、*、?、"、>、<、|、@

「プリンタ名の入力」ウィンドウが表示されます。

10 設定内容を確認し、「次へ」をクリックします。

ファイルのコピーが開始されます。

・次のウィンドウが表示された場合は、「続行」をクリックしてください。

・2000で次のウィンドウが表示された場合は、「はい」をクリックしてください。

11 必要なソフトウェアがインストールされたことを確認して、「完了」をク

リックします。

RAW印刷の場合は、引き続き「RAW印刷のみの設定」（→ P.27）に進んでください。

LPR印刷の場合は、以上で設定は終了です。

・2003/XP/2000の場合は、「FUJITSU LPRユーティリティ」でプリンタポートを設定する

ことにより、LPR印刷ができます。

「FUJITSU LPR ユーティリティ」について、詳しくは「LPR印刷の管理（FUJITSU LPR

ユーティリティ）（2003/XP/2000のみ）」（→ P.114）をご覧ください。

プリンタポートの設定について、詳しくは、「プリンタの登録」（→ P.116）をご覧ください。
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RAW印刷のみの設定

1 Windows を再起動した場合は、管理者権限を持ったユーザーでログオン

します。

2 印刷を行うプリンタを選択します。

■7/2008 R2の場合

（スタート）→「デバイスとプリンター」の順にクリックします。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」→「ハードウェアとサ

ウンド」の「プリンタ」の順にクリックし、RAW印刷を行うプリンタを選択します。

■2003/XPの場合

「スタート」ボタン→「プリンタと FAX」の順にクリックし、RAW 印刷を行うプリンタを

選択します。

■2000の場合

「スタート」ボタン→「設定」→「プリンタ」の順にクリックし、RAW 印刷を行うプリン

タを選択します。

3 「ファイル」メニュー→「プロパティ」の順にクリックします。

プリンタの「プロパティ」ウィンドウが表示されます。

4 「ポートの構成」をクリックします。

「標準 TCP/IPポートモニタの構成」ウィンドウが表示されます。

5 （1）「SNMPステータスを有効にする」を にして、（2）「OK」をクリッ

クします。

以上で RAW印刷の設定は完了です。

（1）

（2）
「プリンタユーティリティセットアップ」でインストールする 27
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4 OS標準のインストーラでインス

トールする（RAW印刷／ LPR印刷）

OS標準のインストーラを使用して、プリンタドライバをインストールし、RAW印

刷、または LPR印刷の設定を行います。

なお、プリンタに IPアドレスをまだ設定していない場合は、「IPアドレスを設定す

る」（→ P.19）をご覧になり、設定しておいてください。

・「7/2008/Vistaの場合」（→ P.28）

・「2003/XP/2000の場合」（→ P.35）

7/2008/Vistaの場合

プリンタドライバのインストールとポートの設定を行います。

1 プリンタの電源を入れます。

2 管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

3 次の手順で「プリンタの追加」ウィンドウを開きます。

■7/2008 R2の場合

1. （スタート）→「デバイスとプリンター」の順にクリックします。

2.「プリンターの追加」をクリックします。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

1.「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」の順にクリック

します。

2.「ハードウェアとサウンド」の「プリンタ」をクリックします。

3.「プリンタのインストール」をクリックします。
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4 「ローカルプリンタを追加します」をクリックします。

5 （1）「新しいポートの作成」を にし、「ポートの種類」で「Standard

TCP/IP Port」を選択し、（2）「次へ」をクリックします。

（1）

（2）
OS標準のインストーラでインストールする（RAW印刷／ LPR印刷） 29
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6 （1）「ホスト名または IP アドレス」にプリンタの IP アドレスを入力し、

（2）「次へ」をクリックします。

・IPv4アドレスの例（プリンタの IPv4アドレスが 192.168.100.100の場合）

192.168.100.100

・IPv6 アドレスの例（プリンタの IPv6 アドレスが fe80:0000:0000:0000:0280:87ff:fe9b:1234

の場合）

fe80::0280:87ff:fe9b:1234

IPアドレスを入力すると、「ポート名」にも IPアドレスが自動的に反映されます。

・IPv6アドレスは、Vistaでのみ設定できます。

7 「カスタム」を選択し、「設定」をクリックします。

（1）

（2）
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8 印刷プロトコルによって、次のように設定します。

■RAW印刷の場合

（1）「ポート名」「プリンタ名または IPアドレス」を確認し、（2）「プロトコル」を「Raw」、

「ポート番号」を「9100」、「SNMP ステータスを有効にする」を にし、（3）「OK」をク

リックします。

■LPR印刷の場合

（1）「ポート名」「プリンタ名または IPアドレス」を確認し、（2）「プロトコル」を「LPR」、

「キュー名」を「LP」、「LPRバイトカウントを有効にする」を 、「SNMPステータスを有

効にする」を にし、（3）「OK」をクリックします。

手順 7の画面に戻ります。

9 「次へ」をクリックします。

「プリンタドライバのインストール」ウィンドウが表示されます。

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

（3）
OS標準のインストーラでインストールする（RAW印刷／ LPR印刷） 31
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10「ディスク使用」をクリックします。

11 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

12 メニューから「終了」をクリックします。

13（1）「製造元のファイルのコピー元」に、プリンタドライバが格納されて
いる「D:¥FJXLDRV¥2KXP2003（2008の 64-bit、Vistaの 64ビット版

の場合は D:¥FJXLDRV¥x64）」（CD-ROMドライブが D:の場合）を入力

し、（2）「OK」をクリックします。

（1）

（2）
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14（1）プリンタを選択し、（2）「次へ」をクリックします。

15（1）「プリンタ名」を入力し、（2）通常使うプリンタに設定するかどうか
を選択し、（3）「次へ」をクリックします。

Vista の場合は、「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されます。Printia XL シ

リーズのプリンタドライバであることを確認し、「続行」をクリックしてください。

（1）

（2）

（1）

（2）

（3）
OS標準のインストーラでインストールする（RAW印刷／ LPR印刷） 33
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16「このドライバソフトウェアをインストールします」をクリックします。

17 2008 の場合は、（1）プリンタを共有するかどうかを設定し、（2）「次へ」

をクリックします。

（1）

（2）
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18（1）テストページを印刷する場合は「テストページの印刷」をクリックし、
（2）「完了」をクリックします。

以上で設定は完了です。

IPv4 アドレス環境の場合は、「Network Extension」をインストールします。インストール方

法については、「「Network Extension」をインストールする」（→ P.128）をご覧ください。

2003/XP/2000の場合

プリンタドライバのインストールとポートの設定を行います。

1 プリンタの電源を入れます。

2 管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

3 次の手順で、「プリンタの追加」ウィンドウを表示します。

■2003/XPの場合

1.「スタート」ボタン→「プリンタと FAX」の順にクリックします。

2.「プリンタのインストール」をクリックします。

■2000の場合

1.「スタート」ボタン→「設定」→「プリンタ」の順にクリックします。

2.「プリンタの追加」をダブルクリックします。

「プリンタの追加ウィザード」ウィンドウが表示されます。

4 「次へ」をクリックします。

（1）

（2）
OS標準のインストーラでインストールする（RAW印刷／ LPR印刷） 35
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5 （1）「このコンピュータに接続されているローカルプリンタ」を にし、

（2）「プラグアンドプレイ対応プリンタを自動的に検出してインストール

する」が になっていることを確認し、（3）「次へ」をクリックします。

6 （1）「新しいポートの作成」を にし、（2）「ポートの種類」で「Standard

TCP/IP Port」を選択して、（3）「次へ」をクリックします。

「標準 TCP/IPプリンタポートの追加ウィザード」ウィンドウが表示されます。

7 「次へ」をクリックします。

（2）

（3）

（1）

（2）

（1）

（3）
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8 （1）「プリンタ名または IP アドレス」にプリンタの IP アドレスを入力

し、（2）「次へ」をクリックします。

IPアドレスを入力すると、「ポート名」にも IPアドレスが自動的に反映されます。

9 「カスタム」を選択し、「設定」をクリックします。

10 印刷プロトコルによって、次のように設定します。

（1）

（2）
OS標準のインストーラでインストールする（RAW印刷／ LPR印刷） 37
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■RAW印刷の場合

（1）「ポート名」「プリンタ名または IPアドレス」を確認し、（2）「プロトコル」を「Raw」、

「ポート番号」を「9100」、「SNMP ステータスを有効にする」を にし、（3）「OK」をク

リックします。

■LPR印刷の場合

（1）「ポート名」「プリンタ名または IPアドレス」を確認し、（2）「プロトコル」を「LPR」、

「キュー名」を「LP」、「LPRバイトカウントを有効にする」を 、「SNMPステータスを有

効にする」を にし、（3）「OK」をクリックします。

手順 9の画面に戻ります。

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

（3）
第 2章　ネットワークを利用したプリンタの接続



2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

11「次へ」をクリックします。

12「標準 TCP/IP プリンタポートの追加ウィザードの完了」ウィンドウで、

「完了」をクリックします。

13「プリンタの追加ウィザード」ウィンドウで、「ディスク使用」をクリック
します。

14 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

15 メニューから「終了」をクリックします。

16「フロッピーディスクからインストール」ウィンドウで、（1）「製造元の
ファイルのコピー元」に「D:¥FJXLDRV¥2KXP2003（x64 Edition の場

合は D:¥FJXLDRV¥x64）」（CD-ROM ドライブが D: の場合）と入力し、

（2）「OK」をクリックします。

17 プリンタを選択し、「次へ」をクリックします。

（1）

（2）
OS標準のインストーラでインストールする（RAW印刷／ LPR印刷） 39
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18（1）「プリンタ名」を入力し、（2）通常使うプリンタに設定するかどうか
を選択し、（3）「次へ」をクリックします。

・プリンタドライバを初めてインストールする場合、「このプリンタを通常使うプリンタと

して使いますか ?」は表示されません。本製品が「通常使うプリンタ」になります。

19（1）プリンタを共有するかどうかを設定し、（2）「次へ」をクリックします。

20 テストページの印刷をするかどうかを設定し、「次へ」をクリックします。

ファイルのコピーが開始されます。

・次のウィンドウが表示された場合は、「続行」をクリックしてください。

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）
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・2000で次のウィンドウが表示された場合は、「はい」をクリックしてください。

・「ファイルの上書き確認」ウィンドウが表示された場合は、「はい」をクリックしてくださ

い。

21「完了」をクリックします。

以上で設定は完了です。

次に、「Network Extension」をインストールします。

インストール方法については、「「Network Extension」をインストールする」（→ P.128）をご

覧ください。
OS標準のインストーラでインストールする（RAW印刷／ LPR印刷） 41
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5 OS標準のインストーラでインストール

する（IPP印刷）

OS標準のインストーラを使用して、プリンタドライバをインストールし、IPP印刷

の設定を行います。

なお、プリンタに IPアドレスをまだ設定していない場合は、「IPアドレスを設定す

る」（→ P.19）をご覧になり、設定しておいてください。

・「7/2008（R2以外）/Vistaの場合」（→ P.42）

・「2003/XP/2000の場合」（→ P.48）

・「IPP印刷を行うユーザーを制限する」（→ P.51）

・2008 R2では、プリンタの追加ウィザードから「ネットワークプリンタを追加します」で共有プリンタの

URLを指定して印刷を行なう「IPP印刷」を使用することができません。

7/2008（R2以外）/Vistaの場合

プリンタドライバのインストールとポートの設定を行います。

1 プリンタの電源を入れます。

2 管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

3 次の手順で、「プリンタの追加」ウィンドウを表示します。

■7の場合

1. （スタート）→「デバイスとプリンター」の順にクリックします。

2.「プリンターの追加」をクリックします。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

1.「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」の順にクリック

します。

2.「ハードウェアとサウンド」の「プリンタ」をクリックします。

3.「プリンタのインストール」をクリックします。
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4 「ネットワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加します」を

クリックします。

5 「探しているプリンタはこの一覧にはありません」をクリックします。
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6 （1）「共有プリンタを名前で選択する」を選択して「URL」に次のように

URLを入力して、（2）「次へ」をクリックします。

・IPv4の場合

http://［プリンタの IPアドレス］/ipp（例：http://192.168.100.100/ipp）

・IPv6の場合

http://［[プリンタの IPアドレス ]］/ipp（例：http://[fe80::0280:87ff:fe9b:49d9]/ipp）

・IPv6アドレスは、Vistaでのみ設定できます。

・プリンタに DNS設定がされていれば、IPアドレスの代わりにホスト名を入力することも

できます。

7 「ディスク使用」をクリックします。

（1）

（2）
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8 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

9 メニューから「終了」をクリックします。

10（1）「製造元のファイルのコピー元」に、プリンタドライバが格納されて
いる「D:¥FJXLDRV¥2KXP2003（2008の 64-bit、Vistaの 64ビット版

の場合は D:¥FJXLDRV¥x64）」（CD-ROMドライブが D:の場合）を入力

し、（2）「OK」をクリックします。

11（1）プリンタを選択し、（2）「次へ」をクリックします。

Vista の場合は、「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されます。Printia XL シ

リーズのプリンタドライバであることを確認し、「続行」をクリックしてください。

（1）

（2）

（1）

（2）
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12「このドライバソフトウェアをインストールします」をクリックします。

13（1）通常使うプリンタに設定するかどうかを選択し、（2）「次へ」をクリッ
クします。

（1）

（2）
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14（1）テストページを印刷する場合は「テストページの印刷」をクリックし、
（2）「完了」をクリックします。

以上で設定は完了です。

IPv4アドレス環境の場合は、「Network Extension」をインストールします。

インストール方法については、「「Network Extension」をインストールする」（→ P.128）をご

覧ください。

・ IPP印刷を行うユーザーを制限することができます。

設定方法については、「IPP印刷を行うユーザーを制限する」（→ P.51）をご覧ください。

（1）

（2）
OS標準のインストーラでインストールする（IPP印刷） 47



48
2003/XP/2000の場合

プリンタドライバのインストールとポートの設定を行います。

1 プリンタの電源を入れます。

2 管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

3 次の手順で、「プリンタの追加」ウィンドウを表示します。

■2003/XPの場合

1.「スタート」ボタン→「プリンタと FAX」の順にクリックします。

2.「プリンタのインストール」をクリックします。

■2000の場合

1.「スタート」ボタン→「設定」→「プリンタ」の順にクリックします。

2.「プリンタの追加」をダブルクリックします。

「プリンタの追加ウィザード」ウィンドウが表示されます。

4 「次へ」をクリックします。

5 （1）「ネットワークプリンタ、または他のコンピュータに接続されている

プリンタ」を にし、（2）「次へ」をクリックします。

（2）

（1）
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6 （1）「インターネット上または自宅 / 会社のネットワーク上のプリンタに

接続する」を選択し、「URL」に次のように URLを入力して、（2）「次へ」

をクリックします。

http://［プリンタの IPアドレス］/ipp（例：http://192.168.100.100/ipp）

・プリンタに DNS設定がされていれば、IPアドレスの代わりにホスト名を入力することも

できます。

7 「プリンタの追加ウィザード」ウィンドウで、「ディスク使用」をクリック

します。

8 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

9 メニューから「終了」をクリックします。

10「フロッピーディスクからインストール」ウィンドウで、（1）「製造元の
ファイルのコピー元」に「D:¥FJXLDRV¥2KXP2003」（CD-ROMドライ

ブが D:の場合）と入力し、（2）「OK」をクリックします。

（2）

（1）

（1）

（2）
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11 プリンタを選択し、「OK」をクリックします。

・次のウィンドウが表示された場合は、「続行」をクリックしてください。

・2000で次のウィンドウが表示された場合は、「はい」をクリックしてください。

・「ファイルの上書き確認」ウィンドウが表示された場合は、「はい」をクリックしてくださ

い。

12（1）通常使うプリンタに設定するかどうかを選択し、（2）「次へ」をクリッ
クします。

（1）

（2）
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13「完了」をクリックします。

以上で設定は完了です。

次に、「Network Extension」をインストールします。

インストール方法については、「「Network Extension」をインストールする」（→ P.128）をご

覧ください。

・ IPP印刷を行うユーザーを制限することができます。

設定方法については、「IPP印刷を行うユーザーを制限する」（→ P.51）をご覧ください。

IPP印刷を行うユーザーを制限する

「Printia LASER Internet Service」の管理者モードを利用して、あらかじめプリンタにユーザー

名とパスワードを登録しておくことで、IPP印刷を行うユーザーを制限することができます。

・2000 ではアカウント機能をサポートしていないため、設定を変更しないでください。設定を変更すると

印刷ができなくなります。

プリンタの設定（管理者のみ）

プリンタに、IPP印刷を許可するユーザーのユーザー名とパスワードを登録します。登録に

は、「Printia LASER Internet Service」を利用します。

「Printia LASER Internet Service」の使い方について詳しくは、「Webブラウザによるプリンタ

の管理（Printia LASER Internet Service）」（→ P.131）をご覧ください。

ユーザー名とパスワードの登録については、「認証」（→ P.184）をご覧ください。

パソコンの設定

1 印刷を行うプリンタを選択します。

■7の場合

（スタート）→「デバイスとプリンター」の順にクリックします。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」→「ハードウェアとサ

ウンド」の「プリンタ」の順に選択し、IPP印刷を行うプリンタを選択します。

■2003/XPの場合

「スタート」ボタン→「プリンタと FAX」の順に選択し、IPP印刷を行うプリンタを選択し

ます。
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2 「印刷設定」ウィンドウ、または「プロパティ」ウィンドウを開きます。

■7の場合

使用するプリンタのアイコンを右クリックし、表示されるメニューから「プリンターのプ

ロパティ」をクリックします。

■2008(R2以外 )/Vista/2003/XPの場合

使用するプリンタのアイコンをクリックし、表示されるメニューから「ファイルメニュー」

→「プロパティ」の順にクリックします。

3 「ポート」タブをクリックして、「印刷するポート」（http://

xxx.xxx.xxx.xxx./ipp）を選択し、「ポートの構成」をクリックします。

4 （1）「指定されたユーザーアカウントを使う」を選択して、「ユーザー名」

と「パスワード」を入力し、（2）「OK」をクリックします。

「Printia LASER Internet Service」の「IPP」の「認証」（→ P.184）に登録してある「ユーザー

名」と「パスワード」を入力してください。

・「匿名アカウントを使う」「Windows ログオン名とパスワード（必要であればドメイン名

も）を自動的に使う」の設定は、本製品ではサポートしていません。

プリンタの「プロパティ」ウィンドウに戻ります。

5 「OK」をクリックします。

（1）

（2）
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第 3章

ネットワークを利用しないプリンタ
の接続

この章では、ネットワークを利用せずにプリンタを接続し（プ

リンタとパソコンを直接接続し）、プリンタドライバをインス

トールする方法を説明します。
1 接続インターフェースについて . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 54

2 USB インターフェースで接続する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 55

3 パラレルインターフェースで接続する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 67
53
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1 接続インターフェースについて

パソコンとプリンタを直接接続する場合、USBインターフェース、またはパラレル

インターフェースを利用します。お使いのパソコンが備えるインターフェースに合

わせて、接続方法を選択してください。

プリンタが備えるインターフェースおよび接続方法については、『ハードウェアガイド』の

「第 2章 プリンタを設置・接続する」をご覧ください。お使いのパソコンが備えるインター

フェースについては、パソコンに添付のマニュアルをご覧ください。

USBインターフェースによる接続

パラレルインターフェースによる接続

表：USBインターフェース接続のための動作条件、およびインストール方法

項目 内容

パソコン USBインターフェースを搭載している PC/AT互換機

OS 7/2008/Vista/2003/XP/2000

インストール方法 プラグアンドプレイによって、インストールを行います。

表：パラレルインターフェース接続のための動作条件、およびインストール方法

項目 内容

パソコン 双方向パラレルインターフェースをサポートする PC/AT互換機

OS 7/2008/Vista/2003/XP/2000

インストール方法 プラグアンドプレイによって、インストールを行います。
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2 USBインターフェースで接続する

プラグアンドプレイでプリンタドライバをインストールします。

・「7/2008 R2の場合」（→ P.55）

・「2008（R2以外）/Vistaの場合」（→ P.58）

・「2003/XPの場合」（→ P.62）

・「2000の場合」（→ P.64）

7/2008 R2の場合

「Printia LASER プリンタユーティリティ」からプリンタドライバのインストーラを起動し

てインストールを行います。

インストール手順は、USB 接続の場合と、パラレルインターフェース接続の場合で、共通

です。

・プリンタとパソコンを接続する前に、プリンタドライバをインストールする必要があります。セットアッ

ププログラムで「プリンタをインストールする準備ができました。」と表示されてから、プリンタとパソ

コンを接続してください。

・プリンタドライバのインストール前にプリンタとパソコンを接続してしまった場合、セットアッププログ

ラムによるプリンタドライバのインストールはできません。この場合は、「USBインターフェースのとき

にプリンタが検出されない」（→ P.203）の手順で、インストールを行ってください。

1 管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

2 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されま

す。

・「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示され

ない場合は、「エクスプローラ」などを使用して CD-ROM を開き、一番上の階層にある

「XLSTART.EXE」をダブルクリックしてください。

・自動再生時や「XLSTART.EXE」をダブルクリックしたときに、「自動再生」ウィンドウ

が表示されます。実行されるプログラムが「XLSTART.EXE」であることを確認し、

「Xlstart.exe の実行」をクリックしてください。

・「次の不明な発行元からのプログラムにこのコンピュータへの変更を許可しますか？」と

表示されたら、「はい」をクリックします。
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3 メニューから「USB/パラレルでプリンタを使用する」をクリックします。

「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、「はい」をクリックします。

4 「Windows セキュリティ」ウィンドウが表示された場合には、「このドラ

イバー ソフトウェアをインストールします」をクリックします。

5 インストール処理が完了するまで（コマンドプロンプトの画面が閉じるま

で）待ちます。
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6 プラグアンドプレイの準備が完了したことを示すメッセージが表示され

ます。

7 プリンタの電源を入れてから、パソコンとプリンタをプリンタ USB ケー

ブルで接続します。

プリンタにプリンタ USBケーブルを接続する方法については、『ハードウェアガイド』の

「第 2章 プリンタを設置・接続する」をご覧ください。

8 画面右下の通知領域に「デバイス ドライバー ソフトウェアをインストー

ルしています」と表示されます。

9 しばらくすると、「デバイス ドライバー ソフトウェアが正しくインストー

ルされました」と表示されます。

10「デバイスとプリンター」フォルダーにプリンターアイコンが追加されて
いれば、プリンタードライバーのインストールは完了です。
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2008（R2以外）/Vistaの場合

1 管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

2 プリンタの電源を入れてから、パソコンとプリンタをプリンタ USB ケー

ブルで接続します。

プリンタにプリンタ USBケーブルを接続する方法については、『ハードウェアガイド』の

「第 2章 プリンタを設置・接続する」をご覧ください。

3 「ドライバソフトウェアを検索してインストールします（推奨）」をクリッ

クします。

Vista の場合は、「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されます。Printia XL シ

リーズのプリンタドライバであることを確認し、「続行」をクリックしてください。

4 「ディスクはありません。他の方法を試します」をクリックします。
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5 「コンピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します（上級）」を

クリックします。

6 「参照」をクリックします。

7 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

8 メニューから「終了」をクリックします。
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9 （1）プリンタドライバが格納されているフォルダ

「D:¥FJXLDRV¥2KXP2003（2008の 64-bit、Vistaの 64ビット版の場

合は D:¥FJXLDRV¥x64）」（CD-ROM ドライブが D: の場合）を選択し、

（2）「開く」をクリックします。

「新しいハードウェアの検出」ウィンドウに戻ります。

10「次の場所でドライバソフトウェアを検索します」に選択したフォルダが
入力されていることを確認し、「次へ」をクリックします。

11「このドライバソフトウェアをインストールします」をクリックします。

（1）

（2）
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12「閉じる」をクリックします。

「プリンタ」フォルダにプリンタアイコンが追加されれば、プリンタドライバのインストー

ルは完了です。

13 Windowsを再起動します。

■2008（R2 以外）の場合

「スタート」ボタン→ の →「再起動」の順にクリックし、「シャットダ

ウンイベントの追跡ツール」でオプションを選択して「OK」をクリックします。

■Vistaの場合

（スタート）→ の →「再起動」の順にクリックします。

以上で、プリンタドライバのインストールは完了です。
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2003/XPの場合

1 管理者権限でログオンします。

2 プリンタの電源を入れてから、パソコンとプリンタをプリンタ USB ケー

ブルで接続します。

プリンタにプリンタ USBケーブルを接続する方法については、『ハードウェアガイド』の

「第 2章 プリンタを設置・接続する」をご覧ください。

画面右下の通知領域に「新しいハードウェアが見つかりました」と表示された後、「新しい

ハードウェアの検出ウィザード」ウィンドウが表示されます。なお、環境によっては、「新

しいハードウェアの検出ウィザード」ウィンドウが表示されない場合があります。この場

合は、手順 4（→ P.62）に進んでください。

3 （1）「いいえ、今回は接続しません」を選択し、（2）「次へ」をクリックします。

4 （1）「一覧または特定の場所からインストールする（詳細）」を選択し、（2）

「次へ」をクリックします。

5 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

6 メニューから「終了」をクリックします。

（1）

（2）

（1）

（2）
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7 （1）「次の場所で最適のドライバを検索する」を選択し、（2）「次の場所を

含める」を にして「D:¥FJXLDRV¥2KXP2003（x64 Edition の場合は

D:¥FJXLDRV¥x64）」（CD-ROM ドライブが D: の場合）と入力して、（3）

「次へ」をクリックします。

・環境によっては、次のウィンドウが表示される場合があります。

・次のウィンドウが表示されたときは、「バージョン」が新しいほうをクリックし、「次

へ」をクリックしてください。

・次のウィンドウが表示されたときは、「続行」をクリックしてください。

・「ファイルが必要」ウィンドウが表示されたときは、「コピー元」に「D:¥Fjxldrv¥2KXP2003

（x64 Edition の場合は D:¥FJXLDRV¥x64）」（CD-ROMドライブが D:の場合）を入力し、

「OK」をクリックしてください。

（1）

（3）

（2）
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8 必要なソフトウェアがインストールされたことを確認し、「完了」をクリッ

クします。

9 Windowsを再起動します。

■2003 の場合

「スタート」ボタン→「シャットダウン」の順にクリックし、「シャットダウンイベントの

追跡ツール」でオプションを選択して「OK」をクリックします。

■XPの場合

「スタート」ボタン→「シャットダウン」または「終了オプション」の順にクリックして、

Windowsを再起動します。

以上で、プリンタドライバのインストールは完了です。

2000の場合

1 Windowsを起動し、管理者権限でログオンします。

2 プリンタの電源を入れてから、パソコンとプリンタをプリンタ USB ケー

ブルで接続します。

プリンタにプリンタ USBケーブルを接続する方法については、『ハードウェアガイド』の

「第 2章 プリンタを設置・接続する」をご覧ください。

「新しいハードウェアの検出ウィザード」ウィンドウが表示されます（表示されるまでに 1

～ 2分かかることがあります）。

3 「次へ」をクリックします。
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4 （1）「次のデバイスをインストールします」と表示されていることを確認

し、（2）「デバイスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択して、（3）

「次へ」をクリックします。

5 （1）「場所を指定」を にし、（2）「次へ」をクリックします。

6 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

7 メニューから「終了」をクリックします。

（2）

（3）

（1）

（2）

（1）
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8 （1）「製造元のファイルのコピー元」に「D:¥FJXLDRV¥2KXP2003」（CD-

ROM ドライブが D: の場合）と入力して、（2）「OK」をクリックします。

9 「ドライバ ファイルの検索」ウィンドウで「次のデバイスのドライバが検索

されました」と表示されていることを確認し、「次へ」をクリックします。

・次のウィンドウが表示されたときは、「はい」をクリックしてください。

10 必要なソフトウェアがインストールされたことを確認し、「完了」をクリッ

クします。

11「スタート」ボタン→「シャットダウン」の順にクリックし、Windowsを

再起動します。

以上で、プリンタドライバのインストールは完了です。

（2）

（1）
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3 パラレルインターフェースで接続する

プラグアンドプレイでプリンタドライバをインストールします。

・「7/2008 R2の場合」（→ P.67）

・「2008（R2以外）/Vistaの場合」（→ P.67）

・「2003/XPの場合」（→ P.68）

・「2000の場合」（→ P.68）

7/2008 R2の場合

「Printia LASER プリンタユーティリティ」からプリンタドライバのインストーラを起動し

てインストールを行います。

インストール手順については、「USBインターフェースで接続する」の「7/2008 R2の場合」

（→ P.55）をご覧ください。

・プリンタとパソコンを接続する前に、プリンタドライバをインストールする必要があります。セットアッ

ププログラムで「プリンタをインストールする準備ができました。」と表示されてから、プリンタとパソ

コンを接続してください。

・プリンタドライバのインストール前にプリンタとパソコンを接続してしまった場合、セットアッププログ

ラムによるプリンタドライバのインストールはできません。この場合は、「パラレルインターフェースの

ときにプリンタが検出されない」（→ P.206）の手順で、インストールを行ってください。

2008（R2以外）/Vistaの場合

1 パソコンとプリンタの電源を切ります。

2 パソコンとプリンタをパラレルケーブルで接続します。

3 プリンタの電源を入れます。

4 パソコンの電源を入れ、管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

プリンタにパラレルケーブルを接続する方法については、『ハードウェアガイド』の「第

2章 プリンタを設置・接続する」をご覧ください。

以降の手順は、USBインターフェースで接続する場合と同じです。「2008（R2以外）/Vista

の場合」の手順 3（→ P.58）以降をご覧ください。
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2003/XPの場合

1 パソコンとプリンタの電源を切ります。

2 パソコンとプリンタをパラレルケーブルで接続します。

3 プリンタの電源を入れます。

4 パソコンの電源を入れ、管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

プリンタにパラレルケーブルを接続する方法については、『ハードウェアガイド』の「第

2章 プリンタを設置・接続する」をご覧ください。

以降の手順は、USBインターフェースで接続する場合と同じです。「2003/XPの場合」の手

順 3（→ P.62）以降をご覧ください。

2000の場合

1 パソコンとプリンタの電源を切ります。

2 パソコンとプリンタをパラレルケーブルで接続します。

3 プリンタの電源を入れます。

4 パソコンの電源を入れ、管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

プリンタにパラレルケーブルを接続する方法については、『ハードウェアガイド』の「第

2章 プリンタを設置・接続する」をご覧ください。

以降の手順は、USBインターフェースで接続する場合と同じです。「2000の場合」の手順 3

（→ P.64）以降をご覧ください。
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第 4章

プリンタ共有の設定

この章では、プリンタをサーバ上で共有し、他のパソコンから

印刷するために必要な設定について説明します。
1 設定の概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 70

2 サーバ側を設定する  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 71

3 クライアント側を設定する  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 75
69
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1 設定の概要

サーバに接続したプリンタを共有プリンタとして設定し、ネットワーク上の他のパ

ソコンから印刷できるようにします。

共有プリンタを利用するためには、サーバとクライアントのそれぞれで設定が必要です。

また、クライアント側の設定方法には、「ネットワークインストール」と「CD-ROMからの

インストール」の 2種類があり、どちらの方法でも設定できます。

・ネットワークインストール

プリンタドライバのインストールを 「Printia LASER プリンタユーティリティ」からではなく、

サーバから行います。

・CD-ROMからのインストール

プリンタドライバのインストールを 「Printia LASER プリンタユーティリティ」から行います。
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2 サーバ側を設定する

ここでは、プリントサーバとして運用するパソコンで行う設定について説明します。

1 「ネットワークを利用しないプリンタの接続」（→ P.53）の手順で、プリ

ンタドライバをインストールします。

2 管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

3 次の手順で、プリンタの「プロパティ」ウィンドウを表示します。

■7/2008 R2の場合

1. （スタート）→「デバイスとプリンター」の順にクリックします。

2. 共有するプリンタを右クリックし、「プリンターのプロパティ」を選択します。

3.「共有」タブを選択します。

■2008（R2以外）の場合

1.「スタート」ボタン→「コントロールパネル」の順にクリックします。

2.「ハードウェアとサウンド」の「プリンタ」をクリックします。

3. 共有するプリンタを選択し、「ファイル」メニュー→「共有」の順にクリックします。

■Vistaの場合

1. （スタート）→「コントロールパネル」の順にクリックします。

2.「ハードウェアとサウンド」の「プリンタ」をクリックします。

3. 共有するプリンタを右クリックし、表示されるメニューから「共有」をクリックします。

■2003/XPの場合

1.「スタート」ボタン→「プリンタと FAX」の順にクリックします。

2. 共有するプリンタを選択します。

3.「ファイル」メニュー→「共有」の順にクリックします。

■2000の場合

1.「スタート」ボタン→「設定」→「プリンタ」の順にクリックします。

2. 共有するプリンタを選択します。

3.「ファイル」メニュー→「共有」の順にクリックします。
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4 共有設定を行います。

■2008の場合

1.（1）「このプリンタを共有する」をクリックして にし、（2）「クライアントコンピュー

タで印刷ジョブのレンダリングをする」をクリックして にします。

■7/Vistaの場合

1.「共有オプションの変更」をクリックします。

2.「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されたら、印刷設定の変更であること

を確認し、「続行」をクリックします。

（1）

（2）
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3.（1）「このプリンタを共有する」をクリックして にし、（2）「クライアントコンピュー

タで印刷ジョブのレンダリングをする」をクリックして にします。

■2003/XP/2000の場合

1.「このプリンタを共有する」または「共有する」を選択し、共有プリンタ名を入力します。

共有プリンタ名は、他のユーザーがネットワークで情報を見るときに表示されます。

（1）

（2）
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5 「OK」をクリックします。

・環境によっては、次のウィンドウが表示される場合があります。

・2003/XPの場合

「ハードウェアのインストール」ウィンドウが表示されたときは、「続行」をクリックし

てください。

・2000の場合

「デジタル署名が見つかりませんでした」ウィンドウが表示されたときは、「はい」をク

リックしてください。

以上で、サーバ側の設定は完了です。
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3 クライアント側を設定する

ここでは、クライアントとして運用するパソコンで行う設定について説明します。

クライアント側の設定方法には、「ネットワークインストール」と「CD-ROM から

のインストール」の 2種類があり、どちらの方法でも設定できます。

・「ネットワークインストール」（→ P.75）

・「CD-ROMからのインストール」（→ P.76）

・クライアント側の設定を行う前に、サーバ側で共有プリンタの設定を行っておいてください。

ネットワークインストール

1 共有プリンタのサーバを検索します。

■7/2008 R2 の場合

1. エクスプローラー」を起動します。

2.「ネットワーク」をクリックします。

3. ウィンドウ右上にある検索ボックスに共有プリンタのサーバ名を入力し、検索を行い

ます。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

1.「スタート」ボタンまたは （スタート）→「ネットワーク」の順にクリックします。

2. ウィンドウ右上にある検索ボックスに共有プリンタのサーバ名を入力し、検索を行い

ます。

■2003/XP/2000の場合

1.「エクスプローラ」を起動します。

2.「マイネットワーク」を右クリックし、表示されるメニューから「コンピュータの検

索」をクリックします。

3.「コンピュータ名」に共有プリンタのサーバ名を入力し、「検索の開始」をクリックし

ます。

2 検索結果から、共有プリンタのサーバをダブルクリックします。

利用可能な共有プリンタが表示されます。

3 印刷を行いたい共有プリンタをダブルクリックし、ウィンドウの指示に

従ってインストールを行います。

ファイルがコピーされ、「プリンタ」フォルダに新しくプリンタが追加されれば、プリンタ

ドライバのインストールは完了です。
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・環境によっては、次のウィンドウが表示される場合があります。

・次のウィンドウが表示されたときは、「続行」をクリックしてください。

以上で、ネットワークインストールによるクライアント側の設定は完了です。

CD-ROMからのインストール

1 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

・「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示され

ない場合は、「エクスプローラ」などを使用して CD-ROM を開き、一番上の階層にある

「XLSTART.EXE」をダブルクリックしてください。「Printia LASER プリンタユーティリ

ティ セットアップ」ウィンドウが表示されます。

・2008/Vistaの場合、自動再生時や「XLSTART.EXE」をダブルクリックしたときに、「自

動再生」ウィンドウが表示されます。実行されるプログラムが「XLSTART.EXE」であ

ることを確認し、「Xlstart.exeの実行」をクリックしてください。

2 メニューから「LAN でプリンタを使用する」または「プリンタドライバ」

をクリックします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（画面は OSにより異なります）
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■7/2008 R2の場合

メニューから「LANでプリンタを使用する」をクリックします。

「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、「はい」をクリックします。インストー

ラが起動し、「ローカル /ネットワーク」ウィンドウが表示されます。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

メニューから「プリンタドライバ」をクリックします。

「プログラムを実行するにはあなたの許可が必要です」と表示されたら、「続行」をクリッ

クします。インストーラが起動し、「ローカル /ネットワーク」ウィンドウが表示されます。

■2003/XP/2000の場合

メニューから「プリンタドライバ」をクリックします。

インストーラが起動し、「ローカル /ネットワーク」ウィンドウが表示されます。

3 （1）「ネットワークプリンタ」を選択して、（2）「次へ」をクリックします。

（1）

（2）
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4 （1）「共有プリンタ」を選択し、（2）「共有名」を入力して、（3）「次へ」

をクリックします。

「共有名」がわからない場合は、何も入力しないで「次へ」をクリックしてください。

「共有プリンタの選択」ウィンドウが表示されます。

5 （1）ネットワーク上の共有プリンタを選択し、（2）「次へ」をクリックし

ます。

（1）

（3）

（2）

（1）

（2）
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6 （1）必要に応じてプリンタ名を変更し、（2）通常使うプリンタにするかど

うか選択し、（3）「次へ」をクリックします。

・環境によっては、次のウィンドウが表示される場合があります。

・2003/XPの場合

「ハードウェアのインストール」ウィンドウが表示されたときは、「続行」をクリックし

てください。

（1）

（3）

（2）
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・2000の場合

「デジタル署名が見つかりませんでした」ウィンドウが表示されたときは、「はい」をク

リックしてください。

7 「完了」をクリックします。

「コンピュータの再起動」ウィンドウが表示された場合は、「再起動する」を選択し、「完了」

をクリックします。

以上で、CD-ROMからのインストールによるクライアント側の設定は完了です。
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第 5章

プリンタドライバの機能と利用方法

この章では、プリンタドライバがもつ機能と、その利用方法に

ついて説明します。
1 印刷するには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 82

2 印刷を中止するには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 84

3 プリンタドライバで設定できる内容  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 86

4 プリンタドライバを更新／削除するには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 106

5 プリンタドライバのバージョンを確認するには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 112
81
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1 印刷するには

アプリケーションで作成したデータを実際に印刷するときの操作は、お使いのアプ

リケーションによって異なりますが、ここでは一例を説明します。

1 アプリケーションでデータを作成するか、開きます。

2 「ファイル」メニュー→「印刷」の順にクリックします。

「印刷」ウィンドウが表示されます。

3 （1）プリンタが正しく選択されていることを確認し、（2）「プロパティ」を

クリックします。

・アプリケーションによっては、「プロパティ」が「詳細設定」と表示されたり、プロパティ

ウィンドウのタブが「印刷」ウィンドウ内に表示されたりします。詳しくは、お使いのア

プリケーションのマニュアルをご覧ください。

（1）

（2）
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運用編
4 各項目を設定し、「OK」をクリックします。

・各設定項目についての詳しい説明は、プリンタドライバの「ヘルプ」、または「プリンタ

ドライバで設定できる内容」（→ P.86）をご覧ください。

・用紙をセットする方法については、『ハードウェアガイド』の「第 4章 日常の操作」を

ご覧ください。

5 「印刷」ウィンドウで「OK」をクリックします。

印刷が開始されます。

OSにより画面、表示内容は異なります。
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2 印刷を中止するには

オンラインランプが点滅し、印刷が開始された後に印刷を中止する方法を説明しま

す。

印刷を中止する方法には、次の 4つがあります。

・「プリンタ」フォルダまたは「プリンタと FAX」フォルダのアイコンから中止する

「「デバイスとプリンター」フォルダ、「プリンタ」フォルダ、または「プリンタと FAX」フォルダ

のアイコンから中止する」（→ P.84）をご覧ください。

・「Printia Laser Internet Service」から中止する

「ジョブリストページ」（→ P.186）をご覧ください。

・「FUJITSU LPRユーティリティ」から中止する

LPR 印刷を行っている場合は、「FUJITSU LPR ユーティリティ」で印刷を中止できます。「ジョブ

の表示、削除、転送」（→ P.120）をご覧ください。

・オペレータパネルの「リセット」スイッチを押して中止する

オペレータパネルの「リセット」スイッチの位置については、『ハードウェアガイド』の「第 5章

オペレータパネルの操作」をご覧ください。

「デバイスとプリンター」フォルダ、「プリンタ」フォルダ、または
「プリンタと FAX」フォルダのアイコンから中止する

1 「プリンタ」フォルダ、または「プリンタと FAX」フォルダを開きます。

■7/2008 R2の場合

1. （スタート）→「デバイスとプリンター」の順にクリックします。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

1.「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」の順にクリック

します。

2.「ハードウェアとサウンド」の「プリンタ」をクリックします。

■2003/XPの場合

1.「スタート」ボタン→「プリンタと FAX」の順にクリックします。

■2000の場合

1.「スタート」ボタン→「設定」→「プリンタ」の順にクリックします。

2 印刷を行ったプリンタのアイコンをダブルクリックします。
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3 削除したい文書をクリックし、 を押します。
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3 プリンタドライバで設定できる内容
プリンタの「印刷設定」ウィンドウ、または「プロパティ」ウィンドウでは、プリ

ンタドライバの各種機能を設定できます。ここでは、ウィンドウの表示方法と、各

設定項目の詳細を説明します。

プリンタの「印刷設定」、または「プロパティ」を表示する
には

印刷に関する設定は、プリンタの「印刷設定」ウィンドウ、または「プロパティ」ウィンド

ウで変更します。

2つのウィンドウの役割は、次のとおりです。

・「印刷設定」ウィンドウ：本製品固有の機能を設定します。

-「「設定」タブの設定項目」（→ P.88）

-「「印刷オプション」タブの設定項目」（→ P.97）

-「「イメージ」タブの設定項目」（→ P.104）

・「プロパティ」ウィンドウ：オプションの拡張給紙ユニットを取り付けたときに、「プロ

パティ」ウィンドウ内の「デバイスオプション」タブを設定します。

-「「デバイスオプション」タブの設定項目」（→ P.105）

ウィンドウは、アプリケーションから表示する方法と、「プリンタ」フォルダまたは「プリ

ンタと FAX」フォルダから表示する方法の 2通りがあります。

アプリケーションから表示する場合

アプリケーションの「印刷」ウィンドウから「印刷設定」ウィンドウを表示します。

操作方法はアプリケーションによって異なりますが、標準的な表示方法は、次のとおりです。

・オプションの拡張給紙ユニットを取り付けたときに設定する「デバイスオプション」タブは、アプリケー

ションの「印刷」ウィンドウからは表示できません。「「デバイスとプリンター」フォルダ、「プリンタ」

フォルダ、または「プリンタと FAX」フォルダのアイコンから中止する」（→ P.84）の手順で開いてください。

1 「ファイル」メニュー→「印刷」の順にクリックします。

「印刷」ウィンドウが表示されます。

2 「プロパティ」をクリックします。
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「デバイスとプリンター」フォルダ、「プリンタ」フォルダ、または
「プリンタと FAX」フォルダから表示する場合

「プリンタ」フォルダ、または「プリンタと FAX」フォルダからウィンドウを表示して設定

を行うと、その設定値は、アプリケーションからウィンドウを表示したときの初期設定とな

ります。

1 「プロパティ」ウィンドウを表示する場合は、管理者権限を持ったユーザー

でログオンします。

2 「プリンタ」フォルダ、または「プリンタと FAX」フォルダを開きます。

■7/2008 R2の場合

1. （スタート）→「デバイスとプリンター」の順にクリックします。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

1.「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」の順にクリック

します。

2.「ハードウェアとサウンド」の「プリンタ」をクリックします。

■2003/XPの場合

1.「スタート」ボタン→「プリンタと FAX」の順にクリックします。

■2000の場合

1.「スタート」ボタン→「設定」→「プリンタ」の順にクリックします。

3 使用するプリンタのアイコンをクリックし、「ファイル」メニュー→「印

刷設定」、または「プロパティ」の順にクリックします。

「印刷設定」ウィンドウ、または「プロパティ」ウィンドウが表示されます。

設定内容の概要

プリンタの「印刷設定」ウィンドウ、または「プロパティ」ウィンドウで設定できる内容の

概要と、詳しく説明している参照先を説明します。各機能についての注意事項、設定条件に

よって使用できない機能については、プリンタドライバの「ヘルプ」をご覧ください。

設定

設定内容を保存するための「お気に入り」の設定、用紙に関する設定、および N-up印刷に

関する設定を行います。

・「「設定」タブの設定項目」（→ P.88）

・「プリンタドライバの設定を保存する」（→ P.91）

・「任意の用紙サイズを設定する」（→ P.92）

・「複数ページを 1枚にまとめて印刷する（N-up印刷）」（→ P.95）

印刷オプション

解像度、印刷の向き、部数などの印刷仕様を設定します。

・「「印刷オプション」タブの設定項目」（→ P.97）
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・「スタンプを印刷する」（→ P.100）

イメージ

イメージの印刷品質に関する設定を行います。

・「「イメージ」タブの設定項目」（→ P.104）

デバイスオプション

オプションの拡張給紙ユニットに関する設定や、プリンタ情報の取得を行います。なお、こ

の項目は「プリンタ」フォルダまたは「プリンタと FAX」フォルダの「プロパティ」ウイ

ンドウから設定します。

・「「デバイスオプション」タブの設定項目」（→ P.105）

「設定」タブの設定項目

「印刷設定」ウィンドウの「設定」タブ画面では、設定内容を保存するための「お気に入り」

の設定、用紙に関する設定、および N-up印刷に関する設定を行います。

1 お気に入り

プリンタドライバの設定値を、「お気に入り」に登録することで、使用頻度の高い印刷条件を簡

単に選択できるようになります。「お気に入り」として登録可能な項目数は最大 14個です（初期

状態で登録されている「すべて標準に戻す」、「（名称未設定）」を含みます）。「お気に入り」の項

目を使用する場合は、 をクリックし、表示されるリストから選択します。

・追加

設定内容に名前を付けて、「お気に入り」として登録します。設定方法については、「プリンタ

ドライバの設定を保存する」（→ P.91）をご覧ください。

・削除

をクリックして選択した「お気に入り」の項目を削除します。

2

1

3

4

5

6

7

8

9
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2 サイズ（初期設定：A4）

アプリケーションで設定した用紙サイズを選択します。 をクリックし、表示されるリストから

選択します。

・はがき、往復はがきに印刷する場合は、リストから「はがき」、または「往復はがき」を

選択します。なお、印刷面を上にしてはがきを排出するため、プリンタ背面にフェイス

アップ排紙トレイを事前に取り付けてから、印刷を実行してください。

・給紙トレイをはがき専用で使用する場合は、オペレータパネル、または「Printia Laser 

Internet Service」で、セットする用紙のサイズを設定しておくことをお勧めします。設

定方法については、『ハードウェアガイド』の「第 5章 オペレータパネルの操作」、ま

たは「Webブラウザによるプリンタの管理（Printia LASER Internet Service）」（→

P.131）をご覧ください。

・アプリケーションで設定した用紙サイズが A3または B4の場合、A4に縮小して印刷でき

ます。この場合は、「A3→ A4」または「B4→ A4」を選択してください。

・定型用紙以外のサイズに印刷するときは、「ユーザ定義サイズ」を選択します。「ユーザ定

義サイズの設定」ウィンドウが表示され、任意の用紙サイズの設定ができます。ユーザ定

義サイズの設定方法については、「任意の用紙サイズを設定する」（→ P.92）をご覧くだ

さい。

3 給紙方法（初期設定：カセット 1）

印刷するときの給紙口を選択します。 をクリックし、表示されるリストから選択します。

「自動選択」を選択すると、「サイズ」で指定したサイズの用紙がセットされている給紙口を自動

的に選んで印刷します。

・オプションの拡張給紙ユニットを取り付け、「デバイスオプション」タブで設定を行って

いると、リストに「カセット 2」が追加されます。

・「詳細設定」（→ P.90）をクリックすると表示される「用紙の詳細設定」ウィンドウで、

「自動給紙口切り替え」を にしている場合、印刷時に給紙しているカセットの用紙が

なくなったときに、自動的に同じ用紙を入れているカセットに切り替わり、引き続きそ

のカセットから給紙して印刷します。

4 用紙種類（初期設定：普通紙（坪量 64～ 74g/ ㎡））

印刷する用紙の種類（厚さ）を選択します。 をクリックし、表示されるリストから選択します。

選択できる用紙種類については、『ハードウェアガイド』の「第 6 章 使用できる用紙と保管方

法」をご覧ください。
プリンタドライバで設定できる内容 89



90
5 詳細設定

次の「用紙の詳細設定」ウィンドウが表示されます。

表：「用紙の詳細設定」の設定項目

No. 設定項目 説明

1 自動給紙口切り替え

（初期設定： ）

本製品では、標準の給紙カセットが「カセット 1」、オプション

の拡張給紙ユニットが「カセット 2」となります。「カセット 2」

がある状態で にすると、印刷の途中で片方のカセットの用紙

がなくなっても、同じサイズの用紙をセットしているもう片方

のカセットから自動的に給紙され、印刷が継続されます。大量

印刷時に途中で給紙する手間を省きたい場合は、「カセット 1」

と「カセット 2」に同じサイズの用紙をセットしておき、自動給

紙口切り替えを有効にして印刷します。

なお、自動給紙口切り替えは、給紙カセットのみが対象です。給

紙トレイに用紙があっても、給紙トレイへは切り替わりません

ので、ご注意ください。

2 用紙サイズチェック

（初期設定： ）

設定した用紙サイズとプリンタにセットされている用紙サイズ

が異なる場合に、プリンタ側にエラーメッセージを表示するか

どうかを設定します。

にすると、プリンタにセットされている用紙で強制的に印刷

します。 にすると、指定した用紙サイズがプリンタにセット

されていないときに、プリンタのオペレータパネル上に用紙リ

クエストが表示され、待機状態となります。この場合は、指示

に従って用紙をセットし、「オンライン」スイッチを押すと、印

刷が再開されます。

3 給紙トレイを手差し

として扱う

（初期設定： ）

にすると、給紙トレイを手差しトレイとして扱います。この

場合、用紙を 1枚ずつセットする必要があります。

にした場合は、複数枚の用紙をセットして、連続給紙が可能

です。

4 用紙サイズの追加 定形用紙でない（「サイズ」リストにない）用紙サイズを、「ユー

ザ定義サイズ」として設定できます。設定方法については、「あ

らかじめ用紙サイズを設定しておく」（→ P.93）をご覧ください。

5 標準に戻す 「用紙の詳細設定」ウィンドウで設定した内容をすべて初期値に

戻します。

1

2

3

4

5
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6 N-up（初期設定：1up）

をクリックし、表示されるリストから、1 枚の用紙に割り付けるページ数を選択します。1、

2、4upの 3種類の設定ができます。

・詳細設定

割り付けたページに対して、枠線のありなし、ページの配置方向、とじしろの設定を行います。

詳しくは、「複数ページを 1枚にまとめて印刷する（N-up印刷）」（→ P.95）をご覧ください。

7 バージョン情報

プリンタドライバのバージョンが表示されます。詳しくは、「プリンタドライバのバージョンを

確認するには」（→ P.112）をご覧ください。

8 標準に戻す

「設定」タブ画面で設定した内容をすべて初期値に戻します。

9 設定サマリ

設定内容の概要が表示されます。

プリンタドライバの設定を保存する

「設定」タブ画面の「お気に入り」で「追加」をクリックすると、「設定」タブ画面で設定し

た内容に名前を付けて、「お気に入り」として最大 14個保存できます。

1 「設定」タブ画面で設定を行います。

2 「お気に入り」の「追加」をクリックします。

「お気に入りの保存」ウィンドウが表示されます。
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3 「設定名」に名前を入力し、必要に応じて「用紙の情報を保存する」の設

定を変更します。

アプリケーションの中には、用紙の情報（サイズ、用紙種類など）をファイル自体に設定

できるものがあります。このようなアプリケーションで作成された文書を印刷する場合は、

「用紙の情報を保存する」を にしてください。

4 「OK」をクリックします。

「設定」タブの「お気に入り」のリストに、設定した「設定名」が追加されます。

任意の用紙サイズを設定する

「設定」タブ画面で、定形用紙でない（「サイズ」リストにない）用紙サイズを、「ユーザ定

義サイズ」として設定できます。

用紙サイズの設定方法には、直接サイズを設定する方法と、あらかじめ用紙サイズを設定し

ておく方法の 2種類があります。

直接サイズを設定する

1 「設定」タブの「サイズ」から、「ユーザ定義サイズ」を選択します。

「ユーザ定義サイズの設定」ウィンドウが表示されます。

・プリンタドライバおよびアプリケーションで設定した用紙のサイズと、実際に使用する用紙のサ

イズは、必ず一致させてください。異なるサイズの用紙に印刷した場合、プリンタが故障するお

それがあります。
第 5章　プリンタドライバの機能と利用方法



5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

運用編
2 （1）用紙の幅と長さを入力し、（2）「OK」をクリックします。

設定できる範囲は、入力欄横に記載されています。必要に応じて、「単位」を「ミリ」と

「インチ」で切り替えて設定できます。

・給紙口によっては、サポートするサイズが「ユーザ定義サイズ」で設定可能な範囲よりも狭い場合があり

ます。このような給紙口を給紙方法に指定するときは、その給紙口のサポート範囲内のサイズを設定して

ください。

各給紙口がサポートするユーザ定義サイズの範囲については、『ハードウェアガイド』の「第 8章 付録」

をご覧ください。

あらかじめ用紙サイズを設定しておく

給紙トレイまたはユーザ定義サイズをサポートする給紙カセットごとに、ユーザ定義サイズ

を設定しておくことができます。

1 「設定」タブの「用紙」にある「詳細設定」をクリックします。

「用紙の詳細設定」ウィンドウが表示されます。

（1）

（2）
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2 「用紙サイズの追加」をクリックします。

「用紙サイズの追加」ウィンドウが表示されます。

3 （1）「名称」、用紙の「幅」と「長さ」を入力し、（2）「追加」をクリック

し、（3）「OK」をクリックします。

設定できる範囲は、入力欄横に記載されています。必要に応じて、「単位」を「ミリ」と

「インチ」で切り替えて設定できます。

「用紙の詳細設定」ウィンドウに戻ります。

・追加したユーザ定義サイズを変更、または削除したい場合は、名称の一覧から対象の名称

をクリックし、「変更」または「削除」をクリックしてください。

4 「OK」をクリックします。

「設定」タブの「サイズ」のリストに、設定した「名称」が追加されます。

（1）

（2）

（3）
第 5章　プリンタドライバの機能と利用方法



5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

運用編
複数ページを 1枚にまとめて印刷する（N-up印刷）

「設定」タブの「N-up」で 1枚に割り付けるページ数を設定します。1、2、4up の 3 種類の

設定ができます。

1 「設定」タブの「N-up」で、（1）割り付けるページ数を選択し、（2）「詳

細設定」をクリックします。

「N-upの詳細設定」ウィンドウが表示されます。

（1）

（2）
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2 ページ配置などを設定します。

3 「OK」をクリックします。

「設定」タブ画面に戻ります。

4 「OK」をクリックします。

5 印刷を実行します。

表：「N-up印刷の詳細設定」の設定項目

No. 設定項目 説明

1 N-up

（初期設定：設定タブで指

定した N-up状態）

「設定」タブの「N-up」（→ P.91）で設定した内容が表

示されます。このウィンドウで設定を変更することも

できます。

2 枠線

（初期設定：なし）

割り付けたページの周囲に枠線を印刷するかどうかを

選択します。

3 ページ配置

（初期設定：縦）

割り付けたページをどのような順序で配置するか選択

します。「印刷の向き」（縦・横）と「N-up」によって、

選択できるページ配置が変わります。

4 とじしろ

（初期設定：なし）

とじしろを設定するかどうかを選択します。とじしろ

を設定する場合は、位置と幅（0.0 ～ 30.0mm ）を設定

できます。

1
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「印刷オプション」タブの設定項目

「印刷設定」ウィンドウの「印刷オプション」タブ画面では、解像度、印刷の向き、部数な

どの印刷仕様を設定します。

1 設定サマリ

設定内容の概要が表示されます。

2 解像度（初期設定：600x600dpi）

印刷時の解像度です。解像度が高いほどきれいに印刷できます。

3 印刷の向き（初期設定：縦）

印刷するイメージの向きを縦／横で選択します。

・180°（初期設定： ）

にすると、印刷するイメージを上下反転します。

4 拡大縮小（初期設定：100%）

用紙サイズは変更せず、印刷データのみを拡大／縮小して印刷します。とじしろを設定するなど

して、印刷データが用紙内に収まらなくなったときの調整に使うことができます。

・無効にする（初期設定： ）

アプリケーションの中には、アプリケーションで拡大縮小の設定ができるものがあります。ア

プリケーション側で拡大縮小率を指定する場合は、「無効にする」を にします。

5 部数（初期設定：1）

印刷する部数を 1～ 999で設定します。

1

2

3

4

5

6

7 8 9
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6 その他

次の「その他」ウィンドウが表示されます。

表：「その他」の設定項目

No. 設定項目 説明

1 図形の中塗りパターンを

拡大する

（初期設定： ）

複数のハッチブラシやパターンブラシで塗り分けている図

形（グラフなど）を高解像度で印刷すると、パターンが細か

く印刷されるため、塗り分けの区別がつきにくくなります。

このような場合に、 にして印刷すると、パターンのドット

が拡大され、塗り分けをはっきりさせることができます。

2 アプリケーションの開放

時間を短くする（EMF有

効）

（初期設定： ）

にすると、スプールファイルの形式を EMF（Enhanced

Metafiles）にし、印刷開始からアプリケーションに処理を戻

すまでの時間を短くできます。

なお、EMF 形式でスプールした場合、アプリケーションに

よってはスプールファイルのサイズが非常に大きくなるこ

とがあります。その場合は、 にしてください。

3 アプリケーションへカ

ラーで応答する

（初期設定： ）

アプリケーションの中には、プリンタのカラー処理能力を調

べて、カラー処理ができないプリンタであれば、印刷データ

のカラー部分をアプリケーション独自のパターンで描画し、

階調を表現するものがあります。

にすると、本製品はこれらのアプリケーションに対して

カラー処理ができるものとして応答し、本製品がもつパター

ンで最適な階調表現を行います。

にすると、モノクロ処理ができるものとして応答します

が、この場合は、色文字が黒べたで印刷されたり、プレゼン

テーションデータの背景色が印刷されなかったりすること

があります。

4 文字は黒で印刷する

（初期設定： ）

にすると、色文字を印刷するときに、階調表現を行わず、

黒べたではっきりと印刷します。

1
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7 トナーセーブする（初期設定： ）

トナーの消費量を約 50％節約した印刷を行います［注］。 にすると印刷品質は落ちますが、ト

ナーの寿命を長くすることができます。

8 スタンプ（初期設定：なし）

用紙の背景に、「秘」「禁複写」などの透かし文字を印刷できます。スタンプは登録されているも

のから選択するほか、新しいスタンプの登録や、登録されているスタンプの編集および削除がで

きます。詳しくは、「スタンプを印刷する」（→ P.100）をご覧ください。

9 標準に戻す

「印刷オプション」タブで設定した内容をすべて初期値に戻します。

5 プリンタの印刷濃度を調

整する

（初期設定： ）

にすると、スライダが有効になり、印刷濃度を 5 段階で

調整できます。

6 印刷位置補正

（初期設定：0mm）

用紙への印刷データの配置を、標準の位置から左右方向と上

下方向へ、それぞれ -30～ 30mmの範囲でずらすことができ

ます。ずらした量によっては、印刷可能領域からはみ出し、

印刷されない部分が出ることがあります。

7 標準に戻す 「その他」ウィンドウで設定した内容をすべて初期値に戻し

ます。

［注］JIS X 6931(ISO/IEC19752) 標準テストパターンを使用した場合のトナーセーブ率です。ト

ナーセーブ率は、印刷データの内容によって変わります。

なお、オペレータパネルで「トナーセーブ」を「ユウコウ」に設定した場合も、同じ条件

となります。

表：「その他」の設定項目

No. 設定項目 説明
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スタンプを印刷する

「印刷オプション」タブ画面の「スタンプ」で、用紙の背景に印刷する透かし文字を設定し

ます。

スタンプ印刷は、事前に登録されているスタンプを利用して行うほか、新しいスタンプを登

録して行うこともできます。

登録されているスタンプを使用して印刷する

1 「印刷オプション」タブで「スタンプ」をクリックします。

「スタンプ」ウィンドウが表示されます。
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2 （1）使用したいスタンプを選択し、（2）「OK」をクリックします。

複数ページの文書の 1ページ目だけに透かし文字を入れたい場合は、「最初のページのみ付

加」を にします。

「印刷オプション」タブ画面に戻ります。

3 「OK」をクリックします。

4 印刷を実行します。

新しいスタンプを登録、編集、削除する

「スタンプ」ウィンドウの「新規」「編集」「削除」をクリックすると、スタンプの新規登録、

編集、および削除ができます。

■新規にスタンプを登録する

文字列、フォント、スタイルなどを入力し、新規にスタンプを作成します。最大 10個のス

タンプを登録できます。

1 「印刷オプション」タブで「スタンプ」をクリックします。

「スタンプ」ウィンドウが表示されます。

2 「新規」をクリックします。

「スタンプの編集」ウィンドウが表示されます。

（1）

（2）
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3 印刷するスタンプの詳細を設定します。

4 「OK」をクリックします。

「スタンプ」ウィンドウに戻ります。

5 「登録されているスタンプを使用して印刷する」（→ P.100）の手順で、登

録したスタンプを選択し、印刷を実行します。

表：スタンプの詳細設定項目

No. 設定項目 説明

1 文字列 スタンプとして印字する文字列を入力します。全角半

角問わず 63文字まで入力できます。

・サイズ：フォントサイズを直接入力するか、スクロー

ルバーで設定します。

・回転角度：文字の回転角度を直接入力するか、スク

ロールバーで設定します。

・濃さ：スタンプの濃さを選択します。

・フォント：クリックすると、「フォント」ウィンドウ

が表示されます。フォント種別、サイズ、スタイル

を設定します。

2 囲み枠

（初期設定 :なし）

スタンプの周りに付ける枠の種別を選択します。

3 スタンプサマリ 「スタンプの編集」ウィンドウで設定したスタンプが、

どのように印刷結果に反映されるか、イメージで表示

されます。

4 印刷位置

（初期設定 :中央）

スタンプを用紙のどの位置に印刷するかを選択しま

す。

・微調整：選択した印刷位置を微調整する場合は、X

（横方向）、Y（縦方向）に数値を設定します。正の値

で右方向（X）または下方向（Y）へ移動し、負の値

で左方向（X）または上方向（Y）へ移動します。

31

2 4
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■登録したスタンプを編集する

「新規にスタンプを登録する」（→ P.101）で登録したスタンプを編集します。

1 「印刷オプション」タブで「スタンプ」をクリックします。

「スタンプ」ウィンドウが表示されます。

2 編集したいスタンプを選択して「編集」をクリックします。

ご購入時に登録されているスタンプは編集できませんので、ご注意ください。

「スタンプの編集」ウィンドウが表示されます。

3 「新規にスタンプを登録する」（→ P.101）の手順 3（→ P.102）の操作を

行い、内容を編集します。

■登録したスタンプを削除する

「新規にスタンプを登録する」（→ P.101）で登録したスタンプを削除します。なお、ご購入

時に登録されているスタンプは削除できませんので、ご注意ください。

1 「印刷オプション」タブで「スタンプ」をクリックします。

「スタンプ」ウィンドウが表示されます。

2 削除したいスタンプを選択して「削除」をクリックします。

スタンプが削除されます。
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「イメージ」タブの設定項目

「印刷設定」ウィンドウの「イメージ」タブ画面では、イメージの印刷品質に関する設定を

行います。

1 設定サマリ

設定内容の概要が表示されます。

2 ディザのパターン（初期設定：アミ点）

階調を表現するパターンを選択します。

・アミ点：45°の角度で配置された点の大小で、階調を表現します。

・ラインアート：45°の角度で引かれた線の太さで、階調を表現します。

3 ディザの密度（初期設定：細かい）

ディザのパターンを作成するときの、ドットの密度を選択します。

・細かい：イメージの細かい部分まで描画できます。一方で中間色の表現は劣ります。

・普通：ある程度細かい部分も描画でき、中間色の表現も良好です。

・粗い：細かい部分の描写ができません。

4 文字と図形を白黒 2値で表現する（初期設定： ）

文字と図形を、階調表現を行わず白黒 2色のみで（白い部分は白で、白以外の部分は黒で）印刷

する場合は、 にします。

5 ブライトネス（初期設定：中央）

印刷の明るさを、-50～ 50の間で調整します（数値を大きくすると、明るくなります）。

6 コントラスト（初期設定：中央）

印刷の鮮やかさを、-50～50の間で調整します（数値を大きくすると、明暗の差がはっきりします）。

7 標準に戻す

「イメージ」タブで設定した内容をすべて初期値に戻します。

・「印刷オプション」タブの「解像度」と「イメージ」タブの各設定項目の組み合わせによって、印刷結果

が決まります。最適な印刷結果を得るためには、これらの項目を変更しながら、試し印刷することをお勧

めします。
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「デバイスオプション」タブの設定項目

「プリンタ」フォルダまたは「プリンタと FAX」フォルダから表示できる、「プロパティ」

ウィンドウの「デバイスオプション」タブ画面では、オプションの拡張給紙ユニットに関す

る設定や、プリンタ情報の取得を行います。

1 拡張給紙ユニット（初期設定： ）

オプションの拡張給紙ユニットを取り付けたときに、 にします。 にすることで、「設定」タブ

の「給紙方法」に、拡張給紙ユニットが「カセット 2」として追加されます。

2 プリンタの情報を取得する

「Network Extension」（→ P.128）がインストールされている場合、クリックすると本製品の設定内

容を読み出し、拡張給紙ユニットの取り付け状態を設定します。また、トレイ構成やトナー残量

などのプリンタ情報が「設定情報」に表示されます。

3 設定情報

「Network Extension」（→ P.128）がインストールされている場合、「プリンタの情報を取得する」

をクリックすると、取得した情報が表示されます。

1

2

3

プリンタドライバで設定できる内容 105



106
4 プリンタドライバを更新／削除するには

プリンタドライバを更新（バージョンアップ）したり、削除（アンインストール）

したりする方法を説明します。

・「更新する場合」（→ P.106）

・「削除する場合」（→ P.106）

更新する場合

プリンタドライバの更新は、旧バージョンのプリンタドライバを削除してから、新しいプリ

ンタドライバをインストールして行います。

削除方法については、「削除する場合」（→ P.106）をご覧ください。

インストール方法については、次をご覧ください。

・「ネットワークを利用したプリンタの接続」（→ P.15）

・「ネットワークを利用しないプリンタの接続」（→ P.53）

削除する場合

プリンタドライバを更新するときや、本製品を使用しなくなったときは、プリンタドライバ

を削除します。

7/2008/Vistaの場合

1 「デバイスとプリンター」フォルダ、または「プリンタ」フォルダを開き

ます。

■7/2008 R2の場合

（スタート）→「デバイスとプリンター」の順にクリックします。

「デバイスとプリンター」フォルダが表示されます。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

（スタート）→「コントロールパネル」→「ハードウェアとサウンド」の「プリンタ」

順にクリックします。

「プリンタ」フォルダが表示されます。
第 5章　プリンタドライバの機能と利用方法



5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

運用編
2 削除するプリンタのアイコンを右クリックし、表示されるメニューから

「デバイス削除」、または「削除」をクリックします。

■7/2008 R2の場合

削除するプリンタのアイコンを右クリックし、表示されるメニューから「デバイスの削除」

をクリックします。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

削除するプリンタのアイコンを右クリックし、表示されるメニューから「削除」をクリッ

クします。Vistaの場合は、「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されます。Printia

XLシリーズのプリンタドライバであることを確認し、「続行」をクリックしてください。

3 「はい」をクリックします。

4 「プリントサーバーのプロパティ」フォルダ、または「サーバーのプロパ

ティ」フォルダを開きます。

■7/2008 R2の場合

「デバイスとプリンター」フォルダでプリンターを選択し、「プリントサーバーのプロパ

ティ」をクリックします。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

「プリンタ」フォルダの何もない部分を右クリックし、表示されるメニューから「管理者と

して実行」→「サーバーのプロパティ」の順にクリックします。

Vista の場合は、「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されます。印刷設定の変

更であることを確認し、「続行」をクリックしてください。

5 （1）「ドライバー」（または「ドライバ」）タブをクリックし、（2）削除す

るドライバー（またはドライバパッケージ）をクリックしてから、（3）「削

除」をクリックします。

　　　　　　　　　　　　　　　　（画面は OSにより異なります）

（1）

（2）

（3）
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6 次の操作を行います。

■7/2008 R2の場合

（1）「ドライバーとパッケージを削除する」をクリックし、（2）「OK」をクリックします。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

（1）「ドライバとドライバパッケージを削除する」をクリックし、（2）「OK」をクリックし

ます。

　　　　　　　　　　　　　（画面は OSにより異なります）

7 「はい」をクリックします。

　　　　　　　　　　　　　（画面は OSにより異なります）

8 （1）削除するドライバパッケージを確認し、（2）「削除」をクリックします。

　　　　　　　　　　　　　　（画面は OSにより異なります）

プリンタドライバの削除が開始されます。

（1）

（2）

（1）

（2）
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9 「OK」をクリックします。

　　　　　　　　　　　　　（画面は OSにより異なります）

「プリントサーバーのプロパティ」ウィンドウに戻ります。

10「閉じる」をクリックします。

11 Windowsを再起動します。

■7/2008 R2の場合

（スタート）→ の →「再起動」の順にクリックします。

■2008（R2以外）の場合

「スタート」ボタン→ の →「再起動」の順にクリックし、「シャットダ

ウンイベントの追跡ツール」でオプションを選択して「OK」をクリックします。

■Vistaの場合

（スタート）→ の →「再起動」の順にクリックします。

以上でプリンタドライバの削除は完了です。

2003/XP/2000の場合

1 「プリンタ」フォルダ、または「プリンタと FAX」フォルダを開きます。

■2003/XPの場合

「スタート」ボタン→「プリンタと FAX」の順にクリックします。

■2000の場合

「スタート」ボタン→「設定」→「プリンタ」の順にクリックします。

2 削除するプリンタのアイコンをクリックし、「ファイル」メニュー→「削

除」の順にクリックします。
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3 「はい」をクリックします。

・「通常使うプリンタ」に設定してあるプリンタを削除すると、次のメッセージが表示され

ます。

・「警告：通常使うプリンタは削除されています。‘（プリンタ名）’が新しく通常使うプリ

ンタに設定されます。」

・「警告：通常使うプリンタは削除されています。残っているプリンタはありません。」

4 「ファイル」メニュー→「サーバーのプロパティ」の順にクリックします。

5 （1）「ドライバ」タブをクリックし、（2）削除するドライバパッケージを

クリックし、（3）「削除」をクリックします。

（1）

（2）

（3）
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運用編
6 「はい」をクリックします。

プリンタドライバの削除が開始されます。

削除が完了すると、「プリントサーバーのプロパティ」ウィンドウに戻ります。

7 「閉じる」をクリックします。

8 Windowsを再起動します。

■2003の場合

「スタート」ボタン→「シャットダウン」の順にクリックし、「シャットダウンイベントの

追跡ツール」でオプションを選択して「OK」をクリックします。

■XPの場合

「スタート」ボタン→「シャットダウン」または「終了オプション」の順にクリックして、

Windowsを再起動します。

■2000の場合

「スタート」ボタン→「シャットダウン」の順にクリックして、Windowsを再起動します。

以上でプリンタドライバの削除は完了です。
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5 プリンタドライバのバージョンを確認

するには

プリンタドライバのバージョンは、次の方法で確認できます。

1 「デバイスとプリンター」フォルダ、「プリンタ」フォルダ、または「プリ

ンタと FAX」フォルダを開きます。

■7/2008 R2の場合

1. （スタート）→「デバイスとプリンター」の順にクリックします。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

1.「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」の順にクリック

します。

2.「ハードウェアとサウンド」の「プリンタ」をクリックします。

■2003/XPの場合

1.「スタート」ボタン→「プリンタと FAX」の順にクリックします。

■2000の場合

1.「スタート」ボタン→「設定」→「プリンタ」の順にクリックします。

2 「印刷設定」ウィンドウを表示します。

■7/2008 R2の場合

使用するプリンタのアイコンを右クリックし、「印刷設定」をクリックします。

■2008（R2以外）/Vista/2003/XP/2000の場合

使用するプリンタのアイコンをクリックし、「ファイル」メニュー→「印刷設定」の順にク

リックします。

3 「設定」タブの「バージョン情報」をクリックします。

プリンタドライバのバージョンが表示されます。

　　　　　　　　　　（画面は OSにより異なります）
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第 6章

ネットワーク関連ソフトウェアの
機能と利用方法

この章では、ネットワーク経由で印刷するときに使用する

「FUJITSU LPRユーティリティ」と「Network Extension」の機

能と利用方法について説明します。
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1 LPR印刷の管理（FUJITSU LPRユー

ティリティ）（2003/XP/2000のみ）

LPR 印刷を行うには、「FUJITSU LPR ユーティリティ」を使用します。ここでは、

「FUJITSU LPRユーティリティ」のインストール方法、機能、削除（アンインストー

ル）方法について説明します。

・2008/Vistaでは、「FUJITSU LPRユーティリティ」は使用できません。インストールしないでください。

「FUJITSU LPRユーティリティ」をインストールする

「FUJITSU LPRユーティリティ」をインストールし、プリンタをユーティリティに登録する

ことにより LPR 印刷ができます。次の手順に従って、「FUJITSU LPR ユーティリティ」の

インストールとプリンタの登録を行ってください。

・「「プリンタユーティリティセットアップ」でインストールする」（→ P.21）の手順 7で、「印刷方法」とし

て「Fujitsu LPRユーティリティ」を選択してプリンタドライバをインストールした場合、「FUJITSU LPR

ユーティリティ」はインストールされています。この手順でインストールする必要はありません。

インストール

1 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

・「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示され

ない場合は、「エクスプローラ」などを使用して CD-ROM を開き、一番上の階層にある

「xlsetup.exe」をダブルクリックしてください。「Printia LASER プリンタユーティリティ

セットアップ」ウィンドウが表示されます。

・2008/Vistaの場合、自動再生時や「xlsetup.exe」をダブルクリックしたときに、「自動再

生」ウィンドウが表示されます。実行されるプログラムが「xlsetup.exe」であることを

確認し、「Xlsetup.exeの実行」をクリックしてください。
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2 メニューから「FUJITSU LPRユーティリティ」をクリックします。

3 インストール先とスプール先のフォルダを確認し、「次へ」をクリックし

ます。

4 （1）スタートアップに登録するかどうか、タスクバーに登録するかどうか

を選択し、（2）「次へ」をクリックします。

・スタートアップに登録する

にすると、パソコンの起動時に、「FUJITSU LPR ユーティリティ」の「メインウィン

ドウ」（→ P.118）が表示されます。

・タスクバーに登録する

にすると、タスクバーに「FUJITSU LPR ユーティリティ」のアイコンを登録します。

アイコンをクリックすると「メインウィンドウ」（→ P.118）が表示されます。

・「スタートアップに登録する」「タスクバーに登録する」を にしても、印刷を開始する

と、自動的に「FUJITSU LPRユーティリティ」が起動します。

（1）

（2）
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5 「プログラムフォルダの選択」ウィンドウでプログラムフォルダを確認し、

「次へ」をクリックします。

6 引き続き「プリンタの追加」を行う場合は「セットアップの完了」ウィン

ドウで「はい、FUJITSU LPR ユーティリティを起動します」を にし、

「完了」をクリックします。

「FUJITSU LPR ユーティリティ」が起動します。

以上で「FUJITSU LPRユーティリティ」のインストールは完了です。

プリンタの登録

「FUJITSU LPRユーティリティ」にプリンタを登録します。プリンタドライバがインストー

ルされていることを確認してから、次の手順で追加してください。

・「FUJITSU LPRユーティリティ」にプリンタを登録することで、「FJLPRXXポート」でプリンタと接続さ

れます。どのポートで接続されているかは、「プリンタ」フォルダ、または「プリンタと FAX」フォルダ

から「プロパティ」ウィンドウを開き、「ポート」タブをご確認ください。

・以降の手順を繰り返すと、複数のプリンタを「FUJITSU LPRユーティリティ」に登録できます。

1 「FUJITSU LPR ユーティリティ」が起動されていない場合は、次の手順

で起動します。

「スタート」ボタン→「すべてのプログラム」（または「プログラム」）→「FUJITSU」→

「FUJITSU LPR ユーティリティ」→「FUJITSU LPR ユーティリティ」の順にクリックします。

2 「リモートプリント」メニュー→「プリンタの追加」の順にクリックします。
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3 （1）プリンタを選択して「IP アドレス」にプリンタの IP アドレスを入

力し、（2）「詳細設定」をクリックします。

入力は、半角数字とピリオドで行ってください。

・「プリンタ」には、「プリンタと FAX」（2000の場合は「プリンタ」）フォルダにプリンタ

ドライバが追加されている場合のみ表示されます。2003でネットワークプリンタに設定

している場合は表示されません。

・「検索」をクリックして、ネットワーク上のプリンタを選択することもできます。

4 （1）「LPRバイトカウントを有効にする」を にし、（2）「OK」をクリッ

クします。

・「LPRバイトカウントを有効にする」を にしないと、データ数をチェックしない、信頼

性の低い通信になります。必ずチェックを付けてください。

5 「プリンタの追加」ウィンドウで、「OK」をクリックします。

「FUJITSU LPRユーティリティ」ウィンドウの「プリンタ」に、プリンタが追加されます。

以上で、プリンタの登録は完了です。

（1）

（2）

（1）

（2）
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「FUJITSU LPRユーティリティ」の機能

「FUJITSU LPRユーティリティ」の機能について説明します。

メインウィンドウ

1 プリンタ

登録されているプリンタ名が表示されます。

2 状態

プリンタポートの状態が表示されます。

3 終了

送信が終了したジョブ数が表示されます。

4 残り

送信が終了していないジョブ数が表示されます。

表：プリンタポートの状態

状態 説明

待機中 プリンタポートが待機中の状態。

接続中 プリンタに接続を試みている状態。

送信中 - **% プリンタにデータを送信している状態。「**%」は送信済みの割合。

停止中 ・「リモートプリント」メニューで一時停止された状態。

・エラーが発生して送信を停止している状態。

問合せ中 プリンタのステータスを問い合わせている状態。

未接続 ・「プリンタと FAX」（2000 の場合は「プリンタ」）フォルダからプリンタ

が削除された状態。

・プリンタの IPアドレスが正しく設定されていない状態。

・印刷できない状態。

1 3 42
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ファイルのダウンロード

印刷データのファイルをプリンタに送信して印刷することができます。

1 メインウィンドウで、プリンタを選択します。

2 「リモートプリント」メニュー→「ダウンロード」順にクリックします。

3 （1）ダウンロードするファイルを選択して、（2）「開く」をクリックします。

・他機種で作成された印刷データのファイルを、上記手順で印刷することはできません（実

行すると、意図しない不要な印刷が行われる原因となります）。

ファイルがダウンロードされ、印刷が開始されます。

（1）

（2）
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ジョブの表示、削除、転送

印刷ジョブを表示したり、削除したりすることができます。

また、プリンタが使用中、オフライン、用紙切れなどで印刷できない場合、印刷ジョブを同

機種の別のプリンタへ転送することができます。

なお、別のプリンタへ転送する場合は、転送先のプリンタを「プリンタの登録」（→ P.116）

の手順で事前に登録しておいてください。

・機種の異なるプリンタへの転送はできません。

1 メインウィンドウで、プリンタを選択します。

2 「リモートプリント」メニュー→「ジョブの表示」の順にクリックします。

ジョブが表示されます。

3 ジョブを削除したり、転送したりする場合は、次のように操作します。

■ジョブを削除する場合

削除したい印刷ジョブを選択し、「ジョブ」メニュー→「削除」の順にクリックします。

ジョブが削除されます。

■ジョブを転送する場合

転送したい印刷ジョブを選択し、「ジョブ」メニュー→「転送」の順にクリックして、転送

先のプリンタをクリックします。

転送先のプリンタにジョブが送られます。
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プリンタのステータス

1 メインウィンドウで、プリンタを選択します。

2 「リモートプリント」メニュー→「プリンタのステータス」の順にクリッ

クします。

プリンタのステータスが表示されます。

・「リモートプリント」メニュー→「ジョブの表示」の順にクリックすると、ウィンドウ左下にプリンタス

テータスが表示されるようになります。
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一時停止／解除

印刷データの送信を停止したり、停止状態を解除したりすることができます。

1 メインウィンドウで、プリンタを選択します。

2 「リモートプリント」メニュー→「一時停止」の順にクリックします。

■データ送信中の場合

データ送信が一時停止され、「現在送信中のジョブが再送信になりますがよろしいです

か？」というメッセージが表示されます。

「はい」をクリックするとジョブの送信をいったん中止します。「状態」が「停止中」にな

り、「リモートプリント」メニュー→「一時停止」にチェックが付きます。

「いいえ」をクリックすると、一時停止を解除し、送信を続けます。

■一時停止中の場合

一時停止を解除します。

「状態」は「送信中」になり、「リモートプリント」メニュー→「一時停止」のチェックが

外れます。

登録プリンタの削除

「FUJITSU LPRユーティリティ」に登録したプリンタを削除します。

1 メインウィンドウで、プリンタを選択します。

2 「リモートプリント」メニュー→「プリンタの削除」の順にクリックします。

3 確認メッセージのウィンドウで、「はい」をクリックします。

メインウィンドウからプリンタが削除されます。
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ジョブの自動転送

プリンタが使用中、オフライン、用紙切れなどで印刷できない場合、印刷ジョブを同機種の

別のプリンタへ転送できます。

なお、別のプリンタへ転送する場合は、転送先のプリンタを「プリンタの登録」（→ P.116）

の手順で事前に登録しておいてください。

・機種の異なるプリンタへの転送はできません。

1 メインウィンドウで、プリンタを選択します。

2 「リモートプリント」メニュー→「プリンタの再設定」の順にクリックし

ます。

3 「詳細設定」をクリックします。
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4 （1）「ジョブの自動転送を行う」を にして、（2）「追加」をクリックします。

・「検索」をクリックして、ネットワーク上のプリンタを選択することもできます。

5 （1）転送先のプリンタの IPアドレスを入力し、（2）「OK」をクリックします。

「プリンタの再設定」ウィンドウに戻ります。

6 「OK」をクリックします。

自動転送先のプリンタが登録されます。

（1）

（2）

（1）

（2）
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同報印刷

複数台のプリンタに、同じ印刷ジョブを同時に送信できます。

なお、同報印刷を行う場合は、同報先のプリンタを「プリンタの登録」（→ P.116）の手順で

事前に登録しておいてください。

・機種の異なるプリンタへの同報印刷はできません。

1 「ジョブの自動転送」（→ P.123）の手順 1～ 3を行います。

2 （1）「他のプリンタにも同時に印刷する」を にして、（2）「設定」をク

リックします。

3 「追加」をクリックします。

（1）

（2）
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4 （1）同報先のプリンタの IPアドレスを入力し、（2）「OK」をクリックします。

・「検索」をクリックして、ネットワーク上のプリンタを選択することもできます。

「同報印刷設定」ウィンドウに戻ります。

5 「OK」をクリックします。

メインウィンドウに、同報印刷のプリンタが表示されます。

Internet Service設定

「FUJITSU LPR ユーティリティ」から、「Printia LASER Internet Service」を起動できます。

「Printia LASER Internet Service」については、「Web ブラウザによるプリンタの管理（Printia

LASER Internet Service）」（→ P.131）をご覧ください。

1 メインウィンドウで、プリンタを選択します。

2 「リモートプリント」メニュー→「Internet Service 設定」の順にクリッ

クします。

プリンタに正しく接続されると、「Printia LASER Internet Service」画面が表示されます。

（1）

（2）
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登録プリンタの再設定

「FUJITSU LPRユーティリティ」に登録したプリンタの設定を変更します。

1 「ジョブの自動転送」（→ P.123）の手順 1～ 3を行います。

2 必要な項目を設定し直して、「OK」をクリックします。

IPアドレスの自動再設定

プリンタの IP アドレスが自動取得設定（DHCP 設定）になっている場合、プリンタの電源

を入れるたびに IPアドレスが変更になり、パソコン側でもプリンタの IPアドレスを設定し

直さなければなりません。「IPアドレスの自動再設定」を設定しておくと、プリンタの IPア

ドレスが変更されても自動的に検索し、パソコン側が自動的に再設定されます。

1 メインウィンドウで、プリンタを選択します。

2 「オプション」メニュー→「設定」の順にクリックします。

3 （1）「自動的に IPアドレスを再設定する」を にして、（2）「OK」をク

リックします。

「FUJITSU LPRユーティリティ」を削除する

「FUJITSU LPRユーティリティ」をパソコンから削除する方法を説明します。

・「FUJITSU LPRユーティリティ」のインストール先のフォルダやスプール先のフォルダに、インストール

後に追加したファイルが存在すると、フォルダを削除できません。あらかじめ、余分なファイルを削除し

てから「FUJITSU LPRユーティリティの削除」を行ってください。

1 画面右下にある通知領域から「FUJITSU LPR ユーティリティ」のアイコ

ンを右クリックして、表示されるメニューから「終了」をクリックします。

アイコンが表示されていない場合は、次の手順に進みます。

2 「スタート」ボタン→「すべてのプログラム」（または「プログラム」）→

「FUJITSU」→「FUJITSU LPR ユーティリティ」→「FUJITSU LPR ユー

ティリティの削除」の順にクリックします。

3 確認のウィンドウで「はい」をクリックします。

「FUJITSU LPRユーティリティ」が削除されます。
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2 プリンタ情報の管理（Network 

Extension）

ネットワークに接続された本製品の情報を表示し、設定に反映するには「Network

Extension」を使用します。

ここでは、「Network Extension」のインストール方法、機能、削除（アンインストー

ル）方法について説明します。

「Network Extension」をインストールする

・「「プリンタユーティリティセットアップ」でインストールする」（→ P.21）の手順でプリンタドライバを

インストールした場合、「Network Extension」はインストールされています。この手順でインストールす

る必要はありません。

1 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

・「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示され

ない場合は、「エクスプローラ」などを使用して CD-ROM を開き、一番上の階層にある

「xlsetup.exe」をダブルクリックしてください。「Printia LASER プリンタユーティリティ

セットアップ」ウィンドウが表示されます。

・7/2008/Vista の場合、自動再生時や「xlsetup.exe」をダブルクリックしたときに、「自動

再生」ウィンドウが表示されます。実行されるプログラムが「xlsetup.exe」であること

を確認し、「Xlsetup.exeの実行」をクリックしてください。

2 メニューから「Network Extension」をクリックします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（画面は OSにより異なります）

以降は、画面の指示に従ってインストールしてください。

3 インストール完了のウィンドウで「完了」をクリックします。

以上で「Network Extension」のインストールは完了です。
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「Network Extension」の機能

「Network Extension」をインストールすることで、追加される機能について説明します。

メニュー表示

Vista/2003/XP/2000の場合は、「Network Extension」をインストールすると、プリンタを右ク

リックしたときに表示されるメニューに、「Web設定」が追加されます。

「Web設定」をクリックすると、「Printia LASER Internet Service」が起動されます。

「Printia LASER Internet Service」について詳しくは、「Web ブラウザによるプリンタの管理

（Printia LASER Internet Service）」（→ P.131）をご覧ください。

「デバイスオプション」タブ

「Network Extension」をインストールすることにより、プリンタの「プロパティ」ウィンド

ウに「デバイスオプション」タブが追加されます。「デバイスオプション」タブ画面では、

取り付けたオプションの設定を行ったり、プリンタ情報を取得したりできます。

「デバイスオプション」タブについて詳しくは、「「デバイスオプション」タブの設定項目」

（→ P.105）をご覧ください。
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「Network Extension」を削除する

「Network Extension」をパソコンから削除する方法を説明します。

1 OSにより、次のように操作します。

■7/2008 R2の場合

1. （スタート）→「コントロールパネル」→「プログラムのアンインストール」の順

にクリックします。

2.「FUJITSU Network Extension」を選択し、画面の指示に従って削除します。

■2008（R2以外）/Vistaの場合

1.「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」→「プログラム」

→「プログラムのアンインストール」の順にクリックします。

2.「FUJITSU Network Extension」を選択し、画面の指示に従って削除します。

■XPの場合

1.「スタート」ボタン→「コントロールパネル」→「プログラムの追加と削除」の順にク

リックします。

2.「FUJITSU Network Extension」を選択し、画面の指示に従って削除します。

■2003/2000の場合

1.「スタート」ボタン→「設定」→「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加

と削除」の順にクリックします。

2.「FUJITSU Network Extension」を選択し、画面の指示に従って削除します。

以上で「Network Extension」の削除は完了です。
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第 7章

Webブラウザによるプリンタの管理
Printia LASER Internet Service）

この章では、プリンタに搭載されている Web サーバ機能（「Printia

LASER Internet Service」）の使い方について説明します。「Printia

LASER Internet Service」を使用すると、ネットワークに接続された

XL シリーズプリンタの状態監視や環境設定などを、Web ブラウザ

から行うことができます。
1 Web サーバ機能の概要  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 132

2 Web サーバ機能の操作方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 133

3 各画面の詳細  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 147
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1 Webサーバ機能の概要

プリンタに搭載されているWebサーバ機能を「Printia LASER Internet Service」と

呼びます。ここでは、「Printia LASER Internet Service」を利用するための動作環境

などについて説明します。

「Printia LASER Internet Service」とは

「Printia LASER Internet Service」は、インターネットや LAN（TCP/IP）に接続された XLシリー

ズプリンタの状態を参照、印刷したり、プリンタのネットワークに関する設定を変更したり

するためのコンテンツです。

「Printia LASER Internet Service」は、プリンタに Web サーバ機能として搭載されているため、

Web ブラウザがインストールされたパソコンであれば、専用のソフトウェアをインストール

することなく使用できます。

動作環境

「Printia LASER Internet Service」は、「Internet Explorer 6.0」以上で動作します。

なお、Web ブラウザの次の機能を使用可能にしておいてください（詳しくは、Web ブラウ

ザのヘルプなどをご覧ください）。

・JavaScript（必須）

ステータス表示の自動更新や設定時の処理に JavaScriptを使用しているため、JavaScriptを無効にし

ていると正しく動作しません。

・スタイルシート（推奨）

スタイルシートが使用できない場合でも、「Printia LASER Internet Service」の機能には差し支えあり

ませんが、表示が見にくくなる場合があります。

・Cookieの使用（任意）

Cookieが使用可能な場合は、ユーザー（Webブラウザ）ごとにステータス表示の自動更新に関する

設定を行うことができます。Cookieを使用したくない場合は、プリンタ側に設定された初期設定で

動作するようにも設定できます。
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2 Webサーバ機能の操作方法

「Printia LASER Internet Service」の表示方法や基本的な操作方法について説明します。

使用前の準備

「Printia LASER Internet Service」を使用する前に、次の点をご確認ください。

・プリンタの IPアドレスの設定は済んでいますか

「Printia LASER Internet Service」を使用するには、プリンタの IP アドレスを設定しておく必要があ

ります。IPアドレスが未設定の場合は、「IPアドレスを設定する」（→ P.19）をご覧になり、プリン

タの IPアドレスを設定してください。

・プリンタ本体の電源が入っており、LANに接続されていますか

プリンタ本体の電源が入っていること、LANに接続されていることを確認してください。

プリンタ本体の電源の入れ方、LAN との接続方法については、『ハードウェアガイド』の「第 2

章 プリンタを設置・接続する」をご覧ください。

「Printia LASER Internet Service」画面を起動する

「Printia LASER Internet Service」画面（→ P.135）は、Webブラウザで「Printia LASER Internet 

Service」の URLを指定して起動する方法、プリンタアイコンから起動する方法、および

「FUJITSU LPRユーティリティ」から起動する方法があります。

Webブラウザで直接表示する

Webブラウザを起動し、アドレス欄に次のいずれかの URLを入力して を押します。

・DNSサーバで登録した名前を指定する

「http://」の後に、DNSサーバで設定したホスト名＋ドメイン名を指定します。

例：http://xlprn.xxx.fujitsu.com（ホスト名：xlprn、ドメイン名：xxx.fujitsu.comの場合）

・ IPアドレスで指定する

「http://」の後に、直接プリンタの IPアドレスを指定します。

- IPv4の例（プリンタの IPv4アドレスが 192.168.100.100の場合）

http://192.168.100.100

- IPv6の例（プリンタの IPv6アドレスが fe80:0000:0000:0000:0280:87ff:fe9b:1234の場合）

http://[fe80::0280:87ff:fe9b:1234]
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IP アドレスの指定方法

・ IPv4の場合

IPアドレスに 1桁、または 2桁の数値が含まれる場合、数値の前に「0」を入力しないでください。通信

が正しく行われない場合があります。

例：プリンタの IPアドレスが 192.168.0.11の場合

正しい入力例：http://192.168.0.11

誤った入力例：http://192.168.000.011

・ IPv6の場合

IPv6アドレスでは、「0000」の部分（下線付で示している部分）を、次のように省略して指定できます。

例：プリンタの IPアドレスが fe80:0000:0000:0000:0280:87ff:fe9b:1234の場合

・連続する「0000」を省略し、区切り文字のコロン（:）の連続表記で示す（ただし、アドレス内で 1回のみ）
http://[fe80::0280:87ff:fe9b:1234]

・「0000」を省略し、0で示す
http://[fe80:0:0:0:0280:87ff:fe9b:1234]

プリンタアイコンから起動する

「Network Extension」がインストールされていれば、プリンタアイコンから起動できます。

次の方法で「Printia LASER Internet Service」画面を表示できます。詳しくは、「プリンタ情報

の管理（Network Extension）」（→ P.128）をご覧ください。

1 「プリンタ」または「プリンタと FAX」フォルダを開きます。

■Vistaの場合

「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」→「ハードウェアとサ

ウンド」→「プリンタ」の順にクリックします。

■2003/XP の場合

「スタート」ボタン→「プリンタと FAX」の順にクリックします。

■2000の場合

「スタート」ボタン→「設定」→「プリンタ」の順にクリックします。

2 使用するプリンタのアイコンを右クリックし、表示されるメニューから

「Web設定」をクリックします。
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・プリンタで「Web サービス」を「無効」に設定している場合、「Printia LASER Internet Service」画面が

表示されません。この場合はオペレータパネルで「管理者メニュー」→「ネットワークメニュー」→

「WEB」を「ユウコウ」に設定してください。

・プリンタの IPアドレスがわからない場合は、次のいずれかの方法で確認してください。

・「FUJITSU LPRユーティリティ」でネットワークに接続されたプリンタを検索する

「FUJITSU LPR ユーティリティ」の使用方法については、「LPR 印刷の管理（FUJITSU LPR ユーティ

リティ）（2003/XP/2000のみ）」（→ P.114）をご覧ください。

・プリンタのオペレータパネルで確認する

オペレータパネルの操作方法については、『ハードウェアガイド』の「第 5 章 オペレータパネルの操

作」をご覧ください。

「FUJITSU LPRユーティリティ」から起動する

2003/XP/2000 の場合は、「FUJITSU LPR ユーティリティ」がインストールされていれば、

「FUJITSU LPRユーティリティ」のメニューから起動できます。

詳しくは、「Internet Service設定」（→ P.126）をご覧ください。

「Printia LASER Internet Service」画面の構成

プリンタに正しく接続されると、次のような画面が表示されます。

1 タイトル

タイトルロゴ、プリンタモデル名が表示されます。

2 メニューエリア

利用できるカテゴリとメニューが表示されるエリアです。

1

4

6

3

5

2
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3 カテゴリ

（選択時は ）が付いているのが「カテゴリ」です。各カテゴリをクリックすると、該当す

るカテゴリのメニューが表示されます。ユーザーモードと管理者モードで、表示される項目が一

部変わります。

カテゴリについて詳しくは、「各画面の詳細」（→ P.147）をご覧ください。

4 メニュー

「カテゴリ」をクリックすると、そのカテゴリで利用できる「メニュー」が表示されます。メ

ニューによっては、サブメニューが表示される場合もあります。メニューやサブメニューをク

リックすると、「情報表示エリア」に情報や設定項目が表示されます。

ユーザーモードと管理者モードで、表示される項目が一部変わります。

メニューについて詳しくは、「各画面の詳細」（→ P.147）をご覧ください。

5 管理者モード切り替えボタン

ユーザーモード画面のときに表示され、ユーザーモードから管理者モードへ切り替えるときにク

リックします。ユーザーモードと管理者モード、およびモードの切り替え方法については、「管

理者モードとユーザーモードの切り替え」（→ P.137）をご覧ください。

6 情報表示エリア

メニューエリアで「メニュー」「サブメニュー」をクリックすると、情報や設定項目が表示され

ます。

が表示されている項目は、クリックすると、ヘルプで詳しい説明を参照できます。

「Printia LASER Internet Service」で設定可能な項目と、各項目の初期値については、「「Printia LASER

Internet Service」で設定できる項目と初期値」（→ P.140）をご覧ください。
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管理者モードとユーザーモードの切り替え

「Printia LASER Internet Service」には、ユーザーモードと管理者モードの 2 種類のモードが

あります。モードにより、表示されるカテゴリが異なります。

・ユーザーモードでは、「ステータス」「ジョブリスト」「リンク」の 3種類のカテゴリが表

示され、各カテゴリの情報を参照できます。

・管理者モードでは、「ステータス」「プリンタ」「ネットワーク」「ジョブリスト」「セキュ

リティ」「メンテナンス」「リンク」の 7 種類のカテゴリが表示され、各カテゴリの情報

や設定を、参照、変更できます。

管理者モードに切り替える

1 ユーザーモード画面の「管理者モード」をクリックします。

ユーザー名とパスワードの入力ウィンドウが表示されます。
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2 （1）ユーザー名とパスワードを入力して、（2）「OK」をクリックします。

管理者モード画面に切り替わります。

ユーザーモードに切り替える

「ユーザーモード」に切り替えるには、Webブラウザを終了し、再度「Printia LASER Internet

Service」画面を起動してください。「Printia LASER Internet Service」画面の起動方法につい

ては、「「Printia LASER Internet Service」画面を起動する」（→ P.133）をご覧ください。

表：項目と説明

項目名 説明

ユーザー名 「xladmin」固定です。

パスワード 初期値は「PrintiaLaser」です。

パスワードの変更については、「パスワード設定」（→ P.196）をご覧

ください。

（1）

（2）
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情報の参照や設定の変更

画面左側の「メニューエリア」でメニュー項目をクリックすると、画面右側の「情報表示エ

リア」に情報や設定項目が表示されます。管理者モードの場合は、必要に応じて設定を変更

できます。

設定の変更（管理者モードのみ）

1 設定を変更したら、「送信」をクリックします。

「送信」をクリックする前に「キャンセル」をクリックすると、変更前の状態に戻ります。

・設定を変更したページで「送信」をクリックせずに、メニューエリアの他のカテゴリやメ

ニューをクリックすると、入力した値は設定されることなく削除されます。他のカテゴリ

やメニューをクリックする前に、必ず「送信」をクリックして設定を更新してください。

設定を更新するためにプリンタが再起動され、次のメッセージが表示されます。

プリンタが復帰するまで、しばらく待ちます。

・環境によっては、次の画面が表示される場合があります。
Webサーバ機能の操作方法 139



140
「Printia LASER Internet Service」で設定できる項目と
初期値

「Printia LASER Internet Service」で設定できる項目と、各項目の初期値は次のとおりです。

なお、設定を変更できるのは、管理者モードのみです。

「プリンタ」カテゴリ

■一般プリンタ設定

■印刷メニュー

■用紙メニュー

表：「一般プリンタ設定」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

プリンタ識別情報 プリンタ名 プリンタ名 「一般プリンタ設定」（→

P.160）設置場所 設定なし

プリンタ管理番号 設定なし

管理者の連絡先 設定なし

表：「印刷メニュー」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

サブメニュー：印刷方法 「印刷メニュー」（→ P.161）

印刷に関する設定 コピー枚数 1

用紙に関する設定 用紙長さチェック 有効

サブメニュー：印刷品質

印刷品質 普通紙 黒セッティング 0

サブメニュー：印刷位置

印刷位置 X（横）補正 0.00（ミリメートル）

Y（縦）補正 0.00（ミリメートル）

表：「用紙メニュー」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

給紙口構成 カセット 1 用紙サイズ A4 「用紙メニュー」（→ P.162）

用紙種類 普通紙

カセット 2 用紙サイズ A4

用紙種類 普通紙

給紙トレイ 用紙サイズ A4

用紙種類 普通紙
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■プリンタ構成メニュー

■インターフェースメニュー

■HEXダンプ

■設定印刷

表：「プリンタ構成メニュー」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

プリンタ構成メニュー エミュレーション WIN 「プリンタ構成メニュー」

（→ P.162）パワーセーブに関する設定 パワーセーブ移行時間 1分

パワーセーブ移行時間 パワーセーブ 有効

エラーに関する設定 ジャムリカバリ オン

タイムアウトに関する設定 タイムアウト時間 40秒

ポート開放 ローカル +30（秒）

ポート開放 ネットワーク +30（秒）

表：「インターフェースメニュー」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

サブメニュー：USB 「USB」（→ P.164）

USBメニュー スピード 480Mbps

ソフトリセット 無効

シリアル番号 有効

サブメニュー：パラレルメニュー 「パラレル」（→ P.165）

通信に関する設定 双方向モード 有効

双方向高速通信（ECP） 有効

ACK幅 狭い

ACK/BUSYタイミング ACK IN BUSY

INIT 無効

表：「HEXダンプ」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

HEXダンプ プリンタをHEXダンプモード

にします

オフ 「HEXダンプ」（→ P.166）

表：「設定印刷」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

設定 /情報の印刷 設定の一覧 オフ 「設定印刷」（→ P.166）

Network Information オフ

TEXTフォントリスト オフ

5%サンプル オフ

エラーログ オフ

印刷集計結果 オフ
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「ネットワーク」カテゴリ

■一般ネットワーク設定

■TCP/IP

表：「一般ネットワーク設定」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

Ethernetの接続 Ethernetの接続の設定 自動 「一般ネットワーク設定」

（→ P.168）

表：「TCP/IP」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

設定変更 ステップ 1：IPアドレスの取得方

法を選択してください。

IP アドレスを自動で取得

します。（DHCP）

オン 「TCP/IP」（→ P.168）

IP アドレスを手動で設定

します。

オフ

IPアドレスの設定 IPアドレス 設定なし

サブネットマスク 設定なし

ゲートウェイアドレス 設定なし

ステップ 2：その他の TCP/IP設

定（DNS等）

その他の TCP/IP 設定の変

更

―

その他のTCP/IP設定の変更 DNS サーバアドレス（プ

ライマリ）

設定なし

DNS サーバアドレス（セ

カンダリ）

設定なし

ステップ 3：IPv6アドレスの設定

を行う場合は以下を設定してく

ださい。

IPv6 無効
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■Email

表：「Email」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

サブメニュー：送信設定 「送信設定」（→ P.171）

Email送信設定 SMTP送信 無効

SMTPサーバ 設定なし

プリンタ Emailアドレス 設定なし

送信テスト 無効

SMTPセキュリティ設定 SMTPポート番号 25

SMTP認証 無効

付加情報設定 プリンタモデル オン

ネットワークインター

フェース

オン

装置号機 オン

プリンタ管理番号 オフ

プリンタ名 オフ

設置場所 オフ

IPアドレス オン

MACアドレス オフ

プリンタ URL オフ

コメント 設定なし

その他 返信先 Emailアドレス 設定なし

サブメニュー：障害情報 「障害情報」（→ P.174）

障害通知設定 アドレス 1～ 5 設定なし

障害通知設定 障害通知方法 設定なし

定期的な通知の設定 メール通知間隔 24（時間）

障害通知条件設定 「障害情報」画面で確認

できます。確認方法につ

いては、「障害通知の設

定をアドレスごとに確

認する／比較する」（→

P.180）をご覧ください。

障害発生時の通知の設定 障害通知条件設定

詳細設定 発信までの遅延 0（時間）0（分）
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■SNMP

■IPP

「ジョブリスト」カテゴリ

■表示項目設定

表：「SNMP」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

サブメニュー：設定 「設定」（→ P.181）

SNMP Readコミュニティの変更 新しい SNMP Readコミュニティ public

新しい SNMP Read コミュニティの

再入力

SNMP Writeコミュニティの変更 新しい SNMP Writeコミュニティ public

新しい SNMP Write コミュニティの

再入力

サブメニュー：Trap 「Trap」（→ P.182）

プリンタ Trap設定 プリンタ Trapコミュニティ名設定 public

プリンタ Trapアドレス設定 1～ 5 設定なし

プリンタ Trap送信条件設定 設定なし

表：「IPP」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

サブメニュー：設定 「設定」（→ P.183）

基本的な設定 IPP 有効

管理者からの連絡事項 設定なし

サブメニュー：認証 「認証」（→ P.184）

認証の設定 認証 NONE

ユーザー名／パスワード 

1～ 50

設定なし

表：「表示項目設定」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

表示項目 ドキュメント名 表示 「「ジョブリスト」カテゴリ」

（→ P.185）ジョブ状態 表示

ジョブ種類 表示しない

コンピュータ名 表示

ユーザー名 表示

印刷済み面数 表示しない

送信時間 表示しない

送信ポート 表示しない
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「セキュリティ」カテゴリ

■プロトコルON/OFF

■IPフィルタリング

■パスワード設定

「メンテナンス」カテゴリ

■再起動 /初期化

■LANの規模の設定

表：「プロトコル ON/OFF」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

サービス Webサービス（ポート番号：80） 有効 「プロトコル ON/OFF」（→

P.188）IPPサービス（ポート番号：631） 有効

SNMPサービス 有効

ポート番号 Web 80

SMTP 25

表：「IPフィルタリング」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

IPフィルタリング IPフィルタリング 無効 「IP フィルタリング」

（→ P.189）IPアドレスの範囲

1～ 10

開始アドレス 設定なし

終了アドレス 設定なし

設定される管理者 IPアドレス 設定なし

表：「パスワード設定」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

管理者のパスワード

を変更できます。

新しい管理者のパスワード PrintiaLaser 「パ ス ワ ー ド 設 定」（→

P.196）新しいパスワードの再入力

表：「再起動 /初期化」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

プリンタの再起動 プリンタを再起動します。 オフ 「再起動 /初期化」（→ P.197）

ネットワークの再起動 プリンタのネットワークを再起動し

ます。

オフ

プリンタの初期化 プリンタの設定を初期化します。 オフ

ネットワークの初期化 ネットワークの設定を初期化します。 オフ

表：「LANの規模の設定」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

LANの規模の設定 LAN 普通 「LANの規模の設定」（→ P.198）
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「リンク」カテゴリ

■リンク編集メニュー

表：「リンク編集メニュー」で設定可能な項目

設定できる項目 初期値 参照先

サポートリンク ドライバダウンロード http://www.fmworld.net/biz/fmv/index_down.html 「リ ン ク 編 集 メ

ニュー（管理者モー

ドのみ）」（→ P.199）
テクニカルサポート http://www.fmworld.net/biz/fmv/contact/

消耗品の注文 https://www.coworco.com/servlet/LoginUser

富士通製品情報ページ http://www.fmworld.net/biz/printer/

富士通 http://jp.fujitsu.com/

その他のリンク その他のリンク

1～ 5

タイトル 設定なし

URL 設定なし
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3 各画面の詳細

「Printia LASER Internet Service」の各カテゴリとメニューの詳細について説明しま

す。

「Printia LASER Internet Service」のカテゴリ

画面左側の「メニューエリア」で、 の付いている「カテゴリ」をクリックすると、その

下に利用できる「メニュー」が表示されます。表示または設定したいメニューをクリックす

ると、画面右側の「情報表示エリア」に表示される内容が切り替わります。カテゴリの種類

は次のとおりです。

1「ステータス」カテゴリ
プリンタの状態、プリンタ情報、ネットワーク情報などを確認できます。

詳しくは、「「ステータス」カテゴリ」（→ P.148）をご覧ください。

2「プリンタ」カテゴリ（管理者モードのみ）
プリンタと印刷に関する設定ができます。

詳しくは、「「プリンタ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.159）をご覧ください。

■ ユーザーモードの場合 ■ 管理者モードの場合

1

4

7

2

3

5

6
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3「ネットワーク」カテゴリ（管理者モードのみ）
プリンタのネットワークに関する設定や、プリンタの状態を通知するメールの設定などができま

す。

詳しくは、「「ネットワーク」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.167）をご覧ください。

4「ジョブリスト」カテゴリ
印刷ジョブの状態を確認したり、表示する項目を設定したりできます。

詳しくは、「「ジョブリスト」カテゴリ」（→ P.185）をご覧ください。

5「セキュリティ」カテゴリ（管理者モードのみ）

サービスの有効／無効、IPアドレスフィルタリング、管理者パスワードを設定できます。

詳しくは、「「セキュリティ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.187）をご覧ください。

6「メンテナンス」カテゴリ（管理者モードのみ）
再起動や初期化、LANの規模の設定ができます。

詳しくは、「「メンテナンス」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.196）をご覧ください。

7「リンク」カテゴリ

プリンタのサポート情報などへのリンクが表示されます。管理者モードでは、リンク先を設定で

きます。

詳しくは、「「リンク」カテゴリ」（→ P.198）をご覧ください。

「ステータス」カテゴリ

「ステータス」カテゴリでは、プリンタの状態、プリンタ情報、ネットワーク情報を確認で

きます。

1 プリンタステータス

クリックすると、「プリンタステータス」画面が表示されます。

詳しくは、「プリンタステータス」（→ P.149）をご覧ください。

■ユーザーモード ■管理者モード

1

2

4

3

5
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2 プリンタ情報（ユーザーモード）
クリックすると、「プリンタ情報」画面が表示されます。

詳しくは、「プリンタ情報（ユーザーモードのみ）」（→ P.152）をご覧ください。

3 プリンタ詳細情報（管理者モード）

クリックすると、「プリンタ詳細情報」画面が表示されます。

詳しくは、「プリンタ詳細情報（管理者モードのみ）」（→ P.153）をご覧ください。

4 ネットワーク情報（ユーザーモード）
クリックすると、「ネットワーク情報」画面が表示されます。

詳しくは、「ネットワーク情報（ユーザーモードのみ）」（→ P.155）をご覧ください。

5 ネットワーク詳細情報（管理者モード）

クリックすると、「ネットワーク詳細情報」画面が表示されます。

詳しくは、「ネットワーク詳細情報（管理者モードのみ）」（→ P.156）をご覧ください。

プリンタステータス

「プリンタステータス」画面では、プリンタの状態や、プリンタの一般情報、ネットワーク

情報などを確認できます。

1 ステータス更新ボタン
クリックすると、「ステータス」カテゴリのプリンタの状態表示内容が更新されます。

2 オペレータパネルウィンドウ
プリンタの、オペレータパネルの 1行目と同じ内容が表示されます。

2

3

6

4

5

7

8

9

1

■管理者モード
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3 ステータスウィンドウボタン（管理者モードのみ）
クリックすると、「ステータスウィンドウ」が表示されます。「ステータスウィンドウ」について

詳しくは、「ステータスウィンドウ」（→ P.151）をご覧ください。

4 トナー残量

トナー残量が表示されます。

5 ドラム使用量
ドラム使用量が表示されます。

6 プリンタ情報
次の情報が表示されます。

7 バージョン情報
プリンタに組み込まれているファームウェアなどのバージョン情報が表示されます。

8 印刷サービス
各印刷サービスの状態が表示されます。ランプ点灯（緑色）のときに、サービスを使用できます。

表：「プリンタ情報」の項目一覧

項目 説明

プリンタ名 プリンタ名が表示されます。

「「プリンタ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.159）の「一般プリンタ設定」（→

P.160）で設定を変更できます。

IPアドレス IPアドレスが表示されます。

「「ネットワーク」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.167）の「TCP/IP」（→ P.168）で

設定を変更できます。

MACアドレス MACアドレスが表示されます。

設置場所 設置場所が表示されます。

「「プリンタ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.159）の「一般プリンタ設定」（→

P.160）で設定を変更できます。

装置号機 装置号機が表示されます。

プリンタ管理番号 プリンタの管理番号が表示されます。

「「プリンタ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.159）の「一般プリンタ設定」（→

P.160）で設定を変更できます。

管理者の連絡先 管理者の連絡先が表示されます。

「「プリンタ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.159）の「一般プリンタ設定」（→

P.160）で設定を変更できます。

カセット 1 カセット 1の用紙サイズが表示されます。

カセット 2 オプションの拡張給紙ユニットが取り付けられているとき、カセット 2 の用紙サイズが

表示されます。

給紙トレイ 給紙トレイの用紙サイズが表示されます。

メモリ プリンタに搭載されている、すべてのメモリ容量が表示されます。

表：「バージョン情報」の項目一覧

項目 説明

CU F/Wバージョン CUファームウェアの版数が表示されます。

PU F/Wバージョン PUファームウェアの版数が表示されます。

Network Version ネットワークファームウェアの版数が表示されます。

Internet Service 「Printia LASER Internet Service」の版数が表示されます。

Web言語バージョン Web言語の版数が表示されます。
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9 設定サービス
各設定サービスの状態が表示されます。ランプ点灯（緑色）のときに、サービスを使用できます。

・本製品でエラーが発生しているときは、「オペレータパネルウィンドウ」（→ P.149）内と、「プリンタ情

報」（→ P.150）の上に「エラー情報」が表示されます。

表示される内容については、「エラー情報」（→ P.216）をご覧ください。

ステータスウィンドウ

「ステータスウィンドウ」には、プリンタの状態が表示されます。

1 プリンタ情報
プリンタについて、次の内容が表示されます。

2 オンラインランプ
オペレータパネルのオンラインランプと同様に表示され、右側にデータの処理状況が表示されま

す。

3 ステータス更新ボタン
クリックすると、表示されている情報が最新の状態に更新されます。

表：「プリンタ情報」の項目一覧

項目 説明

IPアドレス IPアドレスが表示されます。

設置場所 設置場所が表示されます。

プリンタ管理番号 プリンタの管理番号が表示されます。

表：オンラインランプの状態と処理状況一覧

ランプの状態 説明

点灯時 データを受信できる状態です。

点滅時 受信したデータを処理しています。

消灯時 データを受信できない状態、またはデータ受信待ちの状態です。

1

2

3

4
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4 エラーランプ
オペレータパネルのエラーランプと同様に表示され、右側にエラー状況が表示されます。

プリンタ情報（ユーザーモードのみ）

「プリンタ情報」画面では、ネットワーク上にあるプリンタの識別情報や、装置情報を確認

できます。

1 プリンタ識別情報
「プリンタ詳細情報（管理者モードのみ）」（→ P.153）の「プリンタ識別情報」（→ P.153）をご覧

ください。

2 プリンタ装置情報

「プリンタ詳細情報（管理者モードのみ）」（→ P.153）の「プリンタ詳細情報」（→ P.154）をご覧

ください。

表：エラーランプの状態とエラー状況一覧

ランプの状態 説明

点灯時 ワーニングが発生しました。印刷はできます。

点滅時 エラーが発生しました。印刷はできません。

消灯時 エラーは発生していません。

1

2
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プリンタ詳細情報（管理者モードのみ）

「プリンタ詳細情報」画面では、プリンタに関する詳細な情報を確認できます。

1 プリンタ識別情報

プリンタの一般情報が表示されます。

設定の変更は、「「プリンタ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.159）の「一般プリンタ設定」

（→ P.160）で行います。

次の表の「ユーザーモード」欄が「○」の項目は、「プリンタ情報（ユーザーモードのみ）」（→

P.152）でも表示されます。

表：「プリンタ識別情報」の項目一覧

項目 説明 ユーザーモード

プリンタ名 プリンタ名が表示されます。 ○

設置場所 設置場所が表示されます。 ○

装置号機 装置号機が表示されます。 ○

プリンタ管理番号 プリンタの管理番号が表示されます。 ○

管理者の連絡先 管理者の連絡先が表示されます。 ○

1

2

3
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2 プリンタ詳細情報
プリンタの詳細情報が表示されます。

次の表の「ユーザーモード」欄が「○」の項目は、「プリンタ情報（ユーザーモードのみ）」（→

P.152）でも表示されます。

3 消耗品情報
消耗品に関する情報が表示されます。

4 印刷集計結果

印刷集計結果が表示されます。

表：「プリンタ詳細情報」の項目一覧

項目 説明 ユーザーモード

カセット 1 カセット 1の用紙サイズが表示されます。 ○

カセット 2 オプションの拡張給紙ユニットが取り付けられているとき、カセッ

ト 2の用紙サイズが表示されます。

○

給紙トレイ 給紙トレイの用紙サイズが表示されます。 ○

メモリ プリンタに搭載されている、すべてのメモリ容量が表示されます。 ○

プリンタ管理番号 プリンタの管理番号が表示されます。

「「プリンタ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.159）の「一般プ

リンタ設定」（→ P.160）で設定を変更できます。

○

CU F/Wバージョン CUファームウェアの版数が表示されます。 ○

PU F/Wバージョン PUファームウェアの版数が表示されます。 ○

装置寿命カウント プリンタの使用量が表示されます。100%で、装置寿命となります。

表：「消耗品情報」の項目一覧

項目 説明

トナー残量 トナー残量が表示されます。

プリンタにセットしているトナーの容量に合わせ、（1.5K）、（3.5K）、または（7K）が表

示されます。

ドラム使用量 ドラムの使用量が表示されます。

印刷枚数 印刷枚数が表示されます。

総印刷ページ数 総印刷ページ数が表示されます。

カセット 1給紙回数 カセット 1から給紙された回数が表示されます。

カセット 2給紙回数 オプションの拡張給紙ユニットが取り付けられているとき、カセット 2から給紙された回

数が表示されます。

給紙トレイ給紙回数 給紙トレイから給紙された回数が表示されます。

表：「印刷集計結果」の項目一覧

項目 説明

トータルカウント 用紙サイズ別の印刷枚数、およびトータルの印刷枚数が表示されます。

消耗品交換回数 トナーとドラムの交換回数が表示されます。
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ネットワーク情報（ユーザーモードのみ）

「ネットワーク情報」画面では、プリンタのネットワークに関する情報を確認できます。

1 プリンタ識別情報
プリンタの一般情報が表示されます。

「プリンタ詳細情報（管理者モードのみ）」（→ P.153）の「プリンタ識別情報」（→ P.153）をご覧

ください。

2 一般情報
プリンタのネットワークに関する一般情報が表示されます。

「ネットワーク詳細情報（管理者モードのみ）」（→ P.156）の「一般情報」（→ P.157）をご覧ください。

3 TCP/IPステータス
プリンタの TCP/IPに関する設定が表示されます。

「ネットワーク詳細情報（管理者モードのみ）」（→ P.156）の「TCP/IPステータス」（→ P.157）を

ご覧ください。

4 サービス

プリンタのサービスに関する設定が表示されます。

「ネットワーク詳細情報（管理者モードのみ）」（→ P.156）の「メンテナンス」（→ P.159）をご覧

ください。

1
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ネットワーク詳細情報（管理者モードのみ）

「ネットワーク詳細情報」画面では、プリンタのネットワークに関する詳細な情報を確認で

きます。
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1 プリンタ識別情報
「プリンタ詳細情報（管理者モードのみ）」（→ P.153）の「プリンタ識別情報」（→ P.153）をご覧

ください。

2 一般情報

プリンタのネットワークに関する一般情報が表示されます。

次の表の「ユーザーモード」欄が「○」の項目は、「ネットワーク情報（ユーザーモードのみ）」

（→ P.155）でも表示されます。

3 TCP/IPステータス
「「ネットワーク」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.167）の「TCP/IP」（→ P.168）で設定を

変更できます。

次の表の「ユーザーモード」欄が「○」の項目は、「ネットワーク情報（ユーザーモードのみ）」

（→ P.155）でも表示されます。

表：「一般情報」の項目一覧

項目 説明 ユーザーモード

プリンタ名 プリンタ名が表示されます。

「「プリンタ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.159）の「一

般プリンタ設定」（→ P.160）で設定を変更できます。

Network Version ネットワークファームウェアの版数が表示されます。 ○

Internet Service 「Printia LASER Internet Service」の版数が表示されます。 ○

Web言語バージョン Web言語の版数が表示されます。 ○

ファイルバージョン（WE/

WJ/DF/LD/LO）

各ファイルのバージョンが表示されます。

DLM バージョン（PNL/

WEB/NIF）

各処理部のバージョンが表示されます。

MACアドレス MACアドレスが表示されます。 ○

Ethernetの接続の設定 Ethernetの接続の設定が表示されます。

「「ネットワーク」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.167）の

「一般ネットワーク設定」（→ P.168）で設定を変更できます。

Ethernetの接続状態 Ethernetの接続状態が表示されます。

ネットワークステータス

プリンタ宛パケット受信数 プリンタ宛パケット受信数が表示されます。

パケット送信数 パケット送信数を表示します。

パケット受信数 パケット受信数を表示します。

送信エラーパケット数 送信エラーパケット数が表示されます。

不良パケット受信数 不良パケット受信数が表示されます。

表：「TCP/IPステータス」の項目一覧

項目 説明 ユーザーモード

DHCP自動取得 DHCPによる IPアドレス自動取得の状態が表示されます。

・有効：IPアドレスを DHCPにより取得します。

・無効：IPアドレスを直接設定します。

○

IPアドレス IPアドレスが表示されます。 ○

サブネットマスク サブネットマスクが表示されます。 ○
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4 IPPステータス
「「ネットワーク」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.167）の「IPP」（→ P.183）で設定を変更

できます。

5 SNMPステータス
「プリンタ Trapコミュニティ名」が表示されます。

「「ネットワーク」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.167）の「SNMP」（→ P.181）で設定を変

更できます。

6 Emailステータス
プリンタからの Email送信などに関する情報が表示されます。

「「ネットワーク」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.167）の「Email」（→ P.171）で設定を変

更できます。

ゲートウェイアドレス ゲートウェイアドレスが表示されます。 ○

Webアドレス プリンタのWebアドレス（URL）が表示されます。

Webポート番号 Webポート番号が表示されます。

DNS サーバ（プライマ

リ／セカンダリ）

プライマリとセカンダリのDNSサーバの IPアドレスが表示され

ます。

○

IPv6 IPv6の有効／無効が表示されます。

表：「IPPステータス」の項目一覧

項目 説明

IPP IPPの有効／無効が表示されます。

IPP を使用して印刷するときは、次の

いずれかのURLを使用してください。

IPP印刷を行う場合の URLが表示されます。

管理者からの連絡事項 管理者からの連絡事項が表示されます。

認証 認証の設定が表示されます。

表：「Emailステータス」の項目一覧

項目 説明

Email送信ステータス

SMTP送信 SMTP送信の有効／無効が表示されます。

SMTPサーバ SMTPサーバのホスト名または IPアドレスが表示されます。

プリンタ Emailアドレス 送信元（プリンタ）の Emailアドレスが表示されます。

返信先 Emailアドレス 送信がエラーになったときの返信アドレスが表示されます。

SMTPポート番号 SMTPサーバのポート番号が表示されます。

Email送信先

Emailアドレス 1～ 5 Emailの送信先が表示されます。

SMTP認証

SMTP認証 SMTP認証の有効／無効が表示されます。

ユーザ ID ユーザ IDが表示されます。

Emailコメント Emailコメントが表示されます。

表：「TCP/IPステータス」の項目一覧

項目 説明 ユーザーモード
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7 メンテナンス
プリンタのサービスの状態などが表示されます。

「プリンタ」カテゴリ（管理者モードのみ）

「プリンタ」カテゴリでは、プリンタ、印刷、用紙などの情報を確認、設定できます。

1 一般プリンタ設定
ネットワーク上で確認できる、プリンタの識別情報を設定します。

詳しくは、「一般プリンタ設定」（→ P.160）をご覧ください。

2 印刷メニュー

印刷方法、印刷品質、印刷位置を設定します。

詳しくは、「印刷メニュー」（→ P.161）をご覧ください。

表：「メンテナンス」の項目一覧

項目 説明 ユーザーモード

Webサービス（ポート番

号 :80）

Webサービスのポート番号と有効／無効が表示されます。

「「セキュリティ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.187）の

「プロトコル ON/OFF」（→ P.188）で設定を変更できます。

○

（有効／無効のみ）

IPP サービス（ポート番

号 :631）

IPPサービスのポート番号と有効／無効が表示されます。

「「セキュリティ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.187）の

「プロトコル ON/OFF」（→ P.188）で設定を変更できます。

○

（有効／無効のみ）

LPRサービス LPRサービスの有効／無効が表示されます。 ○

RAWサービス RAWサービスの有効／無効が表示されます。 ○

SNMPサービス SNMPサービスの有効／無効が表示されます。

「「セキュリティ」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.187）の

「プロトコル ON/OFF」（→ P.188）で設定を変更できます。

○

LAN規模の設定 LANの規模が表示されます。

「「メンテナンス」カテゴリ（管理者モードのみ）」（→ P.196）の

「LANの規模の設定」（→ P.198）で設定を変更できます。

1

2

3

4

5

6

7

各画面の詳細 159



160
3 用紙メニュー
カセット 1～ 2、および給紙トレイの用紙サイズと用紙種類を設定します。

詳しくは、「用紙メニュー」（→ P.162）をご覧ください。

4 プリンタ構成メニュー

パワーセーブへの移行時間、エラー発生時の動作タイムアウトなどを設定します。

詳しくは、「プリンタ構成メニュー」（→ P.162）をご覧ください。

5 インターフェースメニュー
USBインターフェース、パラレルインターフェースの設定を行います。

詳しくは、「インターフェースメニュー」（→ P.164）をご覧ください。

6 HEXダンプ

プリンタを HEXダンプモードに設定します。

詳しくは、「HEXダンプ」（→ P.166）をご覧ください。

7 設定印刷
プリンタの各種設定値を印刷します。

詳しくは、「設定印刷」（→ P.166）をご覧ください。

一般プリンタ設定

「一般プリンタ設定」画面では、プリンタの識別情報を設定できます。

1 プリンタ識別情報
プリンタの識別情報を設定します。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

表：「プリンタ識別情報」の項目一覧

項目 説明

プリンタ名 プリンタ名を、半角英数 31文字以内で設定します。

初期値は、プリンタの機種名＋MACアドレスの下 6桁です。

設置場所 設置場所を、半角英数 255文字以内で設定します。

プリンタ管理番号 プリンタ管理番号を、半角英数 8文字以内で設定します。

管理者の連絡先 管理者の連絡先を、半角英数 255文字以内で設定します。

1
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印刷メニュー

「印刷メニュー」には、「印刷方法」「印刷品質」「印刷位置」の 3つのサブメニューがあります。

印刷方法

「印刷方法」画面では、印刷や用紙に関する設定ができます。

1 印刷に関する設定
「コピー枚数」を設定できます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

2 用紙に関する設定
「用紙長さチェック」の有効／無効を設定できます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反

映されます。

印刷品質

「印刷品質」画面では、印刷品質に関する設定ができます。

1 印刷品質
「普通紙　黒セッティング」を設定できます。普通紙の印刷時に、かすれ、チリなどが顕著に発

生する場合に、印刷品質を調整できます。印刷がかすれる場合は +方向へ、チリが発生する場合

は－方向へ値を変更してください。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

印刷位置

「印刷位置」画面では、印刷位置に関する設定ができます。

印刷方法

印刷品質

印刷位置

1
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1 印刷位置
用紙への印刷データの配置を、標準の位置から右方向と下方向へ微調整します。設定を変更後、

「送信」をクリックすると反映されます。

用紙メニュー

「用紙メニュー」画面では、給紙口ごとの用紙サイズや用紙種類の設定ができます。

1 給紙口構成
給紙口ごとに、用紙サイズと用紙種類を設定できます。「カセット 2」は、オプションの拡張給紙

ユニットが取り付けられているとき、表示されます。

設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

プリンタ構成メニュー

「プリンタ構成メニュー」画面では、プリンタの動作に関する設定ができます。

表：「印刷位置」の項目一覧

項目 説明

X（横）補正 値をマイナスにすると、用紙に対して左方向に印字が移動します。

値をプラスにすると、用紙に対して右方向に印字が移動します。

Y（縦）補正 値をマイナスにすると、用紙に対して上方向に印字が移動します。

値をプラスにすると、用紙に対して下方向に印字が移動します。
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1 プリンタ構成メニュー
プリンタ言語を「WIN」モードと「TEXT」モードで切り替えます。

「WIN」モードでは、本製品専用ドライバの印刷データのみ扱い、「TEXT」モードでは、本製品

専用ドライバの印刷データに加えて TEXT系データ（ESC/P相当）も扱います。

設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

2 パワーセーブに関する設定
パワーセーブ（省電力モード）に移行するまでの時間を設定します。1 分、5 分、10 分、15 分、

30 分、60 分、120 分、240 分から選択できます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映

されます。

パワーセーブの有効／無効を切り替える場合は、 をクリックします。設定方法については、「パ

ワーセーブの有効／無効を設定する」（→ P.163）をご覧ください。

3 エラーに関する設定
ジャムリカバリを行うかどうか設定します。「オン」「オフ」から選択できます。設定を変更後、

「送信」をクリックすると反映されます。

「オン」にすると、印刷中に紙詰まりが発生した場合、紙詰まりが発生したページが復旧後に印

刷されます。

4 タイムアウトに関する設定

タイムアウトに関する設定を変更できます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映され

ます。

パワーセーブの有効／無効を設定する

1 「プリンタ構成メニュー」画面の「パワーセーブ移行時間」で をクリック

します。

「パワーセーブ移行時間」画面が表示されます。

表：「タイムアウトに関する設定」の項目一覧

項目 説明

タイムアウト時間 印刷ジョブの受信中に受信が途絶えた場合に、後続のデータを待つ時間を設定します。

オフ（0秒）、5～ 300（秒）の範囲で設定できます。

ポート開放 ローカル 印刷完了後の各ローカルポート（パラレル、USB）の開放時間を設定します。

ポート開放 ネットワーク 印刷完了後の LANポートの開放時間を設定します。
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2 「パワーセーブ」で、有効／無効を選択します。

3 「送信」をクリックします。

パワーセーブの有効／無効が設定されます。

インターフェースメニュー

「インターフェースメニュー」には、「USB」「パラレル」の 2つのサブメニューがあります。

USB

「USB」画面では、USB接続に関する設定ができます。

USB

パラレル

1
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1 USBメニュー
USB接続に関する設定ができます。設定を変更したら「送信」をクリックして、プリンタを再起

動します。

パラレル

「パラレル」画面では、パラレル接続に関する設定ができます。

1 通信に関する設定
パラレル接続に関する設定ができます。設定を変更したら「送信」をクリックして、プリンタを

再起動します。

表：「USBメニュー」の項目一覧

項目 説明

スピード USBインターフェースの最大転送速度を設定します。

ソフトリセット ソフトリセットコマンドの有効／無効を設定します。USB インターフェースの受信バッファ

をクリアする場合に、「ソフトリセット」機能を使用するソフトウェアがあります。そのよう

なソフトウェアを使用し、USB インターフェースをリセットしたい場合には、本項目を有効

に設定しておく必要があります。

シリアル番号 プリンタのシリアル番号をホストに送信する（有効）か、しない（無効）かを選択できます。

シリアル番号は、パソコンが、接続されている USBデバイスを識別するため使用されます。

プリンタがシリアル番号を送信することでプリンタドライバの出力先が変化しなくなりま

す。

1

表：「通信に関する設定」の項目一覧

項目 説明

双方向モード 双方向通信の有効／無効を設定します。

双方向高速通信（ECP） 双方向モードが有効のとき、双方向高速通信（ECP）をサポートするかどうかを設定します。

・有効：より高速な通信を行えます。

・無効：双方向通信（ニプル）をサポートします。

ACK幅 双方向通信（ニプル）受信時の受信速度を設定します。ACK 幅が短いほど、高速で受信で

きます。通常は初期値のまま使用してください。

ACK/BUSYタイミング 双方向通信受信時の BUSY信号と ACK信号の出力順序を設定します。通常は初期値のまま

使用してください。ただし、初期値のまま使用して受信できない場合は、「ACK While BUSY」

に変更してください。

INIT I-PRIME 信号の有効時間／無効を設定します。パラレルインターフェースの受信バッファを

クリアする場合に、I-PRIME 機能を使用するソフトウェアがあります。このようなソフト

ウェアを使用し、パラレルインターフェースをリセットしたい場合には、本項目を有効に設

定しておきます。
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HEXダンプ

「HEXダンプ」画面では、印刷モードの設定ができます。

1 プリンタを HEXダンプモードにします。
プリンタを HEXダンプモードにする場合に にして、「送信」をクリックします。

HEX ダンプモードを終了するにはプリンタの電源を切ります。HEX ダンプモード時は、受信し

たデータをすべて 16進数で印刷します。

設定印刷

「設定印刷」画面では、プリンタの設定を、項目を選択して印刷できます。

1 設定 /情報の印刷

印刷したい項目を にして「印刷」をクリックすると、選択した内容が印刷されます。

1

表：「設定 /情報の印刷」の項目一覧

項目 説明

設定の一覧 現在のプリンタの設定内容を印刷します。

Network Information ネットワーク情報を印刷します。

TEXTフォントリスト フォントリストを印刷します。

5%サンプル 印字率約 5％のサンプルをテスト印刷します。

エラーログ エラーログを印刷します。

印刷集計結果 トータルの印刷枚数など、印刷集計結果を印刷します。

1
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「ネットワーク」カテゴリ（管理者モードのみ）

「ネットワーク」カテゴリでは、Ethernetの接続、TCP/IP、Email、SNMP、IPPに関する設定

を確認、変更できます。

1 一般ネットワーク設定
ネットワーク上で確認できるプリンタの、識別情報を設定できます。

詳しくは、「一般ネットワーク設定」（→ P.168）をご覧ください。

2 TCP/IP

プリンタの TCP/IPに関する設定ができます。

詳しくは、「TCP/IP」（→ P.168）をご覧ください。

3 Email

プリンタの Email送信に関する設定ができます。

詳しくは、「Email」（→ P.171）をご覧ください。

4 SNMP

プリンタの SNMPに関する設定ができます。

詳しくは、「SNMP」（→ P.181）をご覧ください。

5 IPP

IPP印刷に関する設定ができます。

詳しくは、「IPP」（→ P.183）をご覧ください。

1

2

3

4

5
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一般ネットワーク設定

「一般ネットワーク設定」画面では、Ethernet接続に関する設定ができます。

1 Ethernetの接続

Ethernetの接続状態の確認と接続方法の設定ができます。設定を変更後、「送信」をクリックする

と反映されます。

TCP/IP

「TCP/IP」画面では、TCP/IPに関する設定ができます。

1 現在の設定
現在の TCP/IPに関する設定が表示されます。

各項目については、「ネットワーク詳細情報（管理者モードのみ）」（→ P.156）の「TCP/IPステー

タス」（→ P.157）をご覧ください。

表：「Ethernetの接続」の項目一覧

項目 説明

Ethernetの接続状態 Ethernetの接続状態が表示されます。

Ethernetの接続の設定 ハブとのリンク方法を設定します。「自動」にすると、すべてのハブに対して接続方法

を自動的に選択し、接続を試みます。

1

1

2
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2 設定変更
IPアドレスなど、TCP/IPに関する設定を行えます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反

映されます。

固定 IPアドレスを設定する

1 「TCP/IP」画面の「IP アドレスを手動で設定します。」を にし、「IP ア

ドレスを手動で設定します。」をクリックします。

2 （1）「IPアドレスの設定」画面で、IPアドレスなどを入力して、（2）「OK」

をクリックします。

「TCP/IP」画面に戻ります。

表：「設定変更」の項目一覧

項目 説明

ステップ 1 IPアドレスの設定方法を選択します。

・「IPアドレスを自動で取得します。」を にすると、IPアドレスを自動で取得します。

・「IPアドレスを手動で設定します。」を にすると、「IPアドレスの設定」画面が表示されま

す。設定方法については、「固定 IPアドレスを設定する」（→ P.169）をご覧ください。

ステップ 2 DNSサーバ（プライマリ／セカンダリ）のアドレスを設定する場合は、「（追加設定）その他の

TCP/IP設定」をクリックします。設定方法については、「その他の TCP/IP設定を変更する」（→

P.170）をご覧ください。

ステップ 3 IPv6の有効／無効を設定します。

表：「IPアドレスの設定」の項目一覧

項目 説明

IPアドレス 固定 IPアドレスを設定します。

サブネットマスク サブネットマスクを設定します。

ゲートウェアアドレス ゲートウェイアドレスを設定します。

（1）

（2）
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3 「TCP/IP」画面で「送信」をクリックします。

固定 IPアドレスが設定されます。

その他の TCP/IP設定を変更する

1 「TCP/IP」画面の「（追加設定）その他の TCP/IP設定」をクリックします。

「その他の TCP/IP設定の変更」画面が表示されます。

2 （1）必要に応じて、DNS サーバ（プライマリ／セカンダリ）のアドレス

を入力して、（2）「OK」をクリックします。

「TCP/IP」画面に戻ります。

3 「TCP/IP」画面で「送信」をクリックします。

DNSサーバのアドレスが設定されます。

表：「その他の TCP/IP設定の変更」の項目一覧

項目 説明

DNS サーバアドレス

（プライマリ）

DNSサーバアドレス（プライマリ）を設定します。

DNS サーバアドレス

（セカンダリ）

DNSサーバアドレス（セカンダリ）を設定します。

（1）

（2）
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Email

「Email」には、「送信設定」「障害情報」の 2つのサブメニューがあります。

送信設定

「送信設定」画面では、プリンタから Emailを送信するための設定が行えます。

1 Email送信設定

プリンタから Emailを送信するための設定方法については、「Email送信のための設定をする」（→

P.172）をご覧ください。

送信設定

障害情報

1
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■Email送信のための設定をする

1 「送信設定」画面の（1）「SMTP送信」を「有効」にして、（2）「SMTP

サーバ」と（3）「プリンタ Emailアドレス」を入力します。

「SMTP 送信」を有効にすると、「送信設定」画面の「テスト実行」ボタンが有効になり、

「ステップ 3」の項目が表示されます。

2 「ステップ 3」の「詳細」をクリックし、必要に応じて次の設定を行います。

■SMTPセキュリティ設定

1. 次の項目を設定します。

2. 設定したら「SMTPセキュリティ設定」画面で、「OK」をクリックします。

表：「Email送信設定」の項目一覧

項目 説明

SMTPサーバ プリンタがEmailを送信するときに経由するSMTP サーバ名、またはSMTPサー

バの IPアドレスを、半角英数 64文字以内で設定します。

プリンタEmailアドレス プリンタから送信する Emailの、送信元のメールアドレスを、半角英数 64文字

以内で設定します。

表：「SMTPセキュリティ設定」の項目一覧

項目 説明

SMTPポート番号 SMTPポート番号を 1～ 65535の範囲で設定します。

SMTP認証 SMTP認証の有効／無効を設定します。「有効」を選択すると「ユーザ ID」

「パスワード」設定が表示されます。

（1）

（2）

（3）
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■付加情報設定

1. プリンタから送信される Email本文の文末に付加する情報を選択します。

2. 設定したら「付加情報設定」画面で、「OK」をクリックします。

■その他

1. 返信先 Emailアドレスを設定します。

2. 設定したら「その他」画面で、「OK」をクリックします。

表：「付加情報設定」の項目一覧

項目 説明

プリンタモデル プリンタモデルを付加する場合に にします。

ネットワークインターフェース ネットワークインターフェースを付加する場合に にします。

装置号機 装置号機を付加する場合に にします。

プリンタ管理番号 プリンタ管理番号を付加する場合に にします。

プリンタ名 プリンタ名を付加する場合に にします。

設置場所 設置場所を付加する場合に にします。

IPアドレス IPアドレスを付加する場合に にします。

MACアドレス MACアドレスを付加する場合に にします。

プリンタ URL プリンタ URLを付加する場合に にします。

コメント コメントを付加する場合、半角英数 63文字以内で入力します。

表：「その他」の項目一覧

項目 説明

返信先 Emailアドレス プリンタからの Email 送信がエラーになった場合に、エラーを通知する

Emailアドレスを、半角英数 78文字以内で設定します。
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3 「送信設定」画面で「送信」をクリックします。

プリンタからの Email送信設定が完了します。

障害情報

「障害情報」画面では、プリンタのステータスが変化したときに送信する Email の宛先、内

容、通知方法を設定できます。

1 障害通知条件設定
プリンタの状態を Emailで送信するための、送信先や送信条件を設定できます。

詳しくは、「障害を Emailで通知するよう設定する」（→ P.175）をご覧ください。

2 障害通知条件参照（一覧）

プリンタの状態通知に関する条件を、一覧で確認できます。

詳しくは、「障害通知の設定をすべて確認する」（→ P.179）をご覧ください。

3 障害通知条件参照（アドレスごと）
プリンタの状態通知に関する条件を、送信先ごとに確認したり、初期設定や他の送信先の設定と

比較したりできます。

詳しくは、「障害通知の設定をアドレスごとに確認する／比較する」（→ P.180）をご覧ください。

1

2

3
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■障害を Emailで通知するよう設定する

1 （1）「障害情報」画面の「アドレス n:」に、障害情報通知先の Email ア

ドレスを入力して、（2）「設定」をクリックします。

「障害通知設定」画面が表示されます。

2 （1）障害の通知方法を選択し、（2）「ステップ 2へ」をクリックします。

選択した通知方法により、ステップ 2の画面が異なります。

3 選択した通知方法により、「「定期的な通知」を選択した場合」（→ P.176）、

または「「障害発生時の通知」を選択した場合」（→ P.177）の設定をします。

（1）

（2）

（1）

（2）
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■「定期的な通知」を選択した場合

1.「定期的な通知の設定」画面で次の設定をします。

2. 設定したら「OK」をクリックします。

手順 1の画面に戻ります。手順 4に進んでください。

表：「定期的な通知の設定」の項目一覧

項目 説明

メール通知間隔 プリンタの状態通知のための Email を送信する間隔を、1 ～ 24 時間の範

囲で設定します。

障害通知条件設定 通知対象とするエラー種別を にします。
第 7章　Webブラウザによるプリンタの管理（Printia LASER Internet Service）



7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

■「障害発生時の通知」を選択した場合

1.「障害発生時の通知の設定」画面で通知対象とするエラー種別を にします。

通知対象とするエラー種別を にすると、「詳細設定」画面が表示されます。

2. 選択したエラーを通知する Email送信の、発信遅延を設定します。

手順 1で設定した通知先のアドレスごとに設定できます。

・遅延時間を設定すると、長時間発生し続けているエラーだけを通知することができ

ます。

・遅延時間を「0時間 0分」に設定すると、エラーが発生するとすぐに Emailが送信さ

れます。

3. 設定したら「OK」をクリックします。

手順 1の画面に戻ります。手順 4に進んでください。
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4 障害情報通知先の Emailアドレスを複数設定する場合は、手順 1から

手順 3を繰り返します。

他のアドレスに障害通知設定をコピーする場合

複数の宛先に同じような障害通知条件を設定する場合は、設定した内容を他の宛先にコピー

できます。

1.「障害情報」画面で、コピー元とするアドレスの「コピー」をクリックします。

「設定のコピー」画面が表示されます。

2.（1）選択したアドレスの障害通知設定のコピー先となるアドレスに を付けて、（2）

「コピー」をクリックします。

コピー元のアドレスの障害通知設定の内容が、選択したアドレスにコピーされます。

Emailアドレスの設定が終了したら、手順 5に進みます。

5 障害通知条件の設定内容を確認します。

確認方法については、「障害通知の設定をすべて確認する」（→ P.179）、または「障害通知

の設定をアドレスごとに確認する／比較する」（→ P.180）をご覧ください。

6 「送信」をクリックします。

障害通知の設定が完了します。

（1）

（2）
第 7章　Webブラウザによるプリンタの管理（Printia LASER Internet Service）



7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

■障害通知の設定をすべて確認する

1 「障害情報」画面の「現在の設定一覧参照」をクリックします。

次のような画面が表示されます。

表：「現在の設定一覧」の項目一覧

No. 説明

1 通知対象となるエラー種別と障害レベルが表示されます。

2 エラー種別ごとのアラーム通知の初期設定が表示されます。

3 「障害情報」画面の「障害通知条件設定」に設定したすべてのアドレスごとに、現在の設定内容が

表示されます。

4 該当のアドレスに対して、「定期的な通知」を設定している場合に、設定内容が表示されます。「障

害発生時の通知」を設定しているときは、グレーで表示されます。

5 該当のアドレスに対して、「障害発生時の通知」を設定している場合に、設定内容が表示されま

す。「定期的な通知」を設定しているときは、グレーで表示されます。

1 2 3

4

5
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■障害通知の設定をアドレスごとに確認する／比較する

1 「障害情報」画面の「障害通知条件参照（アドレスごと）」の 2 つのリス

トボックスで、設定内容を確認／比較するアドレスを選択します。

初期設定と比較する場合は、一方のリストボックスで「初期状態」を選択します。

リストボックスの下の表に、選択したアドレスまたは初期状態の設定内容が表示されます。

表：「アドレスごとの設定」の項目一覧

No. 説明

1 通知対象となるエラー種別と障害レベルが表示されます。

2 該当する障害が発生した場合、いつ Email での通知が発信されるかが表示されます。表内の設定

値をクリックすることで、通知条件設定を変更することができます。

3 送信条件に該当する内容が表示されます。

1 2 3
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SNMP

「SNMP」には、「設定」「Trap」の 2つのサブメニューがあります。

設定

「設定」画面では、SNMPを利用するときのコミュニティ名を設定できます。

1 SNMP Readコミュニティの変更

SNMPを利用して、プリンタを参照するときのコミュニティ名を設定します。設定を変更後、「送

信」をクリックすると反映されます。

表：「SNMP Readコミュニティの変更」の項目一覧

項目 説明

新しい SNMP Read コミュニ

ティ

新しい SNMP Readコミュニティ名を、半角英数字 15文字以内で、入力します。

新しい SNMP Read コミュニ

ティの再入力

「新しい SNMP Readコミュニティ」と同じ文字列を入力します。

設定

Trap

1

2

各画面の詳細 181



182
2 SNMP Writeコミュニティの変更

SNMP を利用して、プリンタの設定をするときのコミュニティ名を設定します。設定を変更後、

「送信」をクリックすると反映されます。

Trap

「Trap」画面では、プリンタのステータスが変化したときの Trap発行に関する設定ができま

す。

表：「SNMP Writeコミュニティの変更」の項目一覧

項目 説明

新しい SNMP Write コミュニ

ティ

新しい SNMP Writeコミュニティ名を、半角英数字 15文字以内で、入力します。

新しい SNMP Write コミュニ

ティの再入力

「新しい SNMP Writeコミュニティ」と同じ文字列を入力します。

1
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1 プリンタ Trap設定

プリンタのステータスが変化したときに、メッセージ（SNMP Trap）を発行するための設定がで

きます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

IPP

「IPP」には、「設定」「認証」の 2つのサブメニューがあります。

設定

「設定」画面では、IPPに関する設定ができます。

表：「プリンタ Trap設定」の項目一覧

項目 説明

ステップ 1 プリンタ Trap コ

ミュニティ名設定

Trap発行時のコミュニティ名を、半角英数 31文字以内で設定します。通常

は初期値のまま使用してください。

ステップ 2 アドレス1～アドレ

ス 5

Trap発行先の IPアドレスを設定します。5件まで設定できます。

ステップ 3 プリンタ Trap 送信

条件設定

ステップ 2で設定したアドレスごとに、通知する Trapの内容を設定します。

通知するものに を付けます。

設定

認証

1
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1 基本的な設定

IPP印刷に関する基本的な設定をします。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

認証

「認証」画面では、IPP接続の認証に関する設定ができます。

1 認証の設定

IPP印刷を行うときの認証に関する設定ができます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反

映されます。

表：「基本的な設定」の項目一覧

項目 説明

IPP IPPの有効／無効を設定します。

IPP を使用して印刷するときは、次のい

ずれかの URIを使用してください。

IPP印刷を行うときに使用できる URIが表示されます。

管理者からの連絡事項 管理者からの連絡事項を、半角英数字 127文字以内で入力します。

表：「認証の設定」の項目一覧

項目 説明

認証 IPP印刷時に認証を行うかどうかを設定します。

・NONE：IPP印刷時に認証を行いません。

・BASIC：IPP印刷時に認証を行います。「BASIC」に設定した場合は、プリンタの

「プロパティ」ウィンドウの設定が必要です。詳しくは、「パソコンの設定」（→

P.51）をご覧ください。

全てクリア 認証の設定リストに入力した内容をすべてクリアします。

ユーザー名／パスワード 「認証」で「BASIC」を選択した場合、ユーザー名、パスワードを設定します。

50件まで登録できます。

・ユーザー名：IPP印刷を許可するユーザー名を半角英数 63文字以内で設定します。

・パスワード：パスワードを、半角英数 16文字以内で設定します。

1
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「ジョブリスト」カテゴリ

「ジョブリスト」カテゴリでは、印刷ジョブの状態の確認と、表示項目の設定ができます。

表示項目設定

「表示項目設定」画面では、ジョブリストページで表示される項目を設定できます。

1 ジョブリスト表示項目設定：ステップ 1

ジョブリストに表示する項目を選択します。

2 ジョブリスト表示項目設定：ステップ 2

「開く」をクリックすると、「ジョブリストページ」が表示されます。「ジョブリストページ」に

ついて詳しくは、「ジョブリストページ」（→ P.186）をご覧ください。

表：「ジョブリスト表示項目設定」の項目一覧

項目 説明

選択項目 ジョブリストページに表示できる項目のリストです。表示したい項目を選択し

て、「追加」をクリックすると、「表示項目」に追加されます。

表示項目について詳しくは、「ジョブリストページ」（→ P.186）をご覧ください。

表示項目 ジョブリストページに表示する項目です。表示する必要がない項目がある場合

は、項目を選択して「削除」をクリックします。

初期設定 「表示項目」が初期設定の状態になります。

すべて削除 「表示項目」がすべて削除されます。

表示項目設定

1

2
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ジョブリストページ

「ジョブリストページ」では、印刷ジョブの情報や状態を確認できます。

次の画面は、すべての項目が表示された例です。

1 キャンセル

を付けて「ジョブキャンセル」をクリックすると、ジョブ（印刷）をキャンセルします。

2 ドキュメント名

受信している印刷ジョブのファイル名が表示されます。

3 ジョブ状態

ジョブに対するプリンタの状態が表示されます。

・free：未処理

・preinterpreting：先読み中

・waiting：編集待ち

・processing：編集中

・processed：編集完了

・printing：印刷中

・canceling：キャンセル中

・finished：終了

4 コンピュータ名

印刷ジョブの送信元の、Windowsに登録しているコンピュータ名が表示されます。

5 ユーザー名

印刷ジョブの送信元の、Windowsに登録しているユーザー名が表示されます。

6 ジョブ種類

ジョブの種類が表示されます。

・local：設定内容、フォントリスト、エラーログ、またはテスト印刷

・normal：通常印刷ジョブ

・unknown：未定ジョブ

7 印刷済み面数

印刷済みのページ数が表示されます。

8 送信時間

印刷ジョブの送信開始時間、日付が表示されます。

9 送信ポート

印刷ジョブの送信ポート名が表示されます。

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11
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10 ジョブキャンセル

クリックすると、選択したジョブ（印刷）をキャンセルします。

11 更新

クリックすると、「ジョブリストページ」画面の表示内容が最新の情報に更新されます。

「セキュリティ」カテゴリ（管理者モードのみ）

「セキュリティ」カテゴリでは、サービスの有効／無効、IPアドレスフィルタリング、管理

者パスワードに関する設定を確認、変更できます。

1 プロトコル ON/OFF

サービスの有効／無効や、サービスで使用するポート番号を設定できます。

詳しくは、「プロトコル ON/OFF」（→ P.188）をご覧ください。

2 IPフィルタリング

プリンタにアクセスできるパソコン（IPアドレス）を制限する、IPフィルタリングの設定ができ

ます。

詳しくは、「IPフィルタリング」（→ P.189）をご覧ください。

3 パスワード設定

管理者のパスワードの設定を変更できます。

詳しくは、「パスワード設定」（→ P.196）をご覧ください。

1

2

3
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プロトコルON/OFF

「プロトコル ON/OFF」画面では、サービスとポート番号の設定ができます。

1 サービス

次のサービスの有効／無効を設定できます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映され

ます。

2 ポート番号

次のポート番号の設定を変更できます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

表：「サービス」の項目一覧

項目 説明

Web サービス（ポート番

号：80）

「Printia LASER Internet Service」の有効／無効を設定します。

・有効：「Printia LASER Internet Service」を利用できます。

・無効：Web ブラウザでプリンタの URL を指定したときに「404 Not Found」と表

示され、「Printia LASER Internet Service」を利用できなくなります。

「有効」に戻す場合は、プリンタのオペレータパネルから操作する必要があります。

オペレータパネルの操作方法については、 『ハードウェアガイド』の「第 5章 オ

ペレータパネルの操作」をご覧ください。

IPPサービス（ポート番号：

631）

IPPサービスの有効／無効を設定します。

SNMPサービス SNMPサービスの有効／無効を設定します。

表：「ポート番号」の項目一覧

項目 説明

Web Webのポート番号を設定します。

SMTP SMTPのポート番号を設定します。

1

2
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IPフィルタリング

「IPフィルタリング」画面では、プリンタを利用するパソコン（IPアドレス）を制限する設

定ができます。

・フィルタリングできる IPアドレスは、IPv4アドレスのみです。IPv6アドレスは指定できません。

1 IPフィルタリング

プリンタを利用するパソコン（IPアドレス）を制限する、IPフィルタリングの設定をします。設

定方法については、「IPフィルタリングの設定をする」（→ P.190）をご覧ください。

1
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IPフィルタリングの設定をする

プリンタを利用できるパソコンの IP アドレス範囲を指定し、印刷・設定を許可するかどう

かを設定することで、IPアドレスによるプリンタへのアクセスを管理できるようにします。

1 「IPフィルタリング」画面の「IPフィルタリング」で「有効」を選択します。

2 「IP アドレスの範囲を設定します。」でフィルタリングする IP アドレス

の範囲とフィルタリングの内容を設定します。

設定例については、「アドレス範囲の設定例」（→ P.192）をご覧ください。

表：「IPアドレスの範囲を設定します」の項目一覧

項目 説明

優先度 IPアドレスの範囲が重なった場合は、優先度が「高」に設定されているアドレ

ス範囲ほど、優先されます。

アドレス範囲の番号 アドレス範囲の番号が表示されます。

IPアドレスの範囲 IPアドレスの範囲を設定します。

例えば 192.168.0.2から 192.168.0.100までを設定する場合は、次のように設定

します。

・開始アドレス：192.168.0.2

・終了アドレス：192.168.0.100

印刷 印刷を許可するかしないかを設定します。

にすると、該当する IPアドレスからの印刷を許可します。

にすると、該当する IPアドレスからの印刷を禁止します。

設定 設定を許可するかしないかを設定します。

にすると、該当する IPアドレスからの設定を許可します。

にすると、該当する IPアドレスからの設定を禁止します。
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3 「アドレス範囲バーの表示 /更新」をクリックします。

画面左側の「メニューエリア」に、「アドレス範囲バー」が表示されます。

4 設定を行った IP アドレスの範囲が正しいかどうか確認します。

「アドレス範囲バー」に表示されている色分けについては、「アドレス範囲バーの表示 / 更

新」の下に表示されている表をご覧ください。

IP アドレスの範囲を修正する場合は、手順 2から手順 4を繰り返します。

アドレス範囲バー

アドレス範囲バーの見かた
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5 必要に応じて、「設定される管理者 IP アドレス」の値を設定します。

管理者の IPアドレスを、IPフィルタリングの対象外とする場合に、設定します。

・「設定される管理者 IPアドレス」を設定しないと、手順 2の設定によっては、プリンタに

まったくアクセスできなくなることがあります。

6 設定を確認し「送信」をクリックします。

IPフィルタリングの設定が完了します。

アドレス範囲の設定例

「IPフィルタリングの設定をする」（→ P.190）の手順 2の設定例について説明します。

■192.168.0.0～ 192.168.2.128の IPアドレスからの印刷のみを許可したいとき

・「アドレス範囲の番号」の 1の行で、　次のように設定します。

-開始アドレス：192.168.0.0

-終了アドレス：192.168.2.128

-「印刷」欄：

-「設定」欄：

192.168.0.0 192.168.2.128
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・「設定される管理者 IPアドレス」を設定します。

管理者の IPアドレスが「192.168.2.100」の場合は、「設定される管理者 IPアドレス」に「192.168.2.100」

と入力します。

次のようにフィルタリングされます。

192.168.2.100

印刷許可／設定拒否

印刷拒否／設定拒否

ただし「設定される管理者 IPアドレス」に設定された

「192.168.2.100」は、IPフィルタリングの対象外となり、

印刷、設定とも許可される。
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■192.168.0.0～ 192.168.2.128の IPアドレスからの印刷／設定を拒否し、それ

以外の IPアドレスからの印刷のみを許可したいとき

・「アドレス範囲の番号」の 1の行で、　次のように設定します。

-開始アドレス：0.0.0.0

-終了アドレス：192.167.255.255

-「印刷」欄：

-「設定」欄：

・「アドレス範囲の番号」の 2の行で、　次のように設定します。

-開始アドレス：192.168.2.129

-終了アドレス：255.255.255.255

-「印刷」欄：

-「設定」欄：

・「設定される管理者 IPアドレス」を設定します。

管理者の IPアドレスが「192.168.2.100」の場合は、「設定される管理者 IPアドレス」に「192.168.2.100」

と入力します。

0.0.0.0 192.167.255.255

192.168.2.129 255.255.255.255

0.0.0.0 192.167.255.255
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次のようにアクセス制御されます。

■アドレス範囲の設定で重複したアドレス範囲を設定した場合の例

設定範囲が重複している場合は、優先度が高いほうの設定が有効となります。

印刷拒否／設定拒否

印刷許可／設定拒否

ただし「設定される管理者 IPアドレス」に設定された

「192.168.2.100」は、IPフィルタリングの対象外となり、

印刷、設定とも許可される。

印刷許可

■ アドレス範囲の番号 1の設定…192.168.0.0～ 192.168.4.255：印刷許可 /設定許可（優先度：低）

■ アドレス範囲 1と 2の設定を総計した結果…192.168.0.0～ 192.168.2.128：印刷許可 /設定拒否

■ アドレス範囲の番号 2の設定…192.168.0.0～ 192.168.2.128：印刷許可 /設定拒否（優先度：高）

設定が重複したところは、優先度が

高い「番号 2」の設定が有効となる。

192.168.2.129～ 192.168.4.255：印刷許可 /設定許可

印刷拒否／設定拒否
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パスワード設定

「パスワード設定」画面では、管理者のパスワードを設定できます。

1 管理者のパスワードを変更できます。

管理者のパスワードを変更できます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

「メンテナンス」カテゴリ（管理者モードのみ）

「メンテナンス」カテゴリでは、プリンタの再起動や初期化、LANの規模の設定ができます。

1 再起動 /初期化

プリンタの再起動や初期化ができます。

詳しくは、「再起動 /初期化」（→ P.197）をご覧ください。

2 LANの規模の設定

LANの規模を設定できます。

詳しくは、「LANの規模の設定」（→ P.198）をご覧ください。

表：「管理者のパスワードを変更できます。」の項目一覧

項目 説明

新しい管理者のパスワード 新しい管理者のパスワードを、半角英数 15文字以内で入力します。

新しいパスワードの再入力 「新しい管理者のパスワード」と同じ文字列を入力します。

1

1

2
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再起動 /初期化

「再起動 / 初期化」画面では、プリンタ、またはプリンタのネットワークのみの再起動や初

期化ができます。

1 プリンタの再起動

プリンタを再起動する場合は、「プリンタを再起動します。」を にし、「送信」をクリックします。

プリンタのメモリにある印刷ジョブは再起動時に削除されます。

2 ネットワークの再起動

プリンタのネットワークだけを再起動する場合は、「プリンタのネットワークを再起動します。」

を にし、「送信」をクリックします。

3 プリンタの初期化

プリンタの設定をすべて初期化する場合は、「プリンタの設定を初期化します。」を にし、「送

信」をクリックします。

4 ネットワークの初期化

プリンタのネットワークの設定だけを初期化する場合は、「ネットワークの設定を初期化しま

す。」を にし、「送信」をクリックします。

・「プリンタの再起動」「ネットワークの再起動」を行った場合は、再起動が完了するまで「Printia LASER

Internet Service」は利用できません。

・「プリンタの初期化」「ネットワークの初期化」を行った場合は、プリンタの IP アドレスなどを再設定す

るまで「Printia LASER Internet Service」は利用できません。

1

2

3

4
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LANの規模の設定

「LANの規模の設定」画面では、LANの規模の設定ができます。

1 LANの規模の設定

LANの規模を設定できます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

「リンク」カテゴリ

「リンク」カテゴリでは、サポート情報などのページへのリンクを表示、設定できます。

1 リンク

サポート情報や、その他の情報へのリンクが表示されます。

詳しくは、「リンク」（→ P.199）をご覧ください。

2 リンク編集メニュー（管理者モードのみ）

「リンク」画面に表示されるリンク先を設定できます。

詳しくは、「リンク編集メニュー（管理者モードのみ）」（→ P.199）をご覧ください。

表：「LANの規模の設定」の項目一覧

項目 説明

LAN プリンタが接続されている LANの規模により「普通」または「小規模」を設定します。

・普通：通常は、この設定を使用してください。スパニングツリー機能をもつ大規模な LANにも対

応します。ただし、コンピュータが 2、3 台の小規模な LAN に接続するとプリンタの起動時間が

長くなります。

・小規模：コンピュータが 2、3台の小規模 LANから大型の LANまで対応します。ただし、スパニ

ングツリー機能をもつハブに接続した場合に効率よく動作しない場合があります。

1

1

2
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リンク

「リンク」画面では、サポート情報やその他の情報へのリンクが表示されます。

1 サポートリンク

プリンタのサポート情報などへのリンクが表示されます。クリックすると、設定されているリン

ク先のページが表示されます。

表示されるリンク先は、「リンク編集メニュー（管理者モードのみ）」（→ P.199）の「サポートリ

ンク」（→ P.199）で設定できます。

2 その他のリンク

管理者が設定したリンク先が表示されます。クリックすると、設定されているリンク先のページ

が表示されます。

表示されるリンク先は、「リンク編集メニュー（管理者モードのみ）」（→ P.199）の「その他のリ

ンク」（→ P.200）で設定できます。

リンク編集メニュー（管理者モードのみ）

「リンク編集メニュー」画面では、「リンク」画面に表示されるリンク先を設定できます。

1 サポートリンク

「リンク」（→ P.199）画面の「サポートリンク」（→ P.199）に表示されるリンク先の URLを、半

角英数字 255文字以内で設定できます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

1

2

1

2
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2 その他のリンク

「リンク」（→ P.199）画面の「その他のリンク」（→ P.199）に表示されるリンク先のタイトルと

URLを設定できます。設定を変更後、「送信」をクリックすると反映されます。

表：「その他のリンク」の項目一覧

項目 説明

タイトル リンク先のタイトルを、半角英数字 1～ 40文字で設定します。

URL リンク先の URLを、半角英数字 255文字以内で設定します。
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第 8章

こんなときには

この章では、プリンタドライバ、添付ソフトウェアに関するト

ラブルシューティングや留意事項について説明します。
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201



202
1 ソフトウェアに関するトラブル

シューティング

プリンタを使用しているときに発生する問題のうち、ソフトウェアに関するものに

ついて現象と対処方法を説明します。

ハードウェアに関する、次のような問題についての対処方法は 『ハードウェアガイ

ド』の「第 7章 こんなときには」をご覧ください。

・紙詰まり

・オペレータパネルからの印刷設定ができない

・印刷結果が汚い

・異常音、起動しないなどの故障

セットアップ時のトラブルシューティング

プリンタをセットアップするときに発生する問題と、その対処方法について説明します。

プリンタドライバのインストール中に警告ウィンドウが表示された

プリンタドライバのインストール中に、警告ウィンドウが表示されることがあります。ここ

では、注意が必要な次の現象（メッセージ）について説明します。

■「Windowsの CD-ROMを挿入してください」というメッセージが表示された。

対処：

製造元とモデルの選択ウィンドウで、「ディスク使用」をクリックせずに一覧からプリンタ

を選択してインストールしようとすると表示されるメッセージです。

インストールをキャンセルして、プリンタ添付の CD-ROMからプリンタドライバをインス

トールし直すことをお勧めします。

「ネットワークを利用しないプリンタの接続」（→ P.53）

「ネットワークを利用したプリンタの接続」（→ P.15）

■「バージョンの競合」または「ファイルの上書き確認」や、「このコンピュータに

は、より新しいバージョンのドライバが既にインストールされています。」という

メッセージが表示された。

対処：

現在インストールされているものより古いバージョンのプリンタドライバ、あるいはプリン

タドライバが使用する共通のモジュールをインストールしようとしたときに表示されるメッ

セージです。「はい」をクリックして、現在のファイルをそのまま使ってください。
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■「プリンタが接続されているサーバには適切なプリンタドライバがインストール

されていません」というメッセージが表示された。

対処：

クライアント OS（Windows）用のプリンタドライバが、プリントサーバ側に追加（または

代替）インストールされていない状態で、クライアントからサーバ共有プリンタのドライバ

をネットワークインストールしようとしたときに表示されるメッセージです。

いったんインストールを中断し、サーバに追加（または代替）ドライバをインストールして

からクライアントでネットワークインストールを行うか、クライアント側で 「Printia

LASER プリンタユーティリティ」からプリンタドライバをインストールしてください。

サーバ側に追加（または代替）ドライバをインストールする方法、およびクライアント側で

のプリンタドライバのインストール方法については、「プリンタ共有の設定」（→ P.69）をご

覧ください。

USBインターフェースのときにプリンタが検出されない

■最初にプリンタとパソコンを USBインターフェースで接続したところ、「デバイ

スドライバーは正しくインストールされませんでした」と表示された。（7/2008 

R2）

7/2008 R2 の場合、プリンタドライバをインストールする前にプリンタとパソコンを接続し

ていると「デバイスドライバーソフトウェアは正しくインストールされませんでした」とい

うメッセージが表示されます。その場合は、次の手順でプリンタドライバをインストールし

直してください。

1 管理者権限を持ったユーザーでログオンします。

2 「Printia LASER プリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。

「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されます。

・「Printia LASER プリンタユーティリティ セットアップ」ウィンドウが自動的に表示されない場

合は、「エクスプローラ」などを使用して CD-ROMを開き、一番上の階層にある「XLSTART.EXE」

をダブルクリックしてください。

・自動再生時や「XLSTART.EXE」をダブルクリックしたときに、「自動再生」ウィンドウが表示

されます。実行されるプログラムが「XLSTART.EXE」であることを確認し、「Xlstart.exe の実

行」をクリックしてください。

3 メニューから「USB/パラレルでプリンタを使用する」をクリックします。

「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、「はい」をクリックします。

4「Windows セキュリティ」ウィンドウが表示された場合には、「このドライバー

ソフトウェアをインストールします」をクリックします。

5 インストール処理が完了するまで（コマンドプロンプトの画面が閉じるまで）

待ちます。

6 プラグアンドプレイの準備が完了したことを示すメッセージが表示されます。

7 （スタート）→「デバイスとプリンター」の順にクリックします。

8「デバイスとプリンター」フォルダの何もない部分で右クリックし、表示された

一覧から「デバイスマネージャー」を選びます。

「デバイスマネージャー」ウィンドウが表示されます。
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9「ほかのデバイス」の下にある「FUJITSU XL-xxxx」（XL-xxxx はプリンター名）

を選び、右クリックでメニューを開いて、「ドライバー ソフトウェアの更新」を

選びます。

10「ドライバー ソフトウェアの更新」ウィンドウで、「ドライバー ソフトウェア

の最新版を自動検索します」をクリックします。

11 プリンタードライバーのインストールが完了したら、「閉じる」をクリックしま

す。

12「デバイスとプリンター」フォルダーにプリンターアイコンが追加されていれ

ば、プリンタードライバーのインストールは完了です。

■ネットワークの共有サーバ上に置いてあるプリンタードライバーから直接セット

アップを起動した場合に、セットアップメニューから [USB/パラレルでプリン

タを使用する ]をクリックすると、「スクリプトの読み込みに失敗しました（ロ

グオン失敗）。」というエラーが出る場合がある。

サーバ上のファイルへのアクセス権限が不足している場合などに、セットアップの起動に失

敗することがあります。この場合には、以下のいずれかの方法で再度セットアップを起動し

てください。

・一度ローカルのパソコン上にプリンタードライバーをコピーしてから、セットアップを

起動する。

・セットアップを起動する際に、アイコンを右クリックしてメニューを開き、 「管理者とし

て実行」を選択してセットアップを起動する。
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■USBインターフェースでプリンタドライバをインストールする場合に、新しい

ハードウェアが検出されない。（2008（R2以外）/Vista/2003/XP/2000）

対処 1：

次の点を確認してください。

・プリンタの電源は入っていますか

プリンタの電源が入っていない場合は、『設置ガイド』をご覧になり、プリンタの電源を入れてく

ださい。

・プリンタ USBケーブルの規格は合っていますか

USB 1.1または 2.0に準拠したケーブルを使用してください。プリンタ USBケーブルの規格につい

ては、『ハードウェアガイド』の「第 8章 付録」をご覧ください。

・プリンタ USBケーブルは正しく接続されていますか

プリンタ USBケーブルが正しく接続されているか、確認してください。プリンタ USBケーブルの

接続方法については、『ハードウェアガイド』の「第 2 章 プリンタを設置・接続する」をご覧く

ださい。

・パソコンは USBに対応していますか

デバイスマネージャで USBコントローラが表示されるか確認してください。

お使いのパソコンが USB に対応している場合は、「デバイスマネージャ」ウィンドウに USB のホ

ストコントローラと「USBルートハブ」が表示されます。

「デバイスマネージャ」ウィンドウは、次の操作で表示します。

- 2008（R2以外）/Vista

「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」の順にクリックします。「ク

ラシック表示」になっていない場合は「クラシック表示」をクリックしてから、「デバイスマネー

ジャ」をダブルクリックします。「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示された場合は

「続行」をクリックし、表示されたウィンドウで「ユニバーサル シリアル バス コントローラ」の

下を確認します。
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- 2003/XP

「スタート」ボタン→「コントロールパネル」→「プリンタとその他のハードウェア」の順にク

リックし、「関連項目」の中から「システム」→「ハードウェア」の順にクリックして「デバイ

スマネージャ」を開き、「USB (Universal Serial Bus)コントローラ」の下を確認します。

- 2000

「マイコンピュータ」→「コントロールパネル」→「システム」の順にクリックし、「ハードウェ

ア」タブを開いて「デバイスマネージャ」をクリックします。

「デバイスマネージャ」ウィンドウが開くので、「USB (Universal Serial Bus) コントローラ」の下

を確認します。

対処 2：

パソコン上のポート（USB、パラレルポートなど）を無効に設定するアプリケーション

（「Portshutter」など）を使用して、印刷するポートを無効にする（遮断する）設定にしてい

ませんか。印刷するポートが無効（遮断）設定の場合は印刷ができませんので、設定を解除

してください。

パラレルインターフェースのときにプリンタが検出されない

■最初にプリンタとパソコンをパラレルインターフェースで接続したところ、「デ

バイスドライバーは正しくインストールされませんでした」と表示された。(7/

2008 R2）

対処：

「USBインターフェースのときにプリンタが検出されない」にある「最初にプリンタとパソ

コンを USBインターフェースで接続したところ、「デバイスドライバーは正しくインストー

ルされませんでした」と表示された。（7/2008 R2）」（→ P.203）の手順をご覧になり、プリ

ンタドライバをインストールし直してください。

■パラレルインターフェースでプリンタドライバをインストールする場合に、新し

いハードウェアが検出されない。(2008 R2以外 /Vista/2003/XP/2000）

対処：

パソコン上のポート（USB、パラレルポートなど）を無効に設定するアプリケーション

（「Portshutter」など）を使用して、印刷するポートを無効にする（遮断する）設定にしてい

ませんか。印刷するポートが無効（遮断）設定の場合は印刷ができませんので、設定を解除

してください。
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プリンタを新たに追加した、またはプリンタドライバを更新した後に

OSを再起動すると、すでに追加済みのプリンタについてハードウェ

アの検出ウィザードが表示される

■2008/Vista/2003/XPにおいて、パラレルケーブルまたはプリンタ USBケーブ

ルで接続されたプリンタに対して、ドライバセットアップを使用してプリンタの

追加を行うか、またはプリンタドライバの更新を行うと、OSを再起動した後に

すでに追加済みのプリンタについてハードウェアの検出ウィザードが表示され

る。ウィンドウをキャンセルしても、OSを再起動するたびに同じウィンドウが

表示される。

対処：

2008（R2以外）/Vista/2003/XPでは、パソコンと直接接続されたプリンタについては、必ず

ハードウェアの検出ウィザードが表示されます。ウィザードが表示された場合には、ウィン

ドウの指示に従ってもう一度プリンタの追加を行い、ウィザードを完了させてください。

・2008（R2以外）/Vistaの場合：「2008（R2以外）/Vistaの場合」（→ P.58）の手順 3以降

・2003/XPの場合：「2003/XPの場合」（→ P.62）の手順 3以降

プリンタドライバを更新した後、プリンタの「印刷設定」が保存でき
なくなった

■2000において、すでにインストール済みのプリンタドライバを新しいバージョン

のプリンタドライバに更新すると、それ以降プリンタの「印刷設定」を変更して

も、変更内容が保存されずに、初期値に戻ってしまう。

この現象は、プリンタドライバの更新を次の方法で行った場合に発生することがあります。

・プリンタドライバの「詳細設定」ウィンドウの「ドライバ」を別のドライバに変更した。

・プリンタドライバの「詳細設定」ウィンドウの「新しいドライバ」でドライバの更新を

行った。

対処：

「印刷設定」が保存されなくなったプリンタのプリンタドライバを更新し直してください。

更新方法については、「更新する場合」（→ P.106）をご覧ください。

運用時のトラブルシューティング

プリンタの運用中に発生する問題と、その対処方法について説明します。

ネットワーク上のプリンタが検出されない、または印刷できない

■ネットワークに接続できない。

対処 1：

LANケーブルやネットワークの状態を確認してください。

・LANケーブルが抜けている、または抜けかかっていませんか。

プリンタの電源を切り、LAN ケーブルを差し込み直してください。
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・LANケーブルは正しく接続されていますか。

プリンタの電源を入れてから LAN ケーブルを接続すると、ネットワークで確認できないことがあ

ります。

プリンタの電源を切り、LAN ケーブルを接続してから電源を入れ直してください。

・LANケーブルの種類は正しいですか。

ツイストペアケーブルを使用してください。

100Mbpsで使用する場合は、カテゴリー 5 またはエンハンスドカテゴリー 5のツイストペアケーブ

ルを使用してください。

・他のネットワーク機器が同じ IP アドレスになっていませんか。

プリンタが IP アドレスを自動取得していても、同一ネットワーク内の他のネットワーク機器が同

じ IP アドレスを手動設定していると、正しくネットワークに接続できません。設定内容の一覧や

他のネットワーク機器を確認し、IPアドレスを正しく設定してください。

設定内容の一覧印刷、IPアドレスの変更方法については、『ハードウェアガイド』の「第 5章　オ

ペレータパネルの操作」→「代表的な設定項目とその操作方法」をご覧ください。

対処 2：

プリンタの設定を確認してください。

・ IPアドレスなどのネットワーク環境の設定は正しいですか。

IP アドレスなどが変更されている可能性もあります。オペレータパネルを操作し、「インフォメー

ションメニュー」→「セッテイ ノ イチランインサツ」で、設定内容の一覧を印刷し、次の項目を

確認してください。

「IPアドレス」「サブネットマスク」「ゲートウェイアドレス」は正しく設定されていますか。

また、ネットワーク環境を移動した場合、ネットワーク機能の初期化を行った後に、ネットワーク

を再設定することをお勧めします。設定が異なっている場合は、正しく設定してください。

設定内容の一覧印刷、IPアドレスの変更方法については、『ハードウェアガイド』の「第 5章　オ

ペレータパネルの操作」→「代表的な設定項目とその操作方法」をご覧ください。

・プリンタの Ethernetタイプは正しいですか。

1. オペレータパネルの管理者用メニュー「ネットワークメニュー」→「Ethernet タイプ」を「ジ

ドウ」にして LANケーブルとハブユニットを接続します。

2. オペレータパネルを操作し、「インフォメーションメニュー」→「ネットワーク」でネットワー

ク情報を印刷します。

3. Network Information の「General Information」→「Ethernet Type Status」が「OK(***)」になって

いることを確認します。

「Link Fail」の場合は、手順 4に進んでください。

4. オペレータパネルの管理者用メニューの「ネットワークメニュー」→「Ethernet タイプ」をハ

ブユニットの Ethernetタイプに合わせて設定し直します。

5. 手順 2～手順 3を行い、プリンタの Ethernetタイプを正しく設定します。

・ IPフィルタリングによる印刷制限の設定は正しいですか。

「Printia LASER Internet Service」の「セキュリティ」カテゴリ（管理者モードのみ）→「IP フィル

タリング」で設定を確認してください。

IPフィルタリングの設定については、「IPフィルタリング」（→ P.189）をご覧ください。

対処 3：

パソコン側の TCP/IPの状態や設定を確認してください。

・2008/Vistaの場合
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1.「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」→「ネットワークの状態

とタスクの表示」→「ネットワーク接続の管理」→「ローカルエリア接続」→「プロパティ」

の順にクリックします。

「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示された場合は「続行」をクリックしてください。

「インターネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPv4）」が表示されていることを確認してくだ

さい。表示されていない場合は、TCP/IPが組み込まれていません。

2.「インターネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPv4）」が表示されている場合は、TCP/IPの設

定を確認するため、「プロパティ」をクリックします。

3.「IP アドレス」「サブネットマスク」「デフォルトゲートウェイ」が正しく設定されているか確

認します。

・2003の場合

1.「スタート」ボタン→「コントロールパネル」→「ネットワーク接続」→「ローカルエリア接

続」→「プロパティ」の順にクリックします。

「インターネットプロトコル（TCP/IP）」が表示されていることを確認してください。表示され

ていない場合は、TCP/IPが組み込まれていません。

2.「インターネットプロトコル（TCP/IP）」が表示されている場合は、TCP/IP の設定を確認する

ため、「プロパティ」をクリックします。

3.「IP アドレス」「サブネットマスク」「デフォルトゲートウェイ」が正しく設定されているか確

認します。

・XPの場合

1.「スタート」ボタン→「コントロールパネル」→「ネットワークとインターネット接続」→

「ローカルエリア接続」→「プロパティ」の順にクリックします。

「インターネットプロトコル（TCP/IP）」が表示されていることを確認してください。表示され

ていない場合は、TCP/IPが組み込まれていません。

2.「インターネットプロトコル（TCP/IP）」が表示されている場合は、TCP/IP の設定を確認する

ため、「プロパティ」をクリックします。

3.「IP アドレス」「サブネットマスク」「デフォルトゲートウェイ」が正しく設定されているか確

認します。

・2000の場合

1.「スタート」ボタン→「設定」→「コントロールパネル」→「ネットワークとダイヤルセット

アップ」→「ローカルエリア接続」→「プロパティ」の順にクリックします。

「インターネットプロトコル（TCP/IP）」が表示されていることを確認してください。表示され

ていない場合は、TCP/IPが組み込まれていません。

2.「インターネットプロトコル（TCP/IP）」が表示されている場合は、TCP/IP の設定を確認する

ため、「プロパティ」をクリックします。

3.「IP アドレス」「サブネットマスク」「デフォルトゲートウェイ」が正しく設定されているか確

認します。
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■ネットワーク障害が発生しネットワークに接続できない。

対処：

プリンタの Ethernetタイプが正しいか確認してください。

プリンタの Ethernet タイプの設定がハブユニットの規格と一致しない場合、ネットワーク障

害の原因となります。ハブユニットの規格を調べたうえで、次のように対処してください。

1 LANケーブルを抜きます。

2 オペレータパネルの管理者用メニューの「ネットワークメニュー」→「Ethernet

タイプ」をハブユニットの Ethernetタイプに合わせて設定し直します。

3 プリンタの電源を切ります。

4 LANケーブルを接続します。

5 プリンタの電源を入れます。

■IPアドレスが電源を入れるたびに変わってしまう。

対処：

プリンタの IPアドレスを DHCPサーバから自動取得するように設定されていませんか。プ

リンタの IPアドレスを自動取得している場合は、プリンタの IPアドレスがいつも同じとは

限りません。

・プリンタに、固定の IPアドレスを手動で設定する場合は、オペレータパネルの管理者用

メニュー「ネットワークメニュー」→「DHCP ジドウシュトク」を「ムコウ」に設定し

てから、「IPアドレス」で IPアドレスを入力してください。

IP アドレスの設定方法は、『ハードウェアガイド』の「第 5章　オペレータパネルの操作」→「代

表的な設定項目とその操作方法」をご覧ください。

・2003/XP/2000 の場合は、「FUJITSU LPRユーティリティ」の「自動的に IP アドレスを再

設定する」の設定を にしてください。

「自動的に IPアドレスを再設定する」については、「IPアドレスの自動再設定」（→ P.127）を

ご覧ください。

印刷できない

■テスト印刷ができない、あるいはどのアプリケーションからも印刷ができない。

対処 1：

プリンタの状態およびケーブル接続を確認してください。

・プリンタの電源が入っていますか。

・ケーブル類が正しく接続されていますか。

・プリンタがエラー状態になっていませんか。

プリンタがエラー状態になっているときは、エラーの原因を取り除き、印刷可能状態に戻してくだ

さい。

・プリンタ切替器を使用していませんか。

プリンタとの通信が異常となったり、プリンタの故障の原因となったりするおそれがありますの

で、プリンタ切替器は使用しないでください。
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対処 2：

スプーラ上でプリンタまたはドキュメントが停止状態になっていないか、次の手順で確認し

ます。

1 次の手順でプリンタフォルダを開きます。

・7/2008 R2の場合

（スタート）→「デバイスとプリンター」をクリックします。

・2008（R2以外）/Vistaの場合

「スタート」ボタンまたは （スタート）→「コントロールパネル」の順にクリックし、「ハー

ドウェアとサウンド」の「プリンタ」をクリックします。

・2003/XPの場合

「スタート」ボタン→「プリンタと FAX」の順にクリックします。

・2000の場合

「スタート」ボタン→「設定」→「プリンタ」の順にクリックします。

2「プリンタ」フォルダ内の、該当するプリンタをダブルクリックします。

3 表示されるウィンドウのタイトルバーや状態に「停止中」または「一時停止」

と表示されていないか、確認します。

停止状態のときは、「プリンタ」メニュー、および「ドキュメント」メニューの「一時停止」を

解除します。

■RAW印刷ができない。

対処：

オペレータパネルを操作し、管理者用メニュー「ネットワークメニュー」→「SNMP」が

「ユウコウ」になっているか確認してください。「ムコウ」の場合は「ユウコウ」に変更して

ください。

設定方法について詳しくは、『ハードウェアガイド』の「第 5 章　オペレータパネルの操

作」をご覧ください。

■IPP印刷ができない、あるいはアクセス拒否になる。

対処：

「Printia LASER Internet Service」の設定を確認してください。

・「セキュリティ」カテゴリ→「プロトコル ON/OFF」→「サービス」の「IPPサービス」が

「有効」になっているか確認してください。「無効」の場合は「有効」に変更してください。

設定方法については、「プロトコル ON/OFF」（→ P.188）をご覧ください。

・「ネットワーク」カテゴリ→「IPP設定」→「基本的な設定」の「IPP」が「有効」になっ

ているか確認してください。

設定方法については、「設定」（→ P.183）をご覧ください。

・「ネットワーク」カテゴリ→「IPP設定」→「認証の設定」は正しく設定されていますか。

設定内容を確認し、正しく設定してください。

設定方法については、「認証」（→ P.184）をご覧ください。

IPP 印刷のための設定方法については、「OS 標準のインストーラでインストールする（IPP

印刷）」（→ P.42）をご覧ください。
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印刷が開始されるまでに時間がかかる

■最初の 1ページ目が印刷されるまでに数 10秒以上かかる。

対処：

プリンタが節電状態になっていた場合は、定着器の温度が上がるまで準備中となります。

節電状態に入るまでの時間を必要に応じて変更してください。

印刷結果がプリンタドライバの設定と異なる

■アプリケーションから印刷を行ったが、印刷結果がプリンタドライバで設定した

内容と異なっている。

対処：

アプリケーションによっては、データ保存時に印刷に関する設定（プリンタドライバの設定

を含む）を保存します。

このため、アプリケーション側から変更するまで、保存してある設定値で印刷されることが

あります。また、アプリケーション側で部数や用紙サイズなどを設定するものもあります。

このような場合は、「印刷設定」で設定を変更しても反映されません。

印刷する文書を開いたアプリケーション側でプリンタ設定のプロパティを開いて、設定を変

更してください。

なお、プリンタドライバの設定内容については、「プリンタドライバで設定できる内容」（→

P.86）をご覧ください。

プリンタの設定情報を取得できない

■プリンタドライバの「デバイスオプション」タブ画面の「プリンタの情報を取得

する」をクリックしても、プリンタの設定情報が取得できない。または、「プリン

タの情報を取得する」が選択できない。

対処：

・オペレータパネルを操作し、管理者用メニュー「ネットワークメニュー」→「SNMP」が

「ユウコウ」になっているか確認してください。「ムコウ」の場合は「ユウコウ」に変更

してください。

設定方法について詳しくは、『ハードウェアガイド』の「第 5章　オペレータパネルの操作」をご

覧ください。

・「Network Extension」がインストールされているか確認してください。

「Network Extension」がインストールされていないと「プリンタの情報を取得する」は選択できませ

ん。

「Network Extension」のインストール方法については、「プリンタ情報の管理（Network Extension）」

（→ P.128）をご覧ください。
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「FUJITSU LPRユーティリティ」使用時のトラブル
シューティング

「FUJITSU LPRユーティリティ」使用時のトラブル

■「FUJITSU LPRユーティリティ」のメインウィンドウの「状態」欄が「未接続」

になり印刷ができない。

対処：

次の点を確認してください。

・登録プリンタの IPアドレスは正しく設定されていますか。

メインウィンドウで、使用しているプリンタを選択してから「リモートプリントメニュー」→「プ

リンタの再設定」の順に選択し、「IPアドレス」が正しく設定されているか確認してください。

・メインウィンドウの「プリンタ」欄の名称と、「スタート」ボタン→「設定」→「プリン

タ」（ XP/2003 では、「プリンタと FAX」）フォルダの名称が一致していますか。

メインウィンドウの「プリンタ」欄の名称

「プリンタ」フォルダの名称

メインウィンドウの「プリンタ」欄の名称と「プリンタ」フォルダの名称が一致していない場合は、

「FUJITSU LPR ユーティリティ」で登録プリンタを削除（→ P.122）し、再度プリンタの登録（→

P.116）を行うか、「プリンタ」フォルダの名称をメインウィンドウの「プリンタ」欄と同じ名称に

変更してください。

・「スタート」ボタン→「設定」→「プリンタ」（XP/2003 では「プリンタと FAX」） フォル

ダからプリンタが削除されていませんか。

「プリンタ」フォルダからプリンタが削除されている場合は、「FUJITSU LPR ユーティリティ」のプ

リンタも削除し、設定し直してください。

プリンタの設定方法については、「プリンタの登録」（→ P.116）をご覧ください。

「FUJITSU LPRユーティリティ」については、「「FUJITSU LPRユーティリティ」の機能」（→

P.118）をご覧ください。
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■IPアドレスの検索／設定ができない。

ジョブの自動転送ができない。

プリンタのステータスが表示できない。

対処：

オペレータパネルを操作し、管理者用メニュー「ネットワークメニュー」→「SNMP」が

「ユウコウ」になっているか確認してください。「ムコウ」の場合は「ユウコウ」に変更して

ください。

設定方法について詳しくは、『ハードウェアガイド』の「第 5 章　オペレータパネルの操

作」をご覧ください。

「Printia LASER Internet Service」使用時のトラブル
シューティング

「Printia LASER Internet Service」使用時のトラブル

■「Printia LASER Internet Service」に接続できない。

対処：

次の点を確認してください。

・プリンタに電源が入っていますか。

・LANケーブルは正しく接続されていますか。

・Webブラウザに入力した URLは正しいですか。

「Printia LASER Internet Service」を表示するときの URLは「http://」＋「プリンタの IPアドレス」ま

たは「http://」＋「ホスト名＋ドメイン名」を指定します。

プリンタの URLに指定した IPPプリンタ名（「/」以降）は指定しないでください。

また、設定の一覧を印刷し、次の点も確認してください。

・プリンタに IPアドレスが正しく設定されていますか。

URL に「ホスト名＋ドメイン名」を指定した場合は、DNS サーバの設定も正しいか確認してくだ

さい。

・TCP/IP設定は「有効」になっていますか。

「無効」の場合は、プリンタのオペレータパネルの操作で「有効」に変更してください。

・Web設定は有効になっていますか。

オペレータパネルを操作し、管理者用メニュー「ネットワークメニュー」→「WEB/IPP」が「ユウ

コウ」になっているか確認してください。「ムコウ」の場合は「ユウコウ」に変更してください。

設定方法について詳しくは、『ハードウェアガイド』の「第 5 章　オペレータパネルの操

作」をご覧ください。
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■「ステータス更新」が機能しない。

各カテゴリでメニューの項目を選択しても、情報の画面が更新されない。

対処：

・Webブラウザで、表示を更新してください。

また、使用しているパソコンの OS やWebブラウザが適切かどうかを確認してください。

・Webブラウザが JavaScriptの使用を禁止する設定になっていないか確認してください。

・設定の変更後、「送信」をクリックする前に他のカテゴリやメニューをクリックしていま

せんか。

設定を変更した場合は、その画面で「送信」をクリックしてください。また、設定中に他のカテゴ

リやメニューに切り替えると切り替え前の設定値は反映されませんのでご注意ください。設定の変

更については、「設定の変更（管理者モードのみ）」（→ P.139）をご覧ください。

■パスワードを忘れて、設定を変更できない。

対処：

どうしてもパスワードを思い出せない場合は、プリンタネットワーク機能の初期化を行って

ください。

ただし、この場合はネットワークに関する設定がすべてご購入時の状態に初期化されます。

ネットワークの設定を初期化する前に、設定内容の一覧を印刷し、現在の設定内容を確認し

ておくことをお勧めします。

ネットワーク機能の初期化について詳しくは、『ハードウェアガイド』の「第 1章　お使い

になる前に」→「各部の名称と機能」の「TESTスイッチ」をご覧ください。

メールに関するトラブル

■メールがエラーとなり送信できない。

対処：

次の点を確認してください。

・SMTPサーバが正常に作動していますか。

ネットワーク管理者に確認してください。

・SMTPサーバの IPアドレスが正しく入力されていますか。

「Printia LASER Internet Service」で正しい IPアドレスを入力してください。

・送信する通知項目が正しく設定されていますか。

「Printia LASER Internet Service」 で、メールで通知したい項目をチェックしてください。

・送信先メールアドレスが正しく入力されていますか。

「Printia LASER Internet Service」 で、正しい送信先を指定してください。

「Printia LASER Internet Service」 のメールに関する設定については、「Email」（→ P.171）をご

覧ください。
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エラー情報

「Printia LASER Internet Service」利用時に表示されるメッセージについて説明します。

トップページにおけるエラー情報、およびステータスウィンドウにおける表示メッセージ

は、エラーと警告に分けられます（本情報は、E-Mail サービスで通知されるステータス情

報と同一です）。

トップページのエラー情報

・エラー発生時：赤色のメッセージを表示

・警告発生時：黄色のメッセージを表示

ステータスウィンドウの表示メッセージ（管理者モード）

ステータスウィンドウでは下記のとおりエラーランプが点滅します。点滅しているランプを

クリックするとメッセージが表示されます。

・エラー発生時：エラーランプが点灯

・警告発生時：エラーランプが点滅

これらのメッセージは英語で表示されますが、内容は次の表のとおりです。また、メッセー

ジは優先度の高いものから表示されますので、優先度の低いメッセージは、優先度の高い

メッセージの発生要因が解除されるまで表示されないことがあります。

優先度は次の表の順に従います。

対処方法について詳しくは、『ハードウェアガイド』をご覧ください。

表：「エラー情報」欄のメッセージ一覧

種別 表示メッセージ メッセージの意味／対処

エラー Service Call Required プリンタに異常が発生しています。プリンタの電源を切り、

入れ直してください。それでも復旧しない場合は、ハード

ウェア修理相談センターへご連絡ください。

エラー Cover Open for Upper Cover プリンタのトップカバーが開いています。印刷するときは、

トップカバーを閉めてください。

エラー Cover Open for Rear Cover プリンタのリアカバーが開いています。印刷するときは、

リアカバーを閉めてください。

エラー Drum Missing ドラムカートリッジが正しく取り付けられていません。ド

ラムカートリッジを取り付け直してください。

エラー Improper Toner Lock Lever

Position 

トナーカートリッジのロックレバーの位置が正しくありま

せん。トナーカートリッジを取り付け直してください。

エラー Drum Life Error ドラムカートリッジの交換時事です。新しいドラムカート

リッジと交換してください。

トップカバーを開閉してメッセージが消える場合は、その

まま使用してください。

エラー Paper Feed Jam 用紙排出部、定着器付近での紙詰まりです。トップカバー

を開けて、詰まった用紙を取り除いてください。

エラー Paper Input Jam 給紙口付近での紙詰まりです。トップカバーを開けて、詰

まった用紙を取り除いてください。
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エラー Paper Size Error for MP Tray 給紙トレイにセットされている用紙のサイズが、プリンタ

ドライバ側の設定値と異なっています。

用紙の排出途中で本メッセージが表示され、プリンタ内に

用紙が残っている場合は、用紙を取り除いてから「sss」に

表示されているサイズの用紙をセットしてください。

用紙が排出された場合は、「sss」に表示されているサイズ

の用紙をセットし、トップカバーを開閉してください。

エラー Paper Size Error for Cassette1 カセット 1（標準の給紙カセット）にセットされている用

紙のサイズが、プリンタドライバ側の設定値と異なってい

ます。

用紙の排出途中で本メッセージが表示され、プリンタ内に

用紙が残っている場合は、用紙を取り除いてから「sss」に

表示されているサイズの用紙をセットしてください。

用紙が排出された場合は、「sss」に表示されているサイズ

の用紙をセットし、トップカバーを開閉してください。

エラー Paper Size Error for Cassette2 カセット 2（オプションの拡張給紙ユニット）にセットさ

れている用紙のサイズが、プリンタドライバ側の設定値と

異なっています。

用紙の排出途中で本メッセージが表示され、プリンタ内に

用紙が残っている場合は、用紙を取り除いてから「sss」に

表示されているサイズの用紙をセットしてください。

用紙が排出された場合は、「sss」に表示されているサイズ

の用紙をセットし、トップカバーを開閉してください。

エラー Toner Sensor Error トップカバーを開閉してみて、メッセージが消える場合は

問題ありません。メッセージが消えない場合は、トナーセ

ンサーに異常が発生しています。ドラムカートリッジが正

しく取り付けられているか、確認してください。

エラー Drum/Toner Not Installed ドラムカートリッジとトナーカートリッジが取り付けられ

ていない、またはトナーカートリッジが不良です。

ドラムカートリッジとトナーカートリッジを取り付け、そ

れでもエラーとなる場合は、サプライ品のトナーカート

リッジに交換してください。

エラー Incompatible Toner 使用できないトナーカートリッジが取り付けられていま

す。弊社が推奨するトナーカートリッジに交換してくださ

い。

エラー Toner Out トナーカートリッジの交換時期です。新しいトナーカート

リッジと交換してください。

トップカバーを開閉してメッセージが消える場合は、その

まま使用してください。

エラー Memory Over Flow メモリ不足です。「オンライン」スイッチを押してエラーを

解除し、解像度を下げてから印刷してください。

エラー Paper Cassette1 Open カセット 1（標準の給紙カセット）が正しく取り付けられ

ていません。カセット 1を取り付けてください。

表：「エラー情報」欄のメッセージ一覧

種別 表示メッセージ メッセージの意味／対処
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エラー Paper Out for MP Tray 給紙トレイの用紙がありません。給紙トレイに用紙をセッ

トしてください。

エラー Paper Out for Cassette1 カセット 1（標準の給紙カセット）の用紙がありません。カ

セット 1に用紙をセットしてください。

エラー Paper Out for Cassette2 カセット 2（オプションの拡張給紙ユニット）の用紙があ

りません。カセット 2に用紙をセットしてください。

エラー Size Mismatch for Cassette1 カセット 1（標準の給紙カセット）の用紙サイズの設定値

が、プリンタドライバ側とオペレータパネル側で一致して

いません。「リセット」スイッチを押してジョブをキャンセ

ルするか、「sss」に表示されているサイズの用紙をセット

して「オンライン」スイッチを押してください。エラー解

除後、プリンタドライバ側とオペレータパネル側の用紙サ

イズの設定値を見直してください。

エラー Size Mismatch for Cassette2 カセット 2（オプションの拡張給紙ユニット）の用紙サイ

ズの設定値が、プリンタドライバ側とオペレータパネル側

で一致していません。「リセット」スイッチを押してジョブ

をキャンセルするか、「sss」に表示されているサイズの用

紙をセットして「オンライン」スイッチを押してください。

エラー解除後、プリンタドライバ側とオペレータパネル側

の用紙サイズの設定値を見直してください。

エラー Paper Request for MP Tray 給紙トレイに用紙をセットしてください。

エラー Cancel Job Request 印刷ジョブのキャンセルを確認中です。

警告 Invalid Data 無効なデータを受信しました。

警告 Storage Error フラッシュメモリアクセスエラーが発生しています。

警告 Drum Life Warning ドラムカートリッジの交換時期が近づいています。

警告 Drum Life Error ドラムカートリッジの交換時期です。新しいドラムカート

リッジと交換してください。

警告 Toner Sensor Warning トナーセンサーに異常が発生しています。ドラムカート

リッジを取り付け直してください。それでもメッセージが

消えない場合は、プリンタの電源を切り、入れ直してくだ

さい。

警告 Toner Out トナーカートリッジの交換時期です。新しいトナーカート

リッジと交換してください。

警告 Toner Low トナーが残り少なくなっています。新しいトナーカート

リッジを準備してください。

警告 Printer Life 本製品が寿命に達しました。

警告 Printer Near Life 本製品の寿命が近づいています。

表：「エラー情報」欄のメッセージ一覧

種別 表示メッセージ メッセージの意味／対処
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2 ソフトウェアに関する留意事項

ここでは、本製品添付のソフトウェアをご使用になる場合の留意事項について説明

します。

Windowsをアップグレードする場合

Windowsをアップグレードする場合、XLプリンタドライバおよび XLプリンタ関連ソフト

ウェアをあらかじめ削除（アンインストール）してください。そしてアップグレード完了

後、各ソフトウェアを再インストールしてください。

削除（アンインストール）を行わずに Windows をアップグレードした場合に発生する可能

性がある問題、および対処方法は、次のとおりです。

■プリンタドライバ

プリンタドライバがインストールされた状態で Windows のアップグレードを行うと、

Windows 添付のドライバに置き換わる、およびアップグレード前のドライバが登録された

ままになることがあります。

この状態では、XL-4280 プリンタドライバが提供している機能が使用できない、または正し

く印刷が行えないなどの現象が発生する場合があります。

プリンタドライバを削除し、インストールし直してください。

プリンタドライバの削除については、「削除する場合」（→ P.106）をご覧ください。

プリンタドライバのインストール方法については、次の項目をご覧ください。

・「ネットワークを利用したプリンタの接続」（→ P.15）

・「ネットワークを利用しないプリンタの接続」（→ P.53）

その他の留意事項

インストール、アンインストール時の注意事項

「Printia LASER プリンタユーティリティ」に格納されている各種ソフトウェアをインス

トールまたはアンインストールするときは、管理者権限でログオンしてください。

一般ユーザーでログオンした場合は、正しくインストールまたはアンインストールできない

ことがあります。

一般ユーザーでインストールまたはアンインストールして正常に動作しなくなった場合は、

管理者権限でログオンし、同一フォルダに上書きインストール後、再度操作してください。

クラスタ環境について

クラスタ環境での動作は保証していません。
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3 Citrix製品、およびWindowsター
ミナルサービス環境での利用について

XL-4280 プリンタドライバは、「Citrix XenDesktop」「Citrix Presentation Server」

（MetaFrame）、およびWindowsターミナルサービス環境下で使用できます。

動作確認環境などは随時更新されます。最新の情報については、富士通製品情報ページ

（http://www.fmworld.net/biz/printer/support/metaframe/）の「Citrix製品 , Windows ターミナル

サービス対応状況」をご覧ください。

なお、上記 URLは、このマニュアル発行時点のものです。

プリンタ接続形態

プリンタマッピングにより自動作成されるプリンタへ印刷を行う環境での利用が可能です。

この場合、あらかじめクライアント環境の端末にプリンタケーブルや、ネットワークで直接

接続されたプリンタを定義しておく必要があります。

その他の留意事項

マッピングプリンタへの印刷中止操作は、ターミナルウィンドウではなくクライアント端末

にインストールしているプリンタの印刷キューから行ってください。
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第 9章

用語解説およびお試しソフトウェア
の概要

ここでは、用語解説および、お試し版のソフトウェアの概要を

説明します。
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1 用語解説

本製品に関連する用語、またはこのマニュアル内に登場する用語の意味について説

明します。

■DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）

IPアドレスの自動割り付けシステムです。クライアントが TCP/IP通信を行うときに、必要

に応じてサーバから IPアドレスをもらい、通信終了後はサーバに IPアドレスを戻します。

■DNS（Domain Name System）

ホスト名から IPアドレスを取得できるようにするサービスを提供するシステムです。

■EMF（Enhanced Meta File）

プリンタに依存しない中間データ形式です。この形式は印刷データよりサイズが小さいた

め、印刷を実行してから処理がアプリケーションに戻るまでの時間を短縮できます。

■HTTP（HyperText Transfer Protocol）

インターネット上の WWW サーバからデータを送受信するために使用される通信プロトコ

ルです。

HTML（HyperText Markup Language）文書や、文書に関連付けされた画像や音声ファイルな

どをやり取りすることができます。IETF（Internet Engineering Task Force）によって RFCと

して規格化されています。XLシリーズのIPP対応機種では、HTTP/1.1をサポートしています。

■IPP（Internet Printing Protocol）

RFC として規格化されたインターネット経由での印刷をサポートした印刷制御プロトコル

です。

Printianaviネットワークポートの接続モードが IPPの場合に使用しています。ファイル転送

のプロトコル HTTP（HyperText Transfer Protocol）を使用しており、LANを超えた環境でも

アクセスできることが特長です。XLシリーズでサポートしている IPPは、標準の IPPを拡

張することで「Printianavi」を使用した双方向通信が可能となっています。

■LPR（Line Printer Remote）

TCP/IP標準の印刷制御プロトコルです。2008/Vista/2003/XP/2000/NTでは、UNIX用印刷サー

ビスまたは TCP/IP印刷サービスとして標準添付されています。ただし、双方向通信はサポー

トしていないため、LPR印刷では Printianavi機能は使用できません。
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■MIB（Management Information Base）

SNMPでは、ネットワーク上の各種接続機器の動作状況を監視、管理するための動作状況に

関するデータをMIB（Management Information Base : 管理情報ベース）といいます。

本製品は MIB-II および PrinterMIB をサポートしています。「Printia LASER プリンタユー

ティリティ」には PrinterMIBに対応した ASN.1形式の「XLprtmib.my」が「MIB」ディレク

トリに格納されています。これを SNMP管理ソフトにインストールして使用してください。

■RAW印刷

2008/Vista/2003/XP/2000 に実装されている標準 TCP/IP ポートモニタにおける RAW プロト

コル印刷をサポートします。

ただし、双方向通信はサポートしていないため、RAW印刷では Printianavi 機能は使用でき

ません。本製品では、ポート番号を 9100に固定しています。

■RFC（Request For Comments）

インターネットの研究開発機関 IETF（Internet Engineering Task Force）がとりまとめている

文書群を指します。一般的には TCP/IPの規格書として知られています。

■SNMP（Simple Network Management Protocol）

SNMPとは、ネットワーク上の各種接続機器を管理するためのインターネット標準のプロト

コルです。

ネットワーク上の各種接続機器が SNMP をサポートしていれば、ワークステーションで動

作している汎用の SNMP 管理ソフトから、SNMP メッセージを使用することでその接続機

器の設定情報であるMIB（Management Information Base : 管理情報ベース）を読み込んだり、

逆にそれを設定したりすることで接続機器の集中管理や、接続機器の非同期に起こるエラー

発生とその内容を監視することが可能となります。

・SNMPメッセージ

SNMPによるエージェントの管理は次の 5種類のメッセージを使って行われます。

なお、本製品では SetRequestはサポートしていません。

表：SNMPメッセージの種類

メッセージ種別 説明 メッセージの送信方向

GetRequest オブジェクトの値の読み出し要求 マネージャ→エージェント

GetNextRequest オブジェクトの連続した値の読み出し要求 マネージャ→エージェント

SetRequest オブジェクトの値の書き込み要求 マネージャ→エージェント

GetResponse 読み出し・書き込み要求に対する応答 エージェント→マネージャ

Trap 例外事象の通知 エージェント→マネージャ
用語解説 223
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■プロキシサーバ（Proxy Server）

インターネットとの接続時にセキュリティを確保するために設置されるサーバで、ネット

ワーク内のコンピュータを代理して外部へのアクセスを行う機能をもちます。

ファイアウォールによって外部から守られたネットワーク環境においては、ネットワーク内

部から外部へのアクセスを行えないという問題があります。この問題を解決するために、プ

ロキシサーバは、外部へのアクセス要求を受け付け、その作業を代理で行います。この処理

によって、内部から外部へのアクセスが行えるようになると共に、ネットワーク内部のセ

キュリティを確保することが可能となっています。

また、セキュリティ機能以外にもプロキシサーバの中には、WWWアクセス時の HTMLデー

タをキャッシュする機能をサポートするものもあり、同じ WWW サーバへアクセスがあっ

た場合はキャッシュしているデータを返すことで、WWW アクセスを高速に行うことがで

きるようにすることもできます。
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2 PrintBarrierの概要

「PrintBarrier」を使用すると、印刷機能をもつアプリケーションであれば、種類を問

わず、印刷データを利用したさまざまな機能を利用できるようになります。

「PrintBarrier」による印刷機能を利用することにより、印刷コストの削減と、効率的

な印刷を実現できます。「PrintBarrier Standard」（クライアント製品）の機能に加

え、「PrintBarrier Enterprise」（サーバ製品）を利用することで印刷管理も可能です。

特長

■印刷コストの削減

・プレビュー上で詳細確認と不要なページのカット

・縮小印刷による印刷用紙の削減

・印刷データのファイル保存

・印刷枚数制限（Enterprise）

■印刷セキュリティの強化

・ヘッダー／フッター／背景の追跡情報印刷

・管理者設定による追跡情報の強制印字（Enterprise）

・ログ収集／レポート出力（Enterprise）

動作環境

「PrintBarrierお試し版」の機能制限

・PrintBarrier Standardのすべての機能が使用できます。Enterprise機能は含みません。

・プレビュー左下に「お試し版を利用して作成した」旨のメッセージが表示されます。

・プレビュー表示 30回で製品購入をうながすメッセージが表示されます。

・対応 OSは、Vista/XP/2000になります。

「PrintBarrier」についてのお問い合わせ先

お問い合わせ先は、このマニュアル発行時点のものです。

対応 OS ：Enterprise…2003/2000 Server／ Standard…Vista/XP/2000

メモリ ： 512MB以上（推奨）

ハードディスク ：空き容量

Enterprise…2GB以上／ Standard…300MB以上

お問い合わせ先 ： 株式会社富士通アドバンストエンジニアリング

お問い合わせ用 URL ： http://jp.fujitsu.com/group/fae/contact/

製品情報 URL ： http://www.infobarrier.com/
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3 RepoAgentの概要

「RepoAgent」は、ビジネス帳票を作成、印刷するためのソフトウェアです。

ワープロを使用する感覚で、さまざまなビジネス帳票をビジュアルに作成できます。

また、帳票の印刷はアプリケーションから制御できます。

特長

■帳票印刷プログラムの生産性を大幅に向上

ワープロを使用する感覚で手軽に帳票設計ができ、帳票印刷プログラムの生産性を大幅に向

上します。また、運用中に会社のロゴを変更するといった作業も、帳票印刷プログラムを変

更することなく対応できます。

■多彩な帳票設計

次の多彩な表現手段の提供により、複雑な帳票も簡単に設計できます。

罫線、網かけ、文字装飾、バーコード（11種）、画像、データ内容に応じた小計／見出し／

改ページの自動挿入など

■容易なアプリケーション連携

アプリケーション側では、帳票に埋め込むデータをCSVテキスト形式で出力し、「RepoAgent」

を呼び出すだけで帳票印刷を実現できます。CSVテキストは Unicodeにも対応しています。

また、アプリケーションからの呼び出しインターフェースには、コマンド、API、ActiveX

コントロール、Javaクラスの 4種類を用意しています。お使いの開発環境や運用形態に応じ

て選択できます。

動作環境

「RepoAgentお試し版」の機能制限

・お試し版で作成したレポート定義ファイルは、「RepoAgent」では使用できません。

・用紙の背景に「お試し版を利用して作成した」旨のメッセージが表示されます。

対応 OS ：Vista/2003/XP/2000

対応パソコン ： FMVシリーズおよび PC/AT互換機

メモリ ： 64MB以上

ディスプレイ ：解像度 800× 600以上（1024× 768以上を推奨）

ハードディスク ：空き容量 300MB 以上

プリンタ ：Windowsから印刷できるプリンタ（バーコード印刷時は印刷解像度 300dpi以上

を推奨）
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「RepoAgent」についてのお問い合わせ先

お問い合わせ先は、このマニュアル発行時点のものです。

お問い合わせ先 ： 株式会社富士通北陸システムズ

電話番号 ： 076-244-9575

FAX ： 076-241-4590

E-Mail ： repoagent@cs.jp.fujitsu.com

URL ： http://jp.fujitsu.com/fjh/services/package/repoagent/

電話受付時間 ： 月～金、9:00～ 17:30

祝日・年末年始などの休業日は除きます。
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4 かんたんバーコード Liteの概要

「かんたんバーコード Lite」は、パソコンでバーコードを簡単に作成するためのソフ

トウェアです。

特長

次のバーコードを作成できます。

表：バーコードの種類

バーコード種別 説明

JAN標準 国際的規格の POSシンボルです。多くの商品に使用されています。

JAN短縮 JANの短縮版です。標準版を印刷できないような小さな商品向けです。

NW-7 英数字が表現でき、コンピュータ機器などの特殊商品に使用されてい

ます。

カスタマ 平成 10年から導入されている郵便番号用です。

Code 3 of 9 英数字が表現でき、主に工業用として使用されています。

Industrial 2 of 5 古くから工業用として使用されている数字専用のバーコードです。

Interleaved 2 of 5 Industrial 2 of 5 と同様に工業用として使用されている数字専用のバー

コードです。データ圧縮機能があります。

UPC-A アメリカやカナダなどで広く使用されている POSシンボルです。

UPC-E UPC-Aの短縮版です。UPC-Aを印刷できないような小さな商品向けで

す。

QRコード（モデル 1） 多くの業界で使用されている、高速読み取りを重視した 2 次元コード

です。

QRコード（モデル 2） モデル 1よりも大量のデータに対応できる QRコードです。

QRコード（マイクロQR） モデル 1、モデル 2よりもバーコードの面積を小さくできる QRコード

です。ただし、表現できるデータ量は少なくなります。
第 9章　用語解説およびお試しソフトウェアの概要



9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

動作環境

「かんたんバーコード Lite」についてのお問い合わせ先

お問い合わせ先は、このマニュアル発行時点のものです。

対応 OS ：Vista/2003/XP/2000

対応パソコン ： FMVシリーズおよび PC/AT互換機

メモリ ： 32MB以上（推奨）

お問い合わせ先 ： 株式会社富士通北陸システムズ

電話番号 ： 076-244-9575

FAX ： 076-241-4590

E-Mail ： fjh-barcode@cs.jp.fujitsu.com

URL ： http://jp.fujitsu.com/fjh/services/package/barcode/

電話受付時間 ： 月～金、9:00～ 17:30

祝日・年末年始などの休業日は除きます。
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